
位置及び交通機関

独立行政法人  国立高等専門学校機構
沖縄工業高等専門学校

（系統番号 77）
「那覇バスターミナル」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

　（系統番号 22）
「中部病院」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

バス路線の経由地詳細は、
https://okinawabus.com/ を参照願います

県内から 県外から

沖縄自動車道「宜野座 I.C.」を出て国道 329 号を
北に約 10km 左側。

（国道上の歩道橋が目印です。）

●那覇（なは）空港国内線ターミナル到着
　２番バス停から下記①または②のいずれか

【空港からの所要時間：約２時間】

①（系統番号 111）　
「名護（なご）バスターミナル」　

行きに乗車　　
↓

「宜野座 I. C.」下車
（ぎのざインターチェンジ）

↓
（系統番号 77）

「中央公民館前」乗車
↓

「沖縄高専入口」下車
徒歩５分

②（系統番号 117）　　
「オリオンモトブリゾート」　　

行きに乗車　　
↓

「世冨慶（よふけ）」下車
↓

歩道橋を渡り道路反対側より
（系統番号 77）
「世冨慶」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

【路線バスの場合】

【自動車の場合】
※徒歩

※徒歩

技術相談、共同研究等に関するお問い合わせは下記までご連絡ください。

〒905-2192　沖縄県名護市字辺野古905番地
　　　　　　　総務課研究連携推進室
TEL：0980-55-4070　FAX：0980-55-4012
E-mail：skrenkei＠okinawa-ct.ac.jp
公式HP：https://www.okinawa-ct.ac.jp

※本誌は沖縄工業高等専門学校産学連携協力会の支援を受けて発行しています。
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独立行政法人国立高等専門学校機構

沖縄工業高等専門学校
National Institute of Technology, Okinawa College





校校長長ああいいささつつ  

～～沖沖縄縄高高専専のの五五本本のの矢矢～～ 
 
 
 
 
 

  

沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  

校校長長  佐佐藤藤  貴貴哉哉 

 
令和４年４月に５代目の学校長として着任しました。これまで約２０年間に亘り高専教

員として勤務して来ました。沖縄高専に来て一番驚いたのは、学生の皆さんが、コンテスト

や１年生からの研究活動である創造研究に熱心に取り組んでいるということでした。沖縄

高専の学生は、ロボコン、プロコン、ディープラーニング(D)コンテスト、最近ではＧ－コ

ン（GIRLS SDGs×Technology Contest）など、非常に多岐、多分野にわたる技術コンテスト

に果敢に挑戦し、優れた成果を上げています。豊かでしなやかな学生の発想力を実際のモノ

造り、コト造りにまで高めて、社会実装につなげていく研究力と開発力が沖縄高専の教職員

の強みでもあります。沖縄高専の技術力と開発力を集中し、高専技術を社会に役立てるため

に地域連携研究推進センターが組織されています。この小冊子には、同センターの技術のす

べてが集約されています。沖縄高専と連携した研究や開発の手掛かりを見つけるツールと

して是非お役立ていただきたく思います。 

 沖縄高専の教育研究には、（１）航空技術者育成プログラム、（２）全学生への ICT,IOT

基礎教育、（３）バイオインフォマティクス という三つの強みがありました。今年 2023

年は沖縄高専創立２０周年の記念の年になりますので、（４）観光・地域共生デザインコー

ス、（５）多文化共生・国際展開高専 の二つを加え、沖縄高専の強みと特徴を社会にアピ

ールしていくことにしています。毛利元就の三本の矢を超える５本の矢の強靭さと基より

沖縄高専が携えている ICT や AI の技術力を観光や地域の産業と連携させ、沖縄の産業に革

新を起こすことが出来るビジネスク

リエイティブなエンジニアの育成を

行います。また、沖縄の地の利を活か

したグローバルエンジニアの育成に

もアクセルを踏み込みます。技術で

沖縄と世界を繋ぐ地域連携研究推進

センターのこれから１０年に期待い

ただき、地域の皆様のご理解とご支

援をよろしくお願いいたします。 

 





セセンンタターー長長ああいいささつつ  

～～「「地地域域連連携携研研究究推推進進セセンンタターー報報 22002222」」のの発発刊刊ににああたたっってて～～ 
 
 
 
 
 

沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  

地地域域連連携携研研究究推推進進セセンンタターー  

セセンンタターー長長  武武村村  史史朗朗 

 
「地域連携研究推進センター報２０２２」発刊にあたり、ご挨拶申し上げます。 

2019 年新型コロナウイルスの最初の症例が中国で確認されて以降、多くの国や地域で感

染の抑制を目的とした渡航制限や外出制限等が実施されました。これらの制限により、オン

ライン（遠隔）でのコミュニケーションが主となり、人と人の顔を突き合わせた実空間での

コミュニケーションが少なくなりました。改めて、人と人が実際に会って話す重要性につい

て再認識された方が多いかと存じます。一方で、オンライン会議やイベントの開催などが普

及し、時間や費用を大幅に節約できるなどのメリットがあるのも実感しています。 

地域連携研究推進センターでは、コロナ禍においても、地域発展への貢献を目標に、感染

症拡大防止対策を実施しながら、対面とオンラインの両方により活動を実施して参りまし

た。行動制限の緩和になりつつある現在、徐々に「連携」を活性化すべく、引き続き工夫し

ながら活動を実施して参りたいと考えております。 

本センターは、本校における教育研究の進展に寄与し、本校の有する人的資源、知的資産、

施設を活用して、地域社会との緊密な連携や交流を推進することにより地域社会における

人材の育成、科学の発展、技術開発及び産業の活性化に貢献するとともに、地域課題の解決

支援に資することを目的としております。また、その業務を円滑に遂行するために「産学連

携研究推進部門」及び「知的財産部門」では、より機動的に活動を行っております。 

年間事業としては、沖縄高専フォーラム・情報交換会や、月 1 回行っている定期技術相

談会、随時の技術相談、共同研究、受託研究、沖縄の産業まつりへの出展、公開講座、知的

財産セミナー等を実施しております。 

本センター報では、このような取組に加えて、沖縄高専産学連携協力会会員 企業をはじ

めとした地域企業および地域社会の皆様と本校とのさらなる連携・協力活動の架け橋とな

るように特色ある研究活動や利用可能な研究設備、センターの活動実績や相談可能な技術

など「お役に立てる技術」を記載いたしました。技術相談をはじめ共同研究、受託研究など

随時受け付けておりますので、各教員・技術職員あるいは地域連携研究推進センターにお問

い合わせください。 

「沖縄高専地域連携研究推進センター報２０２２」をぜひともご活用いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 
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研研究究内内容容：：  環環境境保保全全をを目目的的ととししたた水水中中ロロボボッットトのの開開発発  

サンゴ礁は，漁場の提供，国土の形成・保持，観光やレクリエーションの創出，津波の緩和など，重要な価値を有して

います．いずれも健全なサンゴ礁生態系が維持されてはじめて実現するものです．近年，サンゴ礁は様々な要因によっ

て世界的に衰退傾向にあり，特に人口密集地近くで深刻です．そして，世界中の 58％ものサンゴ礁が過度の衰退か，

あるいは危機に直面していると推定されています．サンゴ被度減少の原因は，高水温による白化現象，赤土の流出，水

質の悪化，オニヒトデの大発生等様々な影響があります．そのため，計測・観測・採取など，複数のタスクに柔軟に対応

可能な作業支援のニーズがあります． 

そこで，我々は沖縄近海の環境保全を目的としたロボット技術の活用を行っています．2014 年に遠隔操作による海中

でオニヒトデへの酢酸注射できる水中ロボットを実現しています．近年，船でグライダー型水中ロボットを曳航して，5 台

の小型カメラを搭載したカメラシステムにより海底 5～10m の 3 次元地図作成を試みています（図１）．図２のような海底 3

次元地図を作成することができ，海中環境の情報収集の高速広域化の実証実験をしています．ロボティクス技術を活用

することにより，人手で行うことで生じる肉体的負担・安全性に係わる部分の軽減・低減を試み，海洋の SDGｓに貢献す

る研究開発を行っています． 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

 
図１ 曳航型水中ロボットを使った調査法 

研研究究タタイイトトルル：：  

安安全全安安心心なな社社会会実実現現ののたためめののロロボボッットト技技術術のの
活活用用  

 

氏氏名名：：    武武村村  史史朗朗／／TTAAKKEEMMUURRAA  FFuummiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ttaakkeemmuurraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ロロボボッットト学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，計計測測自自動動制制御御学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  水水中中ロロボボッットト，，フフィィーールルドドロロボボテティィククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・フフィィーールルドドでで扱扱ううロロボボッットトのの開開発発  

・・水水中中ロロボボッットトにに関関すするるこことと  

・・ロロボボテティィククスス，，メメカカトトロロニニククスス  

 

 
図２ 瀬底島近海の海底 3D 地図 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科  

研研究究タタイイトトルル：： 

金属結晶材料の微視的内部構造解析 

 

氏氏名名：：    y.higa@okinawa-ct.ac.jp 比比嘉嘉  吉吉一一 ／／ HIGA Yoshikazu E-mail：： 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 
所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本材材料料学学会会 
キキーーワワーードド：： SEM/EBSD，，AFM，，ナナノノイインンデデンンテテーーシショョンン，，可可視視化化 

技技術術相相談談 
提提供供可可能能技技術術：： 

・・SEM/EBSD法法にによよるる結結晶晶方方位位ママッッピピンンググ 
・・AFM（（原原子子間間力力顕顕微微鏡鏡）），，ナナノノイインンデデンンテテーーシショョンン試試験験にによよるる材材料料特特性性評評価価 
・・ CTにによよるる内内部部構構造造観観察察とと 3D構構造造評評価価 

 
研研究究内内容容：：  金金属属結結晶晶体体内内部部のの格格子子欠欠陥陥場場のの観観察察とと 33次次元元可可視視化化にに関関すするる研研究究  

機械構造設計・材料設計指針に必要不可欠なデータである金属結晶材料内部の非弾性局所変形場に対して，変

形の素過程である転位（dislocation）とそれが作る巨大な集団構造について『三次元欠陥構造体』として可視化
する実験手法ならびにその方法論の確立を目指す．これを，使用する装置機器類・検出原理ならびにその方法論

から『SEM/EBSD-CT法』と名付け，得られた『三次元欠陥構造体』情報を新規材料設計あるいは製造技術開発
に貢献しようとするものである（http://onctmscsml.web.fc2.com/）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

SEM/EBSD（（TSL ソソリリュューーシショョンンズズ））   

原原子子間間力力顕顕微微鏡鏡 XE-100（（パパーークク・・シシスステテムムズズ））   

ナナノノイインンデデンンテテーーシショョンン（（Hysitron））   

    

    

  

SEM/EBSDシステム構成 局所方位情報→IPマップ像 

局所方位情報→転位密度テンソル計算→転位密度マップ 
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

マイクロフィン管内蒸発に関する理論解析 

 

氏氏名名：：    眞眞喜喜志志    治治  ／／MMAAKKIISSHHII    OOssaammuu  EE--mmaaiill：：  oommaakkiiss@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本伝伝熱熱学学会会，，日日本本冷冷凍凍空空調調学学会会  

キキーーワワーードド：：  相相変変化化熱熱伝伝達達，，伝伝熱熱促促進進  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・熱熱交交換換器器のの設設計計  

・・熱熱流流動動解解析析  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

螺旋溝付きマイクロフィン管は高性能蒸発管として冷凍空調機に広く使用されており，伝熱性能および圧力降下に及

ぼすフィン寸法・形状の影響について多数の研究がなされている．また伝熱性能に関して，平滑管に関する経験式を拡

張した形の経験式が多くの研究者によって提案されている．これまでに，図１に示すような薄液膜が支配的な管上半部

に関しては，厳密な境界条件を用いた数値解析を，管下半部の成層液膜からの熱伝達に関しては上記経験式を適用

し，気液界面形状に及ぼす表面張力の影響を考慮した水平マイクロフィン管内蒸発の成層流モデルを提案した．そし

て，理論モデルによる熱伝達率の予測値と４種類の管，３種類の冷媒に関する実験値を比較し，低質量流束域におい

て両者は良好に一致することを示した．また，マイクロフィン管内の液単相流に関する熱伝達の経験式を管内蒸発流の

場合に拡張した環状流モデルを提案し，上述の成層流モデルと組み合わせることにより，４種類の管，３種類の冷媒に

関する実験値とかなり良く一致することを示した．しかし，このモデルでは核沸騰の寄与についての検討がなされておら

ず，高熱流束域のデータとの一致が十分でなかったため，マイクロフィン管内蒸発における核沸騰成分の表示式を検討

し，これを組み込んだ成層流モデルと環状流モデルを提案した．両モデルによる周平均熱伝達率を，流動様式を考慮し

て重み付き平均することにより，従来の実験値と良好な一致が得られた． 

                
                              図図１１  物物理理モモデデルル                                              図図２２  実実験験値値とと予予測測値値のの比比較較例例  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

赤赤外外線線ササーーモモググララフフィィーー・・TTVVSS--88550000((日日本本アアビビオオニニククスス))    

熱熱物物性性測測定定装装置置・・TTPPSS22550000((京京都都電電子子工工業業))    

表表面面張張力力計計・・DDYY--770000((協協和和界界面面科科学学))    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

金属材料の表面改質に関する基礎的研究 

 

氏氏名名：：      眞眞喜喜志志隆隆  ／／  MMAAKKIISSHHII    TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttmmaakkiisshhii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会・・日日本本熱熱処処理理技技術術協協会会・・表表面面技技術術協協会会  

キキーーワワーードド：：  表表面面改改質質、、熱熱処処理理、、材材料料強強度度、、特特別別支支援援教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ププララズズママ窒窒化化ししたた金金属属材材料料のの機機械械的的性性質質  

・・電電子子顕顕微微鏡鏡ででのの観観察察、、元元素素分分析析  

・・特特別別支支援援学学校校授授業業教教材材のの開開発発とと改改良良  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①ププララズズママ窒窒化化をを中中心心ととししたた金金属属材材料料のの表表面面改改質質、、機機械械的的性性質質のの変変化化、、耐耐食食性性ににつついいてて研研究究をを行行っってていいるる。。窒窒化化物物生生

成成元元素素をを添添加加しし、、合合金金化化ししたた材材料料ににつついいてて窒窒化化処処理理をを行行いい、、硬硬化化機機構構ににつついいてて検検討討をを行行っってていいるる。。ままたた、、窒窒化化処処理理後後

のの疲疲労労強強度度のの変変化化おおよよびび耐耐食食性性のの変変化化のの評評価価もも行行っってていいるる。。  

②②新新ししいいテテーーママととししてて、、特特別別支支援援学学校校ででのの学学習習教教材材のの開開発発もも行行っってていいるる。。  

  

      

  図図  窒窒化化層層断断面面組組織織例例（（窒窒化化温温度度 661100℃℃））                    図図  窒窒化化処処理理後後のの SSNN 曲曲線線例例（（窒窒化化温温度度 557700℃℃・・661100℃℃））  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

金金属属顕顕微微鏡鏡    

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡    

XX 線線回回折折装装置置    

蛍蛍光光 XX 線線分分析析装装置置    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

熱流体関連機器の物質輸送動現象の解明と応
用展開 
氏氏名名：：    山山城城光光／／YYAAMMAASSHHIIRROO  HHiikkaarruu  EE--mmaaiill：：  hhyyaammaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  機機械械学学会会，，伝伝熱熱学学会会，，冷冷凍凍空空調調学学会会  

キキーーワワーードド：：  熱熱、、流流体体、、物物質質移移動動、、エエネネルルギギーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
機機器器のの熱熱流流動動解解析析、、熱熱エエネネルルギギーーのの有有効効利利用用、、ママイイククロロリリアアククタターーななどど  

 
研研究究内内容容：：    

  

化化学学反反応応をを伴伴うう相相変変化化伝伝熱熱（（沸沸騰騰・・凝凝縮縮・・凝凝固固））ややヒヒーートトシショョッッククやや熱熱エエネネルルギギーーのの動動力力変変換換ににつついいてて知知的的好好奇奇心心がが有有りり、、下下

記記のの卒卒研研テテーーママをを掲掲げげてて教教育育及及びび研研究究指指導導をを行行っってていいまますす。。  

・・環環状状飽飽和和炭炭化化水水素素のの浸浸漬漬沸沸騰騰熱熱反反応応特特性性  

・・高高温温加加熱熱反反応応面面（（炭炭素素繊繊維維、、多多孔孔質質金金属属））ににおおけけるる微微小小液液滴滴のの急急速速蒸蒸発発とと脱脱水水素素化化反反応応  

・・多多孔孔質質セセララミミッックク基基板板材材のの細細孔孔分分布布制制御御ととママイイククロロリリアアククタターーへへのの応応用用  

・・炭炭化化水水素素系系作作動動媒媒体体のの熱熱動動力力変変換換にに関関すするる研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

赤赤外外分分光光分分析析装装置置    

空空孔孔比比表表面面積積測測定定装装置置    

小小型型蒸蒸気気タターービビンンシシスステテムム    

軸軸流流型型風風洞洞実実験験装装置置    

    

  

 

スプレーパルス式改質器 

 
多孔質セラミック基板に形成された微細流路 

 

   
炭素繊維材 多孔質金属 
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

制御システムの設計・開発に関する研究 

 

氏氏名名：：    安安里里健健太太郎郎  ／／AASSAATTOO  KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：：  kk__aassaattoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  計計測測自自動動制制御御学学会会，，シシスステテムム制制御御情情報報学学会会，，電電気気学学会会  

キキーーワワーードド：：  制制御御工工学学，，制制御御理理論論，，ソソフフトトココンンピピュューーテティィンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・制制御御理理論論にに基基づづいいたた制制御御シシスステテムムのの設設計計・・開開発発  

・・ソソフフトトココンンピピュューーテティィンンググにに基基づづいいたた制制御御シシスステテムムのの設設計計・・開開発発  

・・ニニーーズズ指指向向型型介介護護ロロボボッットトのの開開発発  

・・ママイイククロロココンントトロローーララをを活活用用ししたた科科学学技技術術教教材材のの開開発発  

 
研研究究内内容容：：  制制御御理理論論おおよよびびソソフフトトココンンピピュューーテティィンンググ技技術術にに基基づづいいたた制制御御シシスステテムムのの設設計計・・開開発発にに関関すするる研研究究  

①①  ニニーーズズ指指向向型型介介護護ロロボボッットトのの開開発発  

我が国は国際的にみても突出した超高齢社会となっており．とりわけ介護分野では

課題先進国となっている．近年は介護人材の不足や過重労働が深刻な問題となってお

り，これらの解決策として介護ロボットの利活用が注目を集めているが，その開発段階

において「真のニーズ」が十分に検討されていないこともあり，実際の介護現場におい

て定着できていない現状がある．本研究では，〈介護〉と〈ロボット〉の融合的知見を涵養

する新しい「ニーズ・シーズ連携養成法の構築」および介護ロボット開発のための「ラピ

ッドプロトタイピングツールの開発」を行い，これらを活用したニーズ指向型介護ロボット

の開発を行っている． 

  

②②  論論理理的的思思考考力力育育成成おおよよびび就就業業意意識識向向上上ののたためめのの科科学学技技術術教教材材のの開開発発  

現在，さまざまな科学技術教育活動が行われているが，重要な観点の一つである

「論理的思考の必要性」をテーマとして扱っているものは非常に少ない．そこで，『数学

を主体とする論理的思考力の育成』および『就業意識のさらなる向上』を目的として，マ

イクロコントローラやシングルボードコンピュータを活用した利用価値の高い科学技術

教材の開発を行っている．また，近年は IoT や人工知能（主にディープラーニング）とい

った技術分野の教材開発も行っている． 

 

③③  磁磁気気浮浮上上シシスステテムムのの開開発発  

磁力を利用した磁性体の浮上制御は古くから研究されており，リニアモータカー，（磁

気）軸受，柔軟ビームのたわみ制御などに応用されている．現在本研究では，マイコン

を利用した制御理論の検証用および教育用としての磁気浮上システムの開発などを行

っている． 

  

④④  シシスステテムムのの低低次次元元化化にに関関すするる研研究究  

制御しようとするシステムの規模が大きくなると，コントローラの設計で問題が生じた

り，維持・管理の面で不都合が生じたりする．そこで，一般化グラミアンや LMI（線形行

列不等式）などを利用して，大規模な制御システムを簡略化する方法について研究を

行い，これらの問題の解決を目指している． 

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

各各種種ママイイククロロココンントトロローーララ，，シシンンググルルボボーードドココンンピピュューータタ  アアククテティィブブササススペペンンシショョンン実実験験装装置置（（QQuuaannsseerr））  

MMaattllaabb  ・・制制御御系系ツツーールルボボッッククスス（（MMaatthhWWoorrkkss））  33 自自由由度度ヘヘリリココププタタ実実験験装装置置（（QQuuaannsseerr））  

SScciillaabb（（フフリリーーソソフフトト））  磁磁気気浮浮上上実実験験装装置置（（自自作作））  

倒倒立立振振子子実実験験装装置置（（ササーーボボテテククノノ））  モモーータターー制制御御実実験験装装置置（（自自作作））  

高高精精度度線線形形台台車車型型倒倒立立振振子子実実験験装装置置（（QQuuaannsseerr））  NNeeuurraall  nneettwwoorrkk  ccoonnssoollee（（SSoonnyy））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

機械システムの高度化 
氏氏名名：：    下下嶋嶋賢賢//SShhiimmoojjiimmaa  KKeenn EE--mmaaiill：：  k_shimo@okinawa-ct.ac.jp 

職職名名：：  准准教教授授 学学位位：：  博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  食食品品工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  33 次次元元測測定定機機，，  55 軸軸制制御御ママシシニニンンググセセンンタタ，，精精度度評評価価，，機機械械設設計計  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械要要素素をを組組みみ合合わわせせたた試試作作・・設設計計・・製製作作  

・・水水中中カカメメララ用用防防水水ハハウウジジンンググのの設設計計・・製製作作  

・・33 次次元元座座標標測測定定機機にによよるる形形状状計計測測支支援援  

・・爆爆破破レレンンジジをを用用いいたた食食品品加加工工技技術術支支援援    

 
研研究究内内容容：：    

①①55 軸軸制制御御ママシシニニンンググセセンンタタののアアーーテティィフファァククトト法法にによよるる幾幾何何偏偏差差推推定定法法    

アアーーテティィフファァククトトをを用用いいたた机机上上測測定定にによよるる幾幾何何学学的的偏偏差差のの同同時時推推定定とと、、そそのの偏偏差差をを用用いいたた加加工工のの不不確確かかささ推推定定  

  

②②水水中中衝衝撃撃波波をを用用いいたた食食品品加加工工装装置置のの開開発発    

水水中中衝衝撃撃波波をを用用いいたた食食品品加加工工技技術術。。本本技技術術はは、、非非加加熱熱製製粉粉、、殺殺菌菌、、軟軟化化、、抽抽出出性性向向上上がが可可能能ととななりり、、  

本本特特性性をを生生かかしし、、要要求求さされれるる食食品品にに対対すするる粉粉砕砕機機ななららびびにに搬搬送送機機のの製製作作をを行行うう。。  

  

③③射射出出成成型型金金型型のの製製作作  ––沖沖縄縄高高専専ロロゴゴのの製製作作--  

射射出出成成型型金金型型のの試試作作をを行行いい、、沖沖縄縄県県工工業業技技術術セセンンタタ所所有有のの射射出出成成型型機機をを用用いいたた樹樹脂脂成成形形をを行行うう。。  

  

④④メメンンテテナナンンススフフリリーー型型水水中中定定点点カカメメララのの開開発発    

改改定定にに設設置置後後、、定定点点観観測測をを行行ううカカメメララをを開開発発ししてていいるる。。目目標標はは設設置置後後 33 カカ月月のの稼稼働働。。定定期期的的なな静静止止画画像像取取得得がが可可能能なな

装装置置のの開開発発をを行行うう。。  

  

⑤⑤複複合合材材料料（（FFRRPP））のの切切削削加加工工・・接接合合特特性性のの基基礎礎的的検検討討  

複複合合材材料料のの各各種種加加工工特特性性をを評評価価しし、、最最もも高高能能率率・・高高精精度度なな加加工工方方法法をを選選定定すするる。。  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

33 次次元元測測定定機機  ・・ミミツツトトヨヨ      

55 軸軸制制御御ママシシニニンンググセセンンタタ  ・・  ママザザッックク    

    

    

    

  

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

7

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科

メ
デ
ィ
ア
情
報
工
学
科

生
物
資
源
工
学
科

総
合
科
学
科

技
術
支
援
室



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：  摩擦発熱を利用した異種金属同士の固相接合と金属組織改質 

摩擦攪拌接合法（Friction Stir Welding：FSW，図１），摩擦攪拌点接合法（Friction Stir Spot Welding：FSSW，図２）など，摩擦

発熱を利用した固相接合法による異種金属の接合に関する研究を行っている。【（例）重ね接合：純アルミニウム―純銅，オフ

セット付き突合せ接合：純銅－純ニッケル，（図３），FSSW：難燃性マグネシウム合金－亜鉛めっき鋼板（図４）】 

また，FSW を応用した摩擦攪拌処理（Friction Stir Processing：FSP）による難燃性マグネシウム合金の成形加工性向上に

関する検討も行なっている。 

  

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科  

研研究究タタイイトトルル：：  

各各種種熱熱源源にによよるる材材料料のの溶溶接接・・接接合合とと二二次次加加工工  

 

氏氏名名：：    津津村村  卓卓也也  ／／  TTSSUUMMUURRAA  TTaakkuuyyaa  EE--mmaaiill：：  ttssuummuurraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  溶溶接接学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，軽軽金金属属学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，溶溶接接協協会会  

キキーーワワーードド：：  固固相相接接合合，，異異種種材材料料，，FFSSWW//FFSSPP，，FFSSSSWW，，表表面面処処理理・・改改質質，，アアーークク，，レレーーザザ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・異異種種金金属属材材料料同同士士のの固固相相接接合合（（FFSSWW//FFSSSSWW））  

・・各各種種熱熱源源にによよるる金金属属のの表表面面処処理理・・改改質質（（FFSSPP））  

・・金金属属材材料料同同士士のの溶溶接接・・接接合合  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ロボット摩擦攪拌接合装置・R-FSW-001 (トライエンジニアリング） 万能試験機 オートグラフ AG-IS 10kN(島津製作所)  

TIG／被覆アーク溶接装置・DA-300P（ダイヘン） 油圧式万能試験機 UH-F500kNI(島津製作所)  

MAG（CO2）アーク溶接装置・DM-350/CM-7401（ダイヘン） 各種顕微鏡(SEM，金属顕微鏡など)  

直流パルス TIG 溶接機・VRTP-200（ダイヘン） エネルギ分散型元素分析装置 

    

  

図１ オフセット付き異材突合せ摩擦

攪拌接合法（FSW）の模式図 

図２ 異材摩擦攪拌点接合法（FSSW）の接合過程 

図３ オフセット付 FSW による純銅－

純ニッケルの突合せ継手の外観

（ツール挿入深さの影響） 

図４ 難燃性 Mg 合金と各種亜鉛めっき鋼板

の FSSW 継手引張せん断強度の比較 

図 5 ロボット摩擦攪拌接合装置と施工状況 
（R3.10 トライエンジニアリング（株)様より貸与） 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

シミュレーションを活用した生産管理および生産
システム技術の研究 

 

氏氏名名：：  鳥鳥羽羽弘弘康康／／TTOOBBAA  HHiirrooyyaassuu  EE--mmaaiill：：  ttoobbaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE、、AACCMM、、情情報報処処理理学学会会、、機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  シシスステテムムシシミミュュレレーーシショョンン、、生生産産工工程程シシミミュュレレーーシショョンン、、ササププラライイチチェェーーンンママネネジジメメンントト  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・シシスステテムムシシミミュュレレーーシショョンンにによよるる離離散散系系シシスステテムムのの性性能能予予測測  

・・生生産産工工程程シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる生生産産方方式式評評価価  

・・生生産産計計画画立立案案アアルルゴゴリリズズムム  

 
研研究究内内容容：：    

ももののづづくくりりのの原原点点ととももいいええるる工工場場はは、、複複数数のの製製造造設設備備をを使使用用しし、、複複数数のの工工程程をを経経てて製製品品をを完完成成ささせせるるシシスステテムム＝＝生生産産

シシスステテムムででああるる。。製製造造業業をを営営むむ企企業業でではは、、生生産産シシスステテムムをを効効率率良良くく運運用用管管理理すするるここととがが、、顧顧客客満満足足やや利利益益にに直直結結すするるたた

めめ、、ああららゆゆるる面面かからら効効率率的的なな生生産産をを実実現現すするるここととがが経経営営上上のの課課題題ととななるる。。  

ここののよよううなな背背景景かからら、、シシスステテムムをを効効率率良良くく運運用用すするるたためめにに、、事事前前ににシシスステテムムのの状状態態がが将将来来どどののよよううにに変変遷遷ししてていいくくかか予予

測測しし、、予予測測結結果果ををシシスステテムム運運用用にに活活用用すするるリリススクク管管理理技技術術がが重重要要視視さされれてていいるる。。シシスステテムムがが大大規規模模複複雑雑ににななるるとと、、シシスス

テテムムのの挙挙動動をを予予測測式式ととししてて定定式式化化しし、、予予測測式式のの予予測測精精度度をを確確保保すするるここととがが問問題題ととななるるがが、、シシスステテムムシシミミュュレレーーシショョンンのの手手

段段をを用用いいるるとと容容易易にに解解決決ででききるるここととがが多多いい。。シシスステテムムシシミミュュレレーーシショョンンでではは、、シシスステテムムをを構構成成すするる個個々々のの要要素素のの運運用用方方

法法、、管管理理方方法法、、制制御御方方法法をを、、各各要要素素のの状状態態遷遷移移図図ややフフロローーチチャャーートトととししててモモデデルル化化しし、、多多数数のの要要素素のの状状態態変変化化をを時時刻刻順順

にに逐逐一一シシミミュュレレーートトすするる。。そそののたためめ、、実実際際ののシシスステテムムのの動動作作にに忠忠実実ににココンンピピュューータタ上上でで実実験験をを行行いい、、シシスステテムムのの将将来来のの

状状態態をを予予測測すするるここととがが可可能能ととななりり、、大大規規模模複複雑雑ななシシスステテムムのの運運用用計計画画のの事事前前評評価価：：リリススクク管管理理にに使使用用ででききるる。。  

本本研研究究でではは、、入入手手がが容容易易なな市市販販ののシシスステテムムシシミミュュレレーータタをを活活用用しし、、生生産産シシスステテムムのの性性能能予予測測、、生生産産方方式式評評価価、、生生産産計計

画画立立案案アアルルゴゴリリズズムムのの開開発発、、等等のの教教育育研研究究活活動動をを行行っってていいるる。。研研究究室室にに配配属属さされれたた学学生生ののううちち、、生生産産シシスステテムムにに興興味味

をを持持つつ者者ににはは、、問問題題意意識識のの醸醸成成にに主主眼眼をを置置きき、、興興味味をを持持つつ工工場場のの生生産産効効率率化化をを研研究究テテーーママにに設設定定しし、、学学生生ののアアイイデデアア

のの具具体体化化、、シシミミュュレレーータタにによよるるアアイイデデアアのの有有効効性性評評価価、、等等のの指指導導をを行行っってていいるる（（例例：：ロロボボココンン競競技技用用ロロボボッットトのの試試作作リリーードド

タタイイムム短短縮縮法法のの考考察察、、等等））。。ままたた、、ププロロググララミミンンググにに興興味味をを持持つつ学学生生ににはは、、ププロロググララミミンンググ技技能能向向上上をを主主眼眼にに置置きき、、簡簡素素なな

シシスステテムムシシミミュュレレーータタやや数数理理計計画画法法ソソルルババーーのの製製作作、、ここれれららをを用用いいたたススケケジジュューーララ製製作作、、等等のの教教育育指指導導をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

        

図図１１．．ロロボボッットト試試作作工工程程シシミミュュレレーーシショョンンモモデデルル            図図２２．．ロロボボッットト試試作作リリーードドタタイイムムのの確確率率分分布布ののヒヒスストトググララムム  

 

図2: Aチームリードタイム分布
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図3: Bチームリードタイム分布
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

シシスステテムムシシミミュュレレーータタ AArreennaa1144..77  （（RRoocckkwweellll  AAuuttoommaattiioonn））    

物物流流３３次次元元ＣＣＧＧシシミミュュレレーータタ AAuuttooMMoodd1122..33（（AApppplliieedd  MMaatteerriiaallss））    
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研研究究内内容容：：    

①①  新新形形態態将将来来旅旅客客機機のの空空力力設設計計にに関関すするる研研究究  

新新たたなな航航空空機機のの機機体体形形状状創創出出をを目目指指しし、、前前進進翼翼やや動動・・植植物物ななどどををベベーーススににししたた主主翼翼のの空空力力解解析析、、及及びび空空力力最最適適化化をを実実

施施ししてていいまますす。。以以下下のの図図はは対対象象ととななるる前前進進翼翼のの主主翼翼平平面面形形状状やや鳥鳥類類をを形形状状模模擬擬ししたた主主翼翼のの翼翼端端デデババイイススでですす。。  

  

  

 

  

  

  

  

  

②②  RRooaaddaabbllee  AAiirrccrraafftt にに関関すするる研研究究  

地地方方空空港港ななどどのの既既存存イインンフフララをを利利用用ししたた離離島島間間ででのの空空飛飛ぶぶ  
ククルルママのの実実現現性性つついいててのの検検討討をを行行っってていいまますす。。  
右右図図ははババーージジニニアア工工科科大大学学ととララフフババララーー大大学学のの学学生生ググルルーーププ  

がが共共同同研研究究でで行行っったた RRooaaddaabbllee  AAiirrccrraafftt「「PPeeggaassuuss」」のの形形状状をを  

モモデデリリンンググしし、、そそのの周周りり流流体体場場をを計計算算ししたた例例でですす。。  

  

③③  デデーータタ探探査査にに関関すするる研研究究  

人人がが処処理理ししききれれてていいなないいデデーータタにに対対ししてて機機械械学学習習・・デデーータタママイイニニンンググななどどのの手手法法  

をを適適用用しし、、そそののデデーータタをを今今ままででととはは異異ななるる方方法法でで「「見見ええるる化化」」すするるここととでで新新ししいい  

気気づづききをを与与ええるるここととをを目目指指ししてていいまますす。。右右図図ははパパソソココンン内内ののハハーードドデディィススククでで  

生生じじるる流流体体加加振振力力とと流流れれ場場のの関関係係をを呼呼ばばれれるるベベイイジジアアンンネネッットトワワーーククにによよっってて  

ググララフフ構構造造でで結結びびつつけけたた一一例例でですす。。  

  

  

 

所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械シシスステテムム工工学学科科  

研研究究タタイイトトルル：：  

流体工学および空気力学に関する研究 

 

氏氏名名：：    森森澤澤  征征一一郎郎／／SSeeiiiicchhiirroo  MMOORRIIZZAAWWAA  EE--mmaaiill：：  mmoorriizzaawwaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本航航空空宇宇宙宙学学会会、、日日本本機機械械学学会会、、日日本本計計算算工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  数数値値流流体体力力学学、、デデーータタママイイニニンンググ、、多多目目的的最最適適化化    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・輸輸送送機機器器ななどどのの周周りりのの流流体体解解析析ににつついいてて  

・・機機械械学学習習・・デデーータタママイイニニンンググのの工工学学的的なな応応用用ににつついいてて  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

電子デバイス・MEMS 応用技術に関する研究 

 

氏氏名名：：    兼兼城城  千千波波 KKAANNEESSHHIIRROO  CChhiinnaammii  EE--mmaaiill：：  cchhiinnaammii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE,,  MMRRSS,,  EECCSS、、応応用用物物理理学学会会,,  電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  半半導導体体表表面面界界面面物物性性、、弾弾性性波波デデババイイスス、、MEMS、、セセンンシシンンググデデババイイスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・各各種種電電子子デデババイイスス評評価価（（電電気気特特性性（（電電流流、、容容量量、、電電圧圧））、、SS パパララメメーータタななどど））  

・・デデババイイススおおよよびび材材料料表表面面界界面面物物性性評評価価  

・・MMEEMMSS 関関連連：：デデババイイスス作作製製技技術術おおよよびび評評価価  

 
研研究究内内容容：：  電電子子デデババイイスス・・MMEEMMSS 応応用用技技術術にに関関すするる研研究究  

○○電電子子デデババイイスス//複複合合機機能能素素子子にに関関すするる研研究究  

・・弾弾性性波波－－半半導導体体にによよるる機機能能デデババイイススのの研研究究：：弾弾性性表表面面波波のの伝伝搬搬路路上上にに半半導導体体薄薄膜膜をを配配置置すするるここととにによよりり、、半半導導体体中中

ののキキャャリリアアとと弾弾性性波波にによよるる相相互互作作用用にによよるる電電気気信信号号変変調調素素子子やや光光信信号号変変調調素素子子のの新新機機能能のの探探求求。。（（図図１１参参照照））  

・・周周期期構構造造体体にによよるる弾弾性性表表面面波波デデババイイススのの研研究究：：伝伝搬搬路路上上にに配配置置ししたたスストトリリッッププラライインンをを利利用用ししたた経経路路変変換換器器やや周周期期構構

造造体体をを利利用用ししたたフフィィルルタタ素素子子のの研研究究。。  

・・色色素素をを組組みみ込込んんだだ ppnn 接接合合ダダイイオオーードドににおおけけるる光光応応答答・・光光起起電電力力のの改改善善にに向向けけたた基基礎礎研研究究。。  

・・hhiigghh--kk  ののゲゲーートトをを有有すするる MMOOSSFFEETT にによよるるデデババイイスス特特性性のの改改善善にに関関すするる研研究究。。（（図図２２参参照照））  

・・圧圧電電薄薄膜膜にによよるる超超音音波波ププロローーブブのの開開発発とと非非破破壊壊検検査査応応用用技技術術にに関関すするる研研究究：：簡簡易易型型超超音音波波非非破破壊壊探探傷傷装装置置のの提提案案

ととししてて、、圧圧電電薄薄膜膜ををププロローーブブととししてて、、走走査査型型 22 次次元元探探傷傷をを可可能能ととすするるシシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究。。（（図図３３参参照照））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

○○MMEEMMSS 構構造造・・デデババイイスス応応用用技技術術  

・・ママイイククロロププロローーブブアアレレイイのの作作製製技技術術にに関関すするる研研究究：：  

半半導導体体集集積積回回路路用用ののププロローーブブアアレレイイととししてて、、ススププリリンンググププロローーブブアアレレイイをを  

用用いいたた高高密密度度配配線線技技術術にに関関すするる研研究究。。（（図図４４参参照照））  

応応用用例例：：高高密密度度配配線線技技術術、、走走査査ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡用用ププロローーブブ針針  

・・μμ－－TTAASS シシスステテムム回回路路のの作作製製：：ママイイククロロタタンンクク・・ママイイククロロポポンンププのの作作製製なな  

どど、、微微量量検検査査へへ向向けけたた化化学学解解析析用用シシスステテムムのの構構築築。。  

  

○○そそのの他他  

・・半半導導体体工工学学教教材材開開発発・・・・・・目目にに見見ええなないい半半導導体体のの中中ののキキャャリリアアのの動動ききをを視視覚覚的的・・感感覚覚的的にに捉捉ええるるたためめのの教教材材開開発発。。  

・・デデーータタベベーーススアアププリリケケーーシショョンンにによよるる出出席席管管理理簿簿ややアアンンケケーートトシシスステテムム構構築築にに関関すするる研研究究（（総総務務省省SSCCOOPPEE助助成成にによよりり、、

㈱㈱ジジャャススミミンンソソフフトトとと共共同同開開発発））  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

RRFF  SSppuutttteerr  VVaaccuuuumm  CCooaatteerr  SSVVCC--770000  ((ササンンユユーー電電子子))    

NNeettwwoorrkk  AAnnaallyyzzeerr  EE55006611AA  ((AAggiilleenntt))    

SSEEMM  VVEE--88880000  ((KKeeyyeennccee))    

PPhhoottoolliitthhooggrraapphhyy  MMAA--1100  ((MMiikkaassaa))    

TThheerrmmaall  OOxxiiddaattiioonn  AAMMFF--22PP--IIIIII  ((アアササヒヒ理理化化製製作作所所))    

  

 

 
図図 44  ママイイククロロススププリリンンググアアレレイイ  
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研研究究内内容容：：  ee--AATT（（EElleeccttrroonniicc  aanndd  IInnffoorrmmaattiioonn  TTeecchhnnoollooggyy  BBaasseedd  AAssssiissttiivvee  TTeecchhnnoollooggyy  ））機機器器のの開開発発  

  
・・ジジョョイイスステティィッックク型型ママウウスス・・ココンントトロローーララのの開開発発及及びびモモーーシショョンンキキャャププチチャャをを用用いいたた操操作作性性のの評評価価  
ジョイスティック型マウスを開発し，マウスの操作ができない肢体不自由児を対象とした支援を行ってい

る．本研究では，肢体不自由児と健常者の操作特徴を比較し，肢体不自由児は動作負担が大きいというこ
とを確認している．また，動作負担を軽減するため，使用者の苦手とする一部のレバー操作に対してレバ
ーの感度調節を行ない，操作時間を補正した．その結果，苦手とする部分の動作負担を軽減でき，レバー
の感度調節による苦手な操作の負担軽減が有効であることを確認できた． 
  

  

  

  

  

 
 

ジョイスティック型マウスの外観        使用の様子  

補正前後の入力操作に要する 
腕の移動距離の比較 

・・ジジョョイイスステティィッックク型型ココンントトロローーララのの活活用用                  ・・視視野野計計測測機機器器のの開開発発  
ジョイスティック型コントローラを活用して， 

児童が自らジョイスティックコントローラを操作する 
ことで，遊びを通して自ら車椅子を移動させる感覚を 
掴んでもらうことを目的としている． 
 
  

  

  

  

  

  

  

コントローラの外観    使用の様子          視野計測機器     視野計測の表示  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

サポート者の気づきに繋げる重複障がい児の
状態把握アセスメントツールの開発 

 
氏氏名名：：    神神里里  志志穂穂子子  ／／  KKaammiissaattoo  SShhiihhookkoo  EE--mmaaiill：：  kkaammiissaattoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  ・・  日日本本ロロボボッットト学学会会・・  ラライイフフササポポーートト学学会会  

キキーーワワーードド：：  生生体体情情報報計計測測・・解解析析（（動動作作，，視視線線，，脳脳波波，，視視野野ななどど）），，デデーータタ解解析析，，感感性性工工学学，，教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・生生体体デデーータタにに関関すするる計計測測（（動動作作，，視視線線，，脳脳波波，，筋筋電電，，視視野野，，聴聴野野ななどど））  

・・デデーータタ解解析析（（特特徴徴抽抽出出，，デデーータタ解解析析法法））  

・・感感性性デデーータタ処処理理（（印印象象評評価価にによよるるフフィィーードドババッックク））  

・・ee--AATT機機器器のの開開発発（（教教材材用用電電子子すすごごろろくく，，電電動動車車椅椅子子操操作作ののたためめのの教教育育ツツーールルのの作作製製，，  

視視野野計計測測機機器器のの開開発発ななどど））  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  生生体体情情報報計計測測シシスステテムム  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

モモーーシショョンンキキャャププチチャャ（（光光学学式式・・磁磁気気式式））  重重心心計計測測  

視視線線計計測測シシスステテムム  筋筋電電計計測測  

脳脳波波計計測測シシスステテムム    

特別支援学校の教員が児童生徒の通常視
野の把握を行う際のサポートを目的として
簡易型の視野測定機と測定した結果の状態
をイメージし共有しやすいよう画像で結果
を提示するシステムの開発を行っている．  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

意思決定支援システムに関する研究 

 

氏氏名名：：    金金城城伊伊智智子子  ／／  KKIINNJJOO  IIcchhiikkoo  EE--mmaaiill：：  iicchhii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，観観光光情情報報学学会会  

キキーーワワーードド：：  意意思思決決定定，，フファァジジィィ解解析析，，観観光光情情報報  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・意意思思決決定定支支援援にに関関すするる技技術術  

・・フファァジジィィ理理論論をを用用いいたたデデーータタ解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

人人間間がが意意思思決決定定をを行行うう際際のの支支援援ををすするるシシスステテムムにに関関すするる研研究究をを行行っってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：：  

光ファイバ通信システムの大容量化および  
安全性に関する研究 

 

氏氏名名：：    高高良良秀秀彦彦  ／／  TTAAKKAARRAA  HHiiddeehhiikkoo  EE--mmaaiill：：  hh..ttaakkaarraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会、、レレーーザザーー学学会会、、IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  光光フファァイイババ通通信信、、光光計計測測、、光光安安全全  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光フファァイイババ特特性性測測定定技技術術  

・・光光フファァイイババ通通信信品品質質測測定定技技術術  

・・光光フファァイイババ通通信信シシスステテムムのの安安全全性性評評価価  （（IIEECC 国国際際規規格格、、JJIISS 規規格格））  

研研究究内内容容：：    

  

・・大大容容量量光光フファァイイババ通通信信シシスステテムム・・ササブブシシスステテムム  （（時時間間分分割割多多重重、、波波長長分分割割多多重重、、空空間間分分割割多多重重））  

・・光光フファァイイババ伝伝送送特特性性・・通通信信品品質質のの測測定定技技術術  

・・光光フファァイイババ通通信信シシスステテムムににおおけけるる安安全全性性  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

3D-SiP 実装を用いた高周波小形モジュール開発 
 

氏氏名名：：    谷谷藤藤  正正一一  ／／  SShhooiicchhii  TTAANNIIFFUUJJII  EE--mmaaiill：：  ttaanniiffuujjii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，応応用用物物理理学学会会，，エエレレククトトロロニニククスス実実装装学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  ママイイククロロ波波，，ミミリリ波波，，RRFF--IICC，，33DD--SSiiPP，，SSBBBB，，フフリリッッププチチッッププ，，実実装装技技術術  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  フフリリッッププチチッッププ実実装装技技術術をを用用いいたたミミリリ波波帯帯  RRFF--IICC  のの実実装装  

・・  33DD--SSiiPP  技技術術をを用用いいたた小小形形モモジジュューールル開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ワワイイヤヤ＆＆ボボーールルボボンンダダ（（KK&&SS  44552222））    

セセミミオオーートトフフリリッッププチチッッププボボンンダダ（（TTSS--FFCCBB--110000））    

    

    

    

  

    

     

●●  ミミリリ波波帯帯  SSii--CCMMOOSS  RRFF--IICC  のの基基板板実実装装  

●●  33DD--SSiiPP  実実装装をを用用いいたたモモジジュューールル開開発発  

ミミリリ波波帯帯のの  RRFF--IICC  をを有有機機樹樹脂脂基基板板上上へへフフリリッッププチチッッププ実実装装ししたたモモジジュューールルをを  

CCuu  ボボーールルをを用用いいてて積積層層すするる。。  

33DD--SSiiPP  をを用用いいてて、、RRFF--IICC  モモジジュューールルととアアンンテテナナをを一一体体化化しし、、アアレレーーアアンンテテナナ  

モモジジュューールルをを構構成成すするる。。  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高機能演算システムの設計および検証 

 

氏氏名名：：    山山田田親親稔稔／／YYAAMMAADDAA  CChhiikkaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ccyyaammaaddaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電気気学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  組組込込みみ技技術術，，再再構構成成可可能能デデババイイスス，，HHPPCC，，モモデデルル検検査査技技術術  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ソソフフトトウウェェアア／／ハハーードドウウェェアア統統合合化化設設計計，，部部分分再再構構成成  

・・GGPPUU  をを用用いいたた並並列列演演算算  

・・モモデデルル検検査査をを用用いいたたシシスステテムムのの上上位位設設計計検検証証  

 
研研究究内内容容：：  高高機機能能・・高高信信頼頼演演算算シシスステテムムのの設設計計おおよよびび検検証証基基盤盤のの構構築築  

  

・・高高機機能能・・高高信信頼頼演演算算シシスステテムムのの設設計計とと評評価価  

  近近年年ののデディィジジタタルルシシスステテムムににおおけけるる進進歩歩はは、、高高性性能能化化・・高高機機能能化化がが

一一段段とと加加速速しし，，そそのの中中ででもも組組込込みみシシスステテムムのの重重要要性性がが増増しし，，シシスステテムム

にに対対すするる信信頼頼性性・・安安全全性性へへのの要要求求がが高高ままっっててききてていいるる．．本本研研究究でではは，，

多多岐岐ににわわたたるるシシスステテムムのの設設計計おおよよびび開開発発をを統統合合的的にに支支援援すするる環環境境のの

構構築築をを目目指指ししてていいるる．．ここれれままでで，，以以下下のの項項目目にに重重点点的的にに取取りり組組んんでできき

たた．．  

・・アアルルゴゴリリズズムムののハハーードドウウェェアア設設計計  

  暗暗号号処処理理おおよよびび画画像像処処理理等等をを再再構構成成可可能能ななデデババイイススででああるる FFPPGGAA

にによよりりハハーードドウウェェアア実実装装すするるここととでで高高速速化化をを図図っったた．．暗暗号号処処理理でで用用いいるる

剰剰余余演演算算，，医医用用画画像像処処理理でで用用いいるるフフィィルルタタををハハーードドウウェェアア実実装装ししたた．．  

・・GGPPUU  をを用用いいたた並並列列演演算算  

  演演算算にに膨膨大大なな時時間間をを要要すするる適適応応的的ババイイララテテララルルフフィィルルタタにに GGPPUU をを用用

いいるるここととにによよりり，，高高速速化化をを可可能能ととししたた．．  

・・モモデデルル検検査査をを用用いいたたシシスステテムムのの上上位位設設計計検検証証  

  ハハーードドウウェェアア設設計計者者ががモモデデルル検検査査手手法法をを導導入入ししややすすくくすするるたためめにに，，MMaattllaabb//SSiimmuulliinnkk ととモモデデルル検検査査ツツーールル SSPPIINN をを連連携携

すするる検検証証基基盤盤をを構構築築ししたた．．本本手手法法をを用用いいてて，，シシスステテムムのの設設計計検検証証をを行行ううとと，，検検証証にに要要すするる時時間間，，メメモモリリ容容量量をを減減少少ささせせるる

ここととががでできき，，効効率率的的にに上上位位設設計計検検証証をを行行ううここととをを可可能能ににししたた．．  

  上上記記のの成成果果をを踏踏ままええ，，現現在在，，右右図図にに示示すす設設計計支支援援環環境境のの構構築築にに取取りり組組んんででいいるる．．  

  

「「従従来来技技術術ととのの優優位位性性」」  

  従従来来，，用用途途にに応応じじたたシシスステテムムをを設設計計すするる際際，，設設計計とと検検証証をを並並行行ししてて実実施施すするるここととがが困困難難ででああっったたがが，，本本研研究究でで提提案案すす

るる設設計計支支援援環環境境でではは，，統統合合的的かかつつ階階層層的的にに設設計計おおよよびび検検証証をを行行ううここととがが可可能能ででああるる．．  

  

「「予予想想さされれるる応応用用分分野野」」  

  ・・医医用用機機器器  

  ・・セセキキュュリリテティィ機機器器  

  ・・ネネッットトワワーークク機機器器  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

LLooggiicc  AAnnaallyyzzeerr・・TTLLAA66220022（（TTeekkttrroonniixx））  FFPPGGAA  BBooaarrdd・・DDKK--DDEEVV--44SSGGXX223300NN（（AAlltteerraa））  

FFPPGGAA  BBooaarrdd・・MMLL660055（（XXiilliinnxx））  GGPPUU・・GGVV--TTIITTAANN--66GGDD--BB（（NNVVIIDDIIAA））  

FFPPGGAA  BBooaarrdd・・MMLL440033（（XXiilliinnxx））    

FFPPGGAA  NNaannooBBooaarrdd  22・・NNBB22（（AAllttiiuumm））    

FFPPGGAA  BBooaarrdd・・AAEESS--SS66IIVVKK--LLXX115500TT--GG（（AAvvnneett））    
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科  

研研究究タタイイトトルル：：  

無線通信システムの高効率アクセス制御 
に関する研究  

 

氏氏名名：：    中中平平  勝勝也也  ／／KKaattssuuyyaa  NNaakkaahhiirraa    EE--mmaaiill：：  nnaakkaahhiirraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  無無線線通通信信・・衛衛星星通通信信シシスステテムム、、アアククセセスス制制御御方方式式  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・通通信信シシスステテムムののトトーータタルル的的なな運運用用方方法法、、制制御御方方法法、、方方式式設設計計  

・・無無線線周周波波数数やや送送信信電電力力のの最最適適配配分分方方式式    ななどど  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

１１．．衛衛星星、、WWLLAANN、、IIooTT、、ドドロローーンンななどど各各種種無無線線通通信信シシスステテムムののアアククセセスス制制御御にに関関すするる研研究究  
  
２２．．ヘヘテテロロジジニニアアスス無無線線ネネッットトワワーークク環環境境下下ににおおけけるる干干渉渉低低減減方方法法にに関関すするる研研究究  
  
３３．．電電波波環環境境ややトトララフフィィッッククのの変変動動にに応応じじたた無無線線リリソソーーススのの適適応応制制御御にに関関すするる研研究究  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
各各種種無無線線通通信信シシスステテムムののトトーータタルル的的なな運運用用方方法法やや、、  

シシスステテムム間間協協調調、、シシスステテムム間間干干渉渉低低減減ななどどのの研研究究をを中中心心にに実実施施  
  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

省電力・高信頼・高性能化の実現に向けた 
ＶＬＳＩの研究開発  

 

氏氏名名：：    宮宮城城  桂桂  ／／  MMIIYYAAGGII  KKeeii  EE--mmaaiill：：  kk..mmiiyyaaggii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  ＶＶＬＬＳＳＩＩ，，省省電電力力，，高高信信頼頼，，高高性性能能，，非非同同期期式式回回路路  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ココンンピピュューータタアアーーキキテテククチチャャ  

・・計計算算機機工工学学  

・・VVLLSSII 設設計計手手法法  

 
研研究究内内容容：：  自自己己同同期期回回路路にによよるるＶＶＬＬＳＳＩＩ構構成成法法にに関関すするる研研究究  

  
       図１．自己同期回路の構成               図２．試作チップのレイアウト 
  
【【研研究究概概要要】】  
 将来の情報化社会を持続可能な社会へ導くために，情報通信機器の高性能化や省電力化は欠かすこ
とのできない技術である．これまで，専用回路技術を含むヘテロジニアス SoC（System-on-a-chip）にお
ける高速化と低消費電力化を実現するための VLSI 構成法に関する研究に取り組んできた．一方，近年
では VLSI の微細化・複雑化に伴い，高信頼性（ディペンダビリティ）も求められるようになった．本研究
は，非同期式回路の処理要求に応じて自律的かつ局所的に動作する特性を活用することで省電力化・
高信頼化・高性能化を並立する VLSI 設計技術の確立を目的としている．  
  
【【研研究究テテーーママ】】  

 細粒度電力供給機構を備えた省電力ＬＳＩの実現法に関する研究 
 タイミング故障検出・回復のための回路構成法に関する研究 
 NoC（Network-on-chip）型メニーコア SoC における適応的負荷分散手法に関する研究 
 動的再構成（ダイナミック・リコンフィギュレイション）に基づくマルチパフォーマンス NoC の研究 
 データ駆動原理に基づく高並列処理専用回路の実現法に関する研究 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

IoT を活用した簡易な農業・養殖システムの開発 
 

氏氏名名：：    亀亀濱濱博博紀紀  ／／  HHiirrookkii  KKAAMMEEHHAAMMAA  EE--mmaaiill：：  hhkkaammee@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会、、応応用用物物理理学学会会、、IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  IIooTT、、セセンンシシンンググ、、デデーータタ処処理理、、XX 線線検検出出器器  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・IIooTT セセンンシシンンググシシスステテムムのの開開発発  

・・XX 線線検検出出器器のの開開発発  

 

研研究究内内容容：：    

 IIooTT セセンンシシンンググシシスステテムムのの開開発発  

水耕栽培等のノウハウを確立するために、植物の育成環境と 

育成状況をデータとして蓄積し、植物ごとの最適な条件を導出する。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 XX 線線検検出出器器のの開開発発（（他他大大学学、、研研究究施施設設とと共共同同研研究究中中））  

SOI を用いた高感度・低ノイズ・高エネルギー分解能な X 線検出器の開発に取り組んでいる。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

水水耕耕栽栽培培のの様様子子  

AAmm--224411ののススペペククトトルル  開開発発ししたた XX線線検検出出器器ののレレイイアアウウトト  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

機械学習による不正プログラム検知手法 
氏氏名名：：    伊伊波波靖靖  ／／  IIHHAA  YYaassuusshhii  EE--mmaaiill：：  yyaassuucc@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  情情報報セセキキュュリリテティィ，，WWiinnddoowwss 系系不不正正ププロロググララムム検検知知，，WWAAFF  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ササーーババのの要要塞塞化化にに関関すするる設設定定  

・・フファァイイアアウウォォーールル、、IIDDSS((侵侵入入検検知知シシスステテムム))等等のの設設定定にに関関すするるアアドドババイイスス  

・・不不正正アアククセセスス発発生生時時ににおおけけるるロロググ解解析析等等ののイインンシシデデンントトレレススポポンンスス  

 
研研究究内内容容：：    

・・機機械械学学習習（（SSVVMM))をを用用いいたた WWiinnddoowwss 系系 OOSS ににおおけけるる不不正正ププロロググララムム検検知知  

・・機機械械学学習習（（SSVVMM))をを用用いいたた WWeebb  AApppplliiccaattiioonn  FFiirreewwaallll にに関関すするる研研究究      

・・ココンンピピュューータタフフォォレレンンジジッッククスス  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

ネネッットトワワーーククをを取取りり巻巻くく脅脅威威

盗聴

なりすまし

改ざん

不正アクセス

パスワード等の情報窃取
情報の無断複製

システムの無断使用
情報の窃取

情報の偽造
虚偽情報の流布

不正侵入
他のサイトへの踏み台
ホームページの改ざん

ファイル等の削除
個人情報の窃取

漏洩

ウイルス

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

NNEECC 社社製製  EExxpprreessss55880000((WWiinnddoowwss  SSeerrvveerr))    

JJuunniippeerr 社社製製  FFiirreewwaallll  SSSSGG--55--SSBB    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

自動車（歩行者）交通流の解析 

 

氏氏名名：：    玉玉城城  龍龍洋洋／／TTAAMMAAKKII  TTaattssuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  tt..ttaammaakkii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会、、数数理理モモデデルル化化とと問問題題解解決決研研究究会会  

キキーーワワーードド：：  交交通通流流解解析析、、物物理理シシミミュュレレーーシショョンン、、最最適適化化計計算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・交交通通流流のの解解析析  

・・自自動動車車道道路路ネネッットトワワーーククのの最最適適化化設設計計  

・・歩歩行行者者行行動動モモデデルルのの構構築築  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

 セセルル・・オオーートトママトトンン法法をを用用いいたた交交通通流流解解析析  

 群群集集流流動動解解析析  

 GGPPGGPPUU にによよるる SSPPHH 法法のの並並列列化化  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

GGPPGGPPUU 用用 LLiinnuuxx ママシシンン    

ススピピーードドガガンン    
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

・・高高速速動動画画像像処処理理ラライイブブララリリ HHAALLCCOONN    ((リリンンククスス))    

・・小小型型なな飛飛行行 DDrroonnee  ((Parrot))    

    

    

    

  

所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

自律飛行ロボットの研究 
 

氏氏名名：：    
タタ ンン スス リリ ヤヤ ボボ ンン   スス リリ ヨヨ ンン ／／  

TTAANNSSUURRIIYYAAVVOONNGG    SSuurriiyyoonn  
EE--mmaaiill：：  ssuurriiyyoonn@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，計計測測自自動動制制御御学学会会  

キキーーワワーードド：：  デデジジタタルル信信号号処処理理、、ロロボボッットトビビジジョョンン、、教教育育工工学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・自自律律飛飛行行ロロボボッットトにによよるる実実地地調調査査、、動動的的なな監監視視技技術術  

・・画画像像処処理理をを利利用用ししたた制制御御技技術術  

  

 

研研究究内内容容：：    
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

言語機能訓練支援システムの開発 

 

氏氏名名：：    與與那那嶺嶺尚尚弘弘／／YYOONNAAMMIINNEE  TTaakkaahhiirroo  EE--mmaaiill：：  yyoonnaammiinnee@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会、、日日本本福福祉祉工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  
失失語語症症、、言言語語機機能能訓訓練練、、リリハハビビリリ教教材材開開発発、、AAnnddrrooiidd アアププリリ、、視視線線解解析析シシスステテムム、、空空間間認認知知障障

害害  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・言言語語機機能能訓訓練練支支援援アアププリリケケーーシショョンンのの提提供供  

・・視視線線解解析析シシスステテムムのの提提供供  

・・言言語語機機能能訓訓練練用用教教材材作作成成アアププリリケケーーシショョンンのの提提供供  

  
研研究究内内容容：：  言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムムのの開開発発ととリリハハビビリリ環環境境改改善善のの取取りり組組みみ  

【【研研究究のの背背景景】】  

ココミミュュニニケケーーシショョンンにに必必要要なな「「話話すす」」、、「「聞聞くく」」、、「「読読むむ」」、、「「書書くく」」とといいっったた言言語語機機能能がが低低下下ししたた失失語語症症患患者者ににととっってて、、そそれれららをを回回復復

ささせせるるたためめのの訓訓練練はは（（リリハハビビリリ））欠欠かかせせなないいももののででああるる。。一一般般にに低低下下ししたた言言語語機機能能はは完完治治すするるここととははなないいがが、、長長期期間間にに渡渡るるリリ

ハハビビリリにによよりり機機能能がが回回復復ままたたはは維維持持すするるとと言言わわれれてていいるる。。失失語語症症患患者者のの言言語語機機能能をを改改善善すするるたためめののリリハハビビリリをを専専門門的的にに行行うう

ののがが、、言言語語聴聴覚覚士士（（SSTT：：SSppeeeecchh--LLaanngguuaaggee--HHeeaarriinngg  TThheerraappiisstt））ででああるる。。SSTT ががリリハハビビリリにに用用いいてていいるる教教材材のの多多くくはは紙紙媒媒体体ののたた

めめ、、患患者者のの症症状状にに応応じじたた教教材材のの準準備備・・保保存存・・管管理理にに労労力力をを割割いいてていいるる。。ままたた、、失失語語症症患患者者のの訓訓練練内内容容のの記記録録もも紙紙媒媒体体ととななるる

たためめ、、各各患患者者のの訓訓練練成成果果ななどどのの整整理理はは煩煩雑雑ででああるる。。ささららにに、、患患者者のの音音読読やや口口頭頭叙叙述述をを記記録録すするるたためめ録録音音機機材材もも必必要要ととななるる。。

他他ににもも医医療療現現場場ななどどににおおけけるる SSTT はは嚥嚥下下機機能能訓訓練練ななどどもも行行ううたためめ業業務務負負担担がが大大ききいい。。そそここでで SSTT のの業業務務負負担担をを軽軽減減すするる目目的的

でで、、言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムムをを開開発発ししてていいるる。。現現在在、、発発達達障障碍碍児児童童向向けけのの療療育育やや認認知知症症患患者者ののリリハハビビリリへへのの応応用用をを進進めめ

てていいるる。。  

【【研研究究シシーーズズ】】  

言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムムはは、、AAnnddrrooiidd タタブブレレッットト用用アアププリリととパパソソココンンにに実実装装ししたた視視線線解解析析シシスステテムムでで構構成成さされれるる。。  

１１．．AAnnddrrooiidd タタブブレレッットト用用アアププリリのの開開発発（（図図１１、、図図２２、、図図３３））  

言言語語機機能能にに関関すするるリリハハビビリリをを支支援援すするるAAnnddrrooiiddタタブブレレッットト用用アアププリリでで、、①①リリハハビビリリアアププリリ（（1111 種種類類））、、②②リリハハビビリリ記記録録閲閲覧覧アアププリリ（（22

種種類類））、、③③リリハハビビリリ教教材材作作成成アアププリリでで構構成成さされれるる。。タタブブレレッットト１１台台でで教教材材作作成成かかららリリハハビビリリままででをを行行ええるるたためめ、、言言語語聴聴覚覚士士のの負負担担

をを減減ららせせるる。。ままたた、、利利用用者者個個別別のの記記録録やや教教材材をを用用意意ででききるるたためめ、、症症状状にに合合わわせせたたリリハハビビリリをを実実施施ででききるる。。  

２２．．簡簡易易視視線線解解析析シシスステテムムのの開開発発（（図図４４））  

症症状状のの回回復復具具合合ややリリハハビビリリのの効効果果をを定定量量的的にに評評価価すするるたためめ、、認認知知とと密密接接なな関関係係ががああるる視視線線のの動動ききにに着着目目しし、、PPCC とと視視線線検検出出

デデババイイススでで構構成成ししたた視視線線解解析析シシスステテムムをを開開発発ししてていいるる。。現現在在はは視視線線トトレレーースス、、ヒヒーートトママッッププ解解析析、、録録画画機機能能をを実実装装ししてていいるる。。  

【【本本シシスステテムムのの特特徴徴とと応応用用分分野野】】  

市市販販のの言言語語訓訓練練ツツーールルはは教教材材がが固固定定でであありり、、ななおおかかつつ高高価価ででああるる。。本本シシスステテムムののアアププリリ群群はは無無償償でで提提供供さされれ、、SSTT（（支支援援者者））

やや利利用用者者ののニニーーズズをを反反映映ささせせたた教教材材のの追追加加やや変変更更がが可可能能ででああるる。。ままたた、、健健康康なな高高齢齢者者のの機機能能維維持持やや療療育育をを目目的的ととししたた利利用用

もも可可能能ででああるる。。視視線線解解析析シシスステテムムはは、、高高齢齢者者へへのの生生活活上上のの注注意意喚喚起起ををすするるたためめのの支支援援ツツーールルととししててのの応応用用をを検検討討ししてていいるる。。  

 

    

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

AAnnddrrooiidd タタブブレレッットト（（言言語語機機能能訓訓練練支支援援アアププリリケケーーシショョンン））    

ノノーートトパパソソココンン（（視視線線解解析析シシスステテムム））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムムにによよるる複複雑雑系系のの解解析析  

 

氏氏名名：：    佐佐藤藤  尚尚  ／／  SSAATTOO  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  ssttaakkaasshhii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（知知識識科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  人人工工知知能能学学会会、、進進化化経経済済学学会会、、進進化化計計算算学学会会、、日日本本神神経経回回路路学学会会  

キキーーワワーードド：：  複複雑雑系系、、人人工工生生命命、、進進化化言言語語学学、、進進化化論論的的計計算算、、ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムム、、ニニュューーララルルネネッットトワワーークク、、強強化化学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムムのの設設計計、、おおよよびび解解析析技技術術  

・・進進化化論論的的計計算算手手法法をを用用いいたた多多目目的的問問題題のの最最適適解解探探索索にに関関すするる技技術術  

・・人人工工生生命命手手法法にによよるる多多様様かかつつ複複雑雑ななパパタターーンン形形成成・・協協調調行行動動創創発発・・生生態態系系シシミミュュレレーーシショョンン  

ななどどにに関関すするる技技術術  

 
研研究究内内容容：：  生生命命・・認認知知・・言言語語・・社社会会・・経経済済ななどどのの自自律律的的にに発発展展  //  進進化化すするる「「複複雑雑系系」」にに関関すするる構構成成論論的的研研究究  

本本研研究究のの目目的的はは、、以以下下ののここととをを明明ららかかににしし、、そそししてて理理解解すするるここととででああるる：：  

 理理解解ししたたいい対対象象のの基基ととななるるシシスステテムムをを構構成成しし、、そそののシシスステテムムをを動動かかすすここととをを通通ししてて対対象象のの理理解解をを試試みみるる「「構構成成論論的的

アアププロローーチチ」」にによよるる「「複複雑雑系系のの普普遍遍的的特特徴徴」」  

 内内部部ダダイイナナミミククススをを持持つつ動動的的認認知知主主体体でで構構成成さされれるる「「ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムム」」をを用用いいたた「「複複雑雑なな創創発発現現象象のの

ダダイイナナミミククスス」」  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

・・2244  XXeeoonn ココアア，，NNVVIIDDIIAA  TTeessllaa  PP110000  ((1166GGBB))＊＊66枚枚，，おおよよびび 2244TTBB＊＊22のの外外部部

RRAAIIDD をを持持つつ DDeeeepp  LLeeaarrnniinnggシシミミュュレレーーシショョンン用用計計算算ササーーババ（（TTYYAANN））  

・・22..55GGHHzz  IInntteell  XXeeoonn  WW  2288ココアア、、おおよよびび 3322TTBBのの内内部部 RRAAIIDDをを持持つつ高高度度  

計計算算用用ササーーババ＊＊22台台（（AAppppllee））  

・・1122 ココアアをを持持つつ高高性性能能計計算算ササーーババ＊＊22台台（（AAppppllee））  ・・人人型型ロロボボッットト＊＊22台台（（SSooffttbbaannkk  //  AALLDDEEBBAARRAANN））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

組込みシステム プロジェクトマネジメント 

 

氏氏名名：：    鈴鈴木木  大大作作／／TTaaiissaakkuu  SSUUZZUUKKII  EE--mmaaiill：：  ssuuzzuukkii..tt@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
一一般般社社団団法法人人情情報報処処理理学学会会、、特特定定非非営営利利活活動動法法人人日日本本ププロロジジェェククトトママ

ネネジジメメンントト協協会会  

キキーーワワーードド：：  組組込込みみシシスステテムム、、ソソフフトトウウェェアア、、ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・組組込込みみシシスステテムムににおおけけるるソソフフトトウウェェアア設設計計技技術術、、開開発発手手法法、、開開発発管管理理  

・・無無線線通通信信技技術術おおよよびび移移動動体体ネネッットトワワーークク設設計計開開発発技技術術（（ｱｱｰーｷｷﾃﾃｸｸﾁﾁｬｬ、、ﾌﾌﾟ゚ﾛﾛﾄﾄｺｺﾙﾙ、、管管理理運運用用等等））  

・・ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト手手法法  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

研研究究内内容容：：    

■■組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発技技術術、、開開発発手手法法、、開開発発管管理理  

  組組みみ込込みみソソフフトトウウェェアアのの設設計計開開発発、、開開発発管管理理全全般般にに関関すするる技技術術  

  

■■無無線線デデーータタ通通信信技技術術  

  携携帯帯端端末末おおよよびび移移動動体体ネネッットトワワーークク設設計計開開発発技技術術  

  （（アアーーキキテテククチチャャ、、ププロロトトココルル、、アアププリリケケーーシショョンン設設計計開開発発技技術術、、等等））  

  OOFFDDMM 変変調調方方式式をを用用いいたた水水中中音音響響通通信信技技術術  

  

■■ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト  

  PP22MM ななどどののププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト手手法法をを活活用用ししたたププロロジジェェククトト管管理理技技術術  

  ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト人人材材育育成成、、教教育育活活動動  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

（１）メディアコンテンツの社会的応用 
（２）教育福祉 

 

氏氏名名：：    西西村村  篤篤  ／／  NNIISSHHIIMMUURRAA,,  AAttssuusshhii  EE--mmaaiill：：  nniissiimmuurraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  学学士士（（芸芸術術））・・博博士士（（家家政政学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本ササウウンンドドススケケーーププ協協会会（（理理事事））  

日日本本社社会会福福祉祉士士会会  

キキーーワワーードド：：  ササウウンンドドススケケーーププデデザザイインン，，住住民民参参加加，，教教育育福福祉祉  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・メメデディィアアココンンテテンンツツのの社社会会的的応応用用（（特特にに教教育育福福祉祉領領域域へへのの応応用用））  

・・ササウウンンドドススケケーーププデデザザイインン（（特特にに住住民民のの主主体体的的関関わわりりにによよるる音音環環境境デデザザイインン））  

・・メメデディィアアココンンテテンンツツ制制作作（（特特にに、、音音楽楽、、音音響響をを中中心心ととししたた作作品品））  

 
研研究究内内容容：：    

  

・サウンドスケープデザインにおける住民の参加と主体性 

・サウンドスケープとしての音環境記述 

・教育福祉 

 

人口構成の少子高齢化、産業のグローバル化の影響により、我が国の社会の構造は急速に変化し、社会における価

値の多様化が進んでいる。様々な領域で、人々の個性を活かした生活の質の向上、伝統的な価値観と新しい価値観と

の共存が課題となっている。このような流れの中、企業等の営利活動を中心とした活動も、その社会的責任の観点か

ら、地域社会における諸課題を視野に入れた社会貢献が必要となっている。私の研究内容、ならびに本校において約５

年間にわたり学生相談室長および教育福祉推進室長として学生の支援に携わってきた経験は、様々な価値観の共存

を基調とする社会的潮流の中で企業等とその活動が現実的な価値を見出していくことに貢献できるものと考えていま

す。 

  

主要論文／発表 

1. 西村篤，沖縄工業高等専門学校における教育福祉の推進について，独立行政法人国立高等専門学校機構・沖縄

工業高等専門学校紀要，第 7 号，2014 年 

2. 西村篤, 國井昭男, 障がいのある学生に対するピア・サポート（学生による学生の支援）〜学生寮における生活支

援〜, 平成 24 年度全国高専教育フォーラム, 国立オリンピック記念青少年総合センター, 2012 年 

3. 西村篤・平松幸三，サウンドスケープデザインにおける住民の参加と主体性，独立行政法人国立高等専門学校機

構・沖縄工業高等専門学校紀要，第 4 号，2010 年 

4. A. Nishimura and K. Hiramatsu, The significance of local participation and local initiative in soundscape design, World 

Forum for Acoustic Ecology 2010, Koli, Finland, 2010 年 6 月 18 日 

 

共同研究 

1. トヨタ財団 2014 年度研究助成プログラム採択課題「市民的価値として聞く沖縄の環境音」（研究代表者：マンチェス

ター大学上級講師・Rupert Cox 博士）に共同研究者として参加（研究機関 2015 年 5 月～2017 年 4 月） 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

本校スタジオ機器（詳しくはご相談ください）   
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科  

研研究究タタイイトトルル：：  複数センサ及び画像処理における 

ロボット制御,企業における生産管理システム 

 

氏氏名名：：    
ザザカカリリ    ババイイテティィガガ  

Zacharie MBAITIGA  EE--mmaaiill：：  zacharie@okinawa-ct.ac.jp 

職職名名：：  准准教教授授 学学位位：： 博博士士  （（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE  ココンンピピュューータタ  ソソササエエテティィ,,  電電気気学学会会 

キキーーワワーードド：：  飛飛行行ロロボボッットト,,  ロロボボッットトビビジジョョンン,,  複複数数セセンンササのの金金融融,,  生生産産管管理理工工学学,,    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・複複数数色色認認識識ににおおけけるるロロボボッットトビビジジョョンン及及びび飛飛行行ロロボボッットト制制御御技技術術  

・・画画像像処処理理技技術術  

・・企企業業ににおおけけるる生生産産管管理理シシスステテムム技技術術  

 
研研究究内内容容：：    

現在の社会の変化は大きく, 技術も日進月歩です。この変化に,私たちの研究は対応できるだけの知識や想
像力と技術の構築が必要である。それが工学に期待されている社会である。我々は, GPS をはじめ複数セ
ンサの組合せ及び画像処理を用いて飛行ロボット・移動ロボット・ロボットアームの研究を行っています。 
 
また, 現代は情報技術が進歩しているにも関わらず企業における生産管理の製品データの管理は紙媒体で
行っている企業は少なくありません。ITによる生産管理を望んでいる大手企業が多くいます。そこで我々
は IT技術を利用して生産管理システムの開発研究（受注から出荷まで）を行い,頑健な生産管理システムを
構築しています。我々が開発しているシステムでは各機能がモジュール構造を取っており,従来システムで
あれば,一つのモジュールに不具合があるとすべてのモジュールを停止させる必要があります。しかし,本シ
ステムでは,不具合が生じたモジュールのみを停止させることができ,すべてのモジュールを停止させる必
要がないため,管理システム機能を合理化できる。さらに生産中にリアルタイムで生産数の進捗状況や各部
門のデータの流れを確認できる。本生産管理システムの開発は九州経済産業局から平成 19年に我々のシス
テムを使用した企業に与えられる特別賞として「九州 IT経済大賞」を受賞した。 
  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

カメラ及び 6 つのセンサで構成される移動ロボット（4 台）   

カメラやＧＰＳ及び 4 つのセンサで構成される移動ロボット（2 台）   

カメラで構成される飛行ロボット（1 台）   

   

生産・製造システム開発 ロボット開発 
飛行ロボット開発 

テテスストト制制御御をを行行うう  

27

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科

メ
デ
ィ
ア
情
報
工
学
科

生
物
資
源
工
学
科

総
合
科
学
科

技
術
支
援
室



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報システムの構築・運用，及び応用 

 

氏氏名名：：    金金城城  篤篤史史／／KKiinnjjoo,,  AAttssuusshhii    EE--mmaaiill：：  aakkiinnjjoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，海海洋洋音音響響学学会会，，水水産産学学会会  

キキーーワワーードド：：  情情報報シシスステテムム，，情情報報ネネッットトワワーークク，，海海洋洋音音響響，，農農業業情情報報  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報シシスステテムムのの構構築築  

・・情情報報ネネッットトワワーークク構構築築  

・・ササーーババーー仮仮想想化化  

  

 
研研究究内内容容：：    

    

情報システムを構築・運用するため基礎技術から、それをどのように応用するかに着目して研究を行っています．

情報システムを構築するためには，業務を分析したうえで，それらの業務をコンピューターに実施させる必要があ

ります．それにはコンピューターの知識を始め，それを接続するための情報ネットワークの知識，コンピューターに

業務を処理させるためのプログラミングの知識、プログラムを作成するためのアルゴリズムや人工知能，画像処

理，並列計算など様々な知識が必要となります．それらの知識を効果的に組み合わせてシステムとして実現する

ための研究を行っています。 

  
  

  

  

  

  

 

情報システム

人工知能

画像処理

情報ネットワーク

センサー
ネットワーク

計算機システム

計測システム

プログラミング

and more …

農業への応用

教育への応用

水産への応用

環境・資源問題
への応用

and more …

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  メメデディィアア情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

画像解析によるコンピュータ支援診断 

 

氏氏名名：：    當當間間  栄栄作作／／  TTOOHHMMAA  EEiissaakkuu  EE--mmaaiill：：  ttoohhmmaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  画画像像処処理理，，画画像像解解析析，，ソソフフトトココンンピピュューーテティィンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像処処理理技技術術  

  

 

研研究究内内容容：：    

  

 眼眼底底画画像像解解析析にによよるる動動脈脈硬硬化化診診断断  

日本での主な死因は、心疾患や脳血管疾患などの循環器疾患であり，この2つを合わせて約26%とい

う高い割合を占めています。特に、脳卒中は自覚症状なく突然発症することが多く、また、半身の麻痺

や言語障害などの後遺症が残ることも少なくありません。健康で、質の高い生活をするためにこれらの

疾患を予防することが重要です。 

高血圧・動脈硬化、脳血管疾患などを診断する方法として、眼底検査がある。眼底とは眼球の底の

網膜などを含む部分のことで、人体で唯一血管を直接観察することができます。眼底画像から高血圧、

動脈硬化、脳血管疾患などを診断するだけではなく、将来の発症も予測すること可能です。 

眼底検査は医師が眼底を観察し、診断を行います。しかし、この診断結果は医師の能力に依存し、

客観性・再現性は低いものとなっています。そこで、コンピュータを用いた解析を行うことで、客観性・

再現性を保証します。 

眼底画像に着目した、診断のための画像解析の研究を行っています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

バイオインフォマティクスを活用した長寿研究 

 

氏氏名名：：    池松 真也  EE--mmaaiill：：  ikematsu@okinawa-ct.ac.jp 

職職名名：：  教授 学学位位：：  博士（医学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本バイオインフォマティクス学会（沖縄地域部会長）・日本生化学会  

キキーーワワーードド：：  GEAR5.0・生物資源・機能性素材・医薬品・化粧品・体外診断薬 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分析一般 
・素材解析 
・遺伝子解析（バイオインフォマティクス まで） 
・GMP を主体とする工程管理  

 
研研究究内内容容：：    

現在は、①次世代シーケンサーを用いた腸内細菌叢解析および②その結果を用いたバイオインフォマティクス解

析、③沖縄の生物資源からの抽出物を用いた機能性解析などを主として取り組んでいる。 

次世代シーケンサーを用いた腸内細菌叢解析では、がん治療に関わる菌の探索およびその機序解明や長寿者 

の腸内細菌叢を調べ、バイオインフォマティクス技術を駆使することで、それらに関わる菌の特定やゲノム解析など

を行っている。沖縄の生物資源を利用した研究としては、リュウキュウマツやジャボチカバの抽出物に含まれる機能

性物質の探索およびその利用法について研究を進めている。沖縄の生物資源は、高気温や高湿度、台風や紫外線

などの厳しい環境の中で生息しており、常にストレス状態にあることから、他の地域とは異なる機能性を有している可

能性がある。その新たな機能性探索のために、沖縄の生物資源に着目し、HPLC による機能性物質の候補の特定

や、さらにその物質を細胞を用いた in vitro 試験、マウスでの in vivo 試験によって評価し、最終的にはそれら機能性

物質を有効活用した商品開発なども積極的に行っている. 

 GEAR5.0 での取り組みにも注目（沖縄高専 GEAR5.0  https://gear5-okinawa.jpn.org/)。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

腸腸内内細細菌菌叢叢解解析析

微微生生物物パパワワーーのの活活用用研研究究

腸内細菌叢のもつ多様な可能性に迫る

保有する腸内細菌の種類や数
の違いから長寿の秘訣に迫る

1. 長寿と腸内細菌の関係

2. 腸内細菌培養液の抗腫瘍活

腸内細菌の代謝物に抗腫瘍活
性があるのかを調べる

亜亜熱熱帯帯資資源源をを利利用用ししたた研研究究

沖沖縄縄のの生生物物資資源源ババイイオオイインンフフォォママテティィククスス

挑挑戦戦的的研研究究

生命科学・情報科学の両方から
解析を行う

長寿者の腸内細菌叢を解析し、
健康との関係を調べる

1. 腸内細菌と健康の関係に迫る

2. 特異的な遺伝子の探索

乳酸菌の代謝経路を解析し
特異的な物質を産生する菌を

探索する

沖縄の生物資源の機能性を
調べる

ジャボチカバの抗腫瘍活性を
細胞・HPLCを用いて評価する

1. ジャボチカバの抗腫瘍活性

2. リュウキュウマツの機能性

リュウキュウマツに含まれる
有効成分を特定・評価する

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

機機器器  型型番番  メメーーカカーー  

次世代シーケンサーNextSeq 1000 20038898 illumiina 

蛍光顕微鏡 426511-9901-000 Zeiss 

高速クロマトグラフィー 製品名: AKTAexplorer100 GE Healthcare 

リアルタイム PCR 844-00554-5 Analytik Jena 
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

無細胞タンパク質合成系の開発と利用 

 

氏氏名名：：    伊伊東東昌昌章章  ／／  IITTOO  MMaassaaaakkii  EE--mmaaiill：：  mmaa--iittoouu@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本農農芸芸化化学学会会、、日日本本生生化化学学会会、、日日本本蛋蛋白白質質科科学学会会、、日日本本蚕蚕糸糸学学会会  

キキーーワワーードド：：  無無細細胞胞タタンンパパクク質質合合成成、、昆昆虫虫、、カカイイココ、、ポポリリフフェェノノーールルオオキキシシダダーーゼゼ、、シシルルククタタンンパパクク質質  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・遺遺伝伝子子組組換換ええ技技術術全全般般  

・・酵酵素素関関連連技技術術全全般般  

・・各各種種生生物物資資源源をを利利用用ししたた商商品品開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：  昆昆虫虫無無細細胞胞タタンンパパクク質質合合成成系系のの高高度度化化ととそそのの系系をを用用いいたた応応用用研研究究  

 

私たちのグループでは、「昆虫無細胞タンパク質合成系」等の実用化研究を通して、沖縄独自の

新しい養蚕業の創出を目指しています。創薬研究を支援する各種タンパク質の迅速合成および合

成タンパク質の機能解析にご興味のある企業・研究機関との昆虫無細胞タンパク質合成系を用い

た共同研究をご提案いたします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

昆虫無細胞タンパク質合成系の概念図 
  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

分分光光光光度度計計・・DDUU880000（（べべッッククママンンココーールルタターー））  多多機機能能ママイイククロロププレレーートトリリーーダダーー・・iinnffiinniittee  MM220000（（テテカカンン））  

微微量量分分光光光光度度計計・・BBiioossppeecc--nnaannoo（（島島津津製製作作所所））  ママイイククロロププレレーートトリリーーダダーー・・ssuunnrriissee  rraaiinnbbooww  tthheerrmmoo（（テテカカンン））  

ククロロママトトググララフフィィーーシシスステテムム・・AAKKTTAA  aavvaanntt（（GGEE ヘヘルルススケケアア））  ママイイククロロチチッッププ電電気気泳泳動動装装置置・・MMuullttiiNNAA（（島島津津製製作作所所））  

ククロロママトトググララフフィィーーシシスステテムム・・AAKKTTAA  pprriimmee  pplluuss（（GGEE ヘヘルルススケケアア））    

破破砕砕機機・・MMUULLTTII--BBEEAADDSS  SSHHOOCCKKEERR（（安安井井器器械械））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

生物資源からの機能性物質の分離、評価研究 

 

氏氏名名：：    平平良良  淳淳誠誠／／  TTAAIIRRAA,,JJuunnsseeii  EE--mmaaiill：：  ttaaiirraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本薬薬学学会会，，アアメメリリカカ化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  酸酸化化スストトレレスス，，抗抗酸酸化化剤剤，，香香気気成成分分，，薬薬用用化化粧粧品品，，機機能能性性食食品品  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・生生物物資資源源のの細細胞胞機機能能性性評評価価  

・・機機能能性性物物質質のの定定量量分分析析・・分分離離  

・・香香気気成成分分・・臭臭気気物物質質のの分分析析  

  

 
研研究究内内容容：：    

沖沖縄縄のの環環境境にに対対峙峙しし、、陸陸海海のの様様々々なな生生物物ででつつくくらられれるる物物質質のの機機能能性性のの解解明明とと活活用用をを目目指指ししたた研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

・・生生物物資資源源かからら機機能能性性食食品品やや薬薬用用化化粧粧品品及及びび医医薬薬品品にに応応用用ででききるる機機能能性性物物質質をを分分離離しし、、評評価価ししまますす（（下下図図））。。  

  

・・物物質質評評価価とと作作用用機機構構解解明明ににはは、、ポポリリフフェェノノーールル含含量量、、抗抗酸酸化化活活性性（（OORRAACC法法、、EESSRR法法ななどど））やや細細胞胞評評価価（（抗抗腫腫瘍瘍活活性性、、

抗抗酸酸化化及及びび抗抗炎炎症症活活性性、、アアポポトトーーシシスス活活性性、、メメララニニンン産産生生抑抑制制活活性性、、酸酸化化スストトレレスス遺遺伝伝子子発発現現抑抑制制ななどど））をを行行いいまますす。。  

  

・・植植物物やや酒酒類類のの香香気気成成分分ププロロフファァイイルルをを作作成成しし、、フフレレーーババーーのの構構築築やや酒酒質質のの評評価価ををししまますす。。  

  

・・ここれれままででのの研研究究成成果果はは、、hhttttppss::////ssiitteess..ggooooggllee..ccoomm//ssiittee//oonncctteennvvbbiioorreess//でで閲閲覧覧ででききまますす。。  

  

  

[[研研究究ののフフロローー]]  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

大大容容量量ヘヘッッドドススペペーースス GGCC//MMSS  AAggiilleenntt  TTeecchhnnoollooggiieess  

LLCC//MMSS  AAggiilleenntt  TTeecchhnnoollooggiieess  

分分析析、、分分取取 LLCC  AAggiilleenntt  TTeecchhnnoollooggiieess  

    

    

  

分分離離 

検検出出 

研研究究内内容容

n沖沖縄縄生生物物資資源源のの機機能能性性評評価価

→→化化粧粧品品素素材材、、医医薬薬部部外外品品、、機機能能性性薬薬用用食食品品、、eettcc..

n機機能能性性成成分分のの分分離離・・精精製製

n機機能能性性成成分分のの作作用用メメカカニニズズムム

--分分子子作作用用メメカカニニズズムムのの解解明明

--遺遺伝伝子子ややタタンンパパククレレベベルルででのの作作用用評評価価

n香香気気・・臭臭気気成成分分分分析析

--フフレレーーババーーのの開開発発

--生生物物誘誘引引物物質質のの解解明明

生生物物資資源源 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

沖縄の伝統的蒸留酒「泡盛」の調査研究 

 

氏氏名名：：    玉玉城城  康康智智  ／／  TTAAMMAAKKII  YYaassuuttoommoo  EE--mmaaiill：：  ttaammaakkii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（農農学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本農農芸芸化化学学会会、、日日本本生生物物工工学学会会、、日日本本醸醸造造学学会会、、    

  

キキーーワワーードド：：  泡泡盛盛、、発発酵酵、、微微生生物物、、黒黒麹麹菌菌、、泡泡盛盛酵酵母母  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・泡泡盛盛全全般般（（黒黒麹麹菌菌、、泡泡盛盛酵酵母母、、乳乳酸酸菌菌））  

・・香香気気成成分分のの分分析析  

・・酒酒類類製製品品開開発発  

・・新新規規発発酵酵食食品品のの開開発発  

 
研研究究内内容容：：  泡泡盛盛のの酒酒質質にに影影響響をを及及ぼぼすす微微生生物物のの探探索索  

  

＜＜泡泡盛盛醸醸造造にに関関係係すするる微微生生物物＞＞  

  

  泡泡盛盛ととはは、、麹麹（（黒黒麹麹菌菌））、、酵酵母母（（主主にに泡泡盛盛酵酵母母））、、水水をを原原料料ととししたた沖沖縄縄のの伝伝統統的的なな蒸蒸留留酒酒ででああるる。。泡泡盛盛醸醸造造にに使使用用さされれ

てていいるるここれれらら２２種種類類のの微微生生物物以以外外ににもも泡泡盛盛酒酒質質にに影影響響をを及及ぼぼししてていいるる微微生生物物はは多多いいとと思思わわれれるる。。そそここでで、、泡泡盛盛醸醸造造にに

関関わわるる全全ててのの微微生生物物をを把把握握すするるここととでで安安定定ししたた泡泡盛盛醸醸造造をを可可能能ととしし、、ままたた新新たたなな酒酒質質のの泡泡盛盛醸醸造造のの開開発発をを試試みみるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【特特許許】】  

・・高高香香味味穀穀類類蒸蒸留留酒酒のの製製造造方方法法（（特特願願 22000066--117722991155））  

・・蒸蒸留留酒酒のの製製造造方方法法（（特特願願 22000066--117722991155））  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ガガススククロロママトトググララフフィィーー質質量量分分析析装装置置  （（島島津津製製作作所所））  ヘヘッッドドススペペーーススオオーートトササンンププララーーシシスステテムム  （（PPeerrkkiinn  EEllmmeerr））  

液液体体ククロロママトトググララフフィィーー  （（島島津津製製作作所所））  ババイイオオフフォォトトレレココーーダダーー  （（AADDVVAANNTTEECC））  

示示差差走走査査熱熱量量計計  （（島島津津製製作作所所））  熱熱分分析析装装置置  （（島島津津製製作作所所））  

ジジャャーーフファァーーメメンンタターー  （（高高杉杉製製作作所所））  ククリリーーンンベベンンチチ  （（AAIIRRTTEECC））  

オオーートトククレレーーブブ  （（TTOOMMYY））  恒恒温温恒恒湿湿器器  （（EEYYEELLAA））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

生物資源と光化学 

 

氏氏名名：：    濱濱田田  泰泰輔輔  ／／  HHAAMMAADDAA  TTaaiissuukkee  EE--mmaaiill：：  hhaammaaddaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，錯錯体体化化学学会会，，電電気気化化学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  光光化化学学，，物物理理化化学学，，錯錯体体化化学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光化化学学特特性性のの測測定定  

・・太太陽陽光光照照射射実実験験  

・・超超臨臨界界流流体体抽抽出出  

 
研研究究内内容容：：    

  

[[色色素素増増感感型型湿湿式式太太陽陽電電池池]]    

エエネネルルギギーー問問題題にに関関ししてて，，ククリリーーンンエエネネルルギギーーととししてて風風力力，，地地熱熱等等とと共共にに太太陽陽エエネネルルギギーーをを利利用用すするるここととはは大大変変注注目目

さされれてていいるる。。太太陽陽エエネネルルギギーーををエエネネルルギギーー源源ととししてて発発電電すするる太太陽陽電電池池ははククリリーーンンエエネネルルギギーー利利用用ととししてて良良くく知知らられれてていい

るる。。広広くく利利用用さされれてていいるる半半導導体体ででああるるシシリリココンンをを用用いいたたももののででははななくく，，有有機機系系太太陽陽電電池池のの代代表表ででああるる色色素素増増感感型型湿湿式式太太

陽陽電電池池のの開開発発をを行行っってていいるる。。  

開開発発ししたた太太陽陽電電池池にに太太陽陽光光シシミミュュレレーータターー（（図図１１））かからら光光照照射射（（AAMM11..55GG））しし，，太太陽陽電電池池のの発発電電のの効効率率にに及及ぼぼすす色色素素のの

影影響響をを研研究究ししてていいるる。。ここここでで用用いいるる色色素素にに関関ししててはは，，光光化化学学特特性性をを評評価価すするるここととかからら，，種種々々のの光光応応答答性性化化合合物物のの光光化化学学

特特性性，，物物理理特特性性のの測測定定評評価価もも可可能能ででああるる。。  

  

  [[超超臨臨界界流流体体抽抽出出]]  

  機機能能性性物物質質ののポポリリメメトトキキシシフフララボボノノイイドド類類はは柑柑橘橘類類のの果果皮皮にに多多くく含含ままれれてていいるる。。超超臨臨界界流流体体抽抽出出装装置置（（図図２２））をを用用いいたた，，

超超臨臨界界二二酸酸化化炭炭素素抽抽出出法法をを用用いいたた抽抽出出をを検検討討ししてていいるる。。ここのの抽抽出出法法はは比比較較的的低低温温でで抽抽出出ががでできき，，溶溶媒媒ででああるる二二酸酸化化

炭炭素素のの残残留留がが無無いいここととがが特特徴徴ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

太太陽陽光光シシミミュュレレーータターー  ((WWAACCOOMM))    

超超臨臨界界流流体体抽抽出出装装置置  （（AAKKIICCOO））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：沖縄海洋生物の遺伝的多様性及び 
機能性評価と保全への応用  

 

氏氏名名：：    磯磯村村尚尚子子  ／／NNaaookkoo  IIssoommuurraa    EE--mmaaiill：：  iissoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本動動物物学学会会、、日日本本ササンンゴゴ礁礁学学会会、、日日本本生生態態学学会会  

キキーーワワーードド：：  造造礁礁ササンンゴゴ、、生生殖殖、、繁繁殖殖生生態態、、遺遺伝伝的的分分化化・・種種分分化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・生生物物ののジジェェノノタタイイピピンンググ（（遺遺伝伝子子型型解解析析））  

・・海海洋洋生生物物のの配配偶偶子子採採取取・・交交配配実実験験・・幼幼体体飼飼育育  

・・ススキキュューーババにによよるる資資源源生生物物のの採採取取  

・・1166SSrrRRNNAA をを指指標標ととししたた微微生生物物群群集集解解析析（（ササブブテテーーママ））  

  

 
研研究究内内容容：：    

  沖沖縄縄にに生生息息すするる多多様様なな海海洋洋生生物物、、特特にに生生産産者者ととししてて重重要要なな造造礁礁ササンンゴゴににつついいてて、、そそのの遺遺伝伝的的多多様様性性とと機機能能性性をを科科学学

的的にに明明ららかかににしし、、保保全全へへ応応用用すするるここととをを目目標標ととすするる。。  

  沖沖縄縄にに生生息息すするる海海洋洋生生物物をを用用いいてて、、そそのの遺遺伝伝的的多多様様性性とと機機能能性性をを評評価価すするる。。海海洋洋性性生生物物をを形形態態おおよよびび遺遺伝伝子子レレベベルル

ででそそのの種種おおよよびび集集団団のの多多様様性性をを明明ららかかににすするる。。機機能能性性ににつついいててはは、、生生物物のの内内分分泌泌系系のの経経路路をを生生理理学学的的、、分分子子学学的的解解

析析おおよよびび物物質質分分析析をを行行なないい、、生生きき物物のの生生態態にに関関連連付付けけてて評評価価すするる。。研研究究対対象象ととししたた海海洋洋生生物物資資源源特特有有のの遺遺伝伝的的多多様様

性性おおよよびび機機能能性性がが評評価価ししたた後後にに、、結結果果をを用用いいてて対対象象生生物物ととそそのの生生物物をを含含むむ生生態態系系のの保保全全対対策策をを検検討討すするる。。  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  遺遺伝伝子子解解析析シシスステテムム一一式式  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

CCaappiillllaarryy  sseeqquueenncceerr::  CCEEQQ88880000  ((BBeecckkmmaann  CCoouulltteerr))  NNeexxtt  GGeenneerraattiioonn  SSeeqquueenncceerr  MMiiSSeeqq  ((iilllluummiinnee))  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

植物ストレス応答遺伝子クローニング 
氏氏名名：：    三三宮宮  一一宰宰  ／／SSAANNMMIIYYAA  kkaazzuuttssuukkaa    EE--mmaaiill：：  ssaannmmiiyyaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（農農学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本植植物物生生理理学学会会,,  日日本本分分子子生生物物学学会会  

キキーーワワーードド：：  スストトレレスス応応答答遺遺伝伝子子,,  イイソソププレレノノイイドド,,  熱熱シショョッッククタタンンパパクク質質,,  ササポポニニンン      

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・遺遺伝伝子子ククロローーニニンンググ  

・・遺遺伝伝子子発発現現解解析析  

・・遺遺伝伝子子組組換換ええ  

 
研研究究内内容容：：  植植物物ががスストトレレススをを受受けけたた時時にに働働くく遺遺伝伝子子のの農農業業へへのの応応用用ななどど  

●●  イイソソププレレノノイイドド合合成成系系のの鍵鍵酵酵素素  葉葉緑緑体体型型フファァルルネネシシルル二二リリンン酸酸合合成成酵酵素素のの遺遺伝伝子子  をを発発見見ししままししたた  

イイソソププレレノノイイドドはは  強強光光ななどどののスストトレレススかからら植植物物をを守守るるとときき  にに働働ききまますす  

●●  耐耐暑暑性性タタババココをを  熱熱シショョッッククタタンンパパクク質質遺遺伝伝子子組組換換ええ  にによよりり作作りりままししたた  ((下下図図))  

●●  ササポポニニンン合合成成酵酵素素遺遺伝伝子子  をを発発見見ししままししたた  

ササポポニニンンはは  キキャャベベツツ・・ダダイイココンン・・ココママツツナナ・・チチンンゲゲンンササイイ・・ハハククササイイ・・ブブロロッッココリリーーななどどのの害害虫虫  ココナナガガ  

かかららのの食食害害  をを防防御御ししまますす  

● 廃廃ガガララススののケケイイ素素成成分分をを利利用用ししてて  イイネネのの収収穫穫量量をを２２４４％％増増加加ささせせままししたた  

  
  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電電気気泳泳動動装装置置  MMuuppiidd  ((AADDVVAANNCCEE))    

電電気気泳泳動動解解析析装装置置  AAEE66993333  ((AATTTTOO))    

DDNNAA 増増幅幅装装置置  TTPP445500  ((TTaaKKaaRRaa))    

    

    

  

耐暑性の遺伝子組換えタバコ 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

食品等生物系材料に対する衝撃波加工技術の応用 

 

氏氏名名：：    嶽嶽本本ああゆゆみみ  ／／  TTAAKKEEMMOOTTOO  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  ttkkmmtt@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本高高圧圧力力学学会会,,日日本本調調理理科科学学会会,,MMRRSS--JJ,,宝宝石石学学会会((日日本本)),,全全日日本本博博物物館館学学会会  

キキーーワワーードド：：  瞬瞬間間的的高高圧圧,,  米米粉粉,,  非非加加熱熱殺殺菌菌,,  精精油油,,  衝衝撃撃成成型型,,  ハハンンズズオオンン標標本本  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・生生物物系系材材料料へへのの衝衝撃撃波波利利用用  

・・衝衝撃撃波波にによよるる非非加加熱熱製製粉粉・・非非加加熱熱殺殺菌菌  

・・衝衝撃撃成成型型にによよるるハハンンズズオオンン標標本本のの活活用用  

 
研研究究内内容容：：    

  

音音速速をを超超ええるる速速度度でで瞬瞬間間的的にに高高圧圧をを負負荷荷すするるとと、、圧圧力力媒媒体体のの密密度度変変化化面面でで、、ススポポーーリリンンググ破破壊壊とと呼呼ばばれれるる特特有有のの破破

壊壊現現象象がが生生じじるる。。ススポポーーリリンンググ破破壊壊はは数数ママイイククロロ秒秒程程度度のの極極めめてて短短時時間間にに作作用用すするるたためめ、、摩摩擦擦熱熱をを生生じじなないい特特徴徴ががああ

るる。。ままたた、、植植物物組組織織ののよよううにに気気泡泡をを内内在在すするる対対象象にに衝衝撃撃波波をを負負荷荷すするるとと、、衝衝撃撃波波通通過過後後のの気気体体のの膨膨張張にによよりり、、物物体体をを内内

部部かからら破破壊壊すするる。。ここれれららのの作作用用をを利利用用すするるここととでで、、食食品品のの非非加加熱熱粉粉体体加加工工やや非非加加熱熱軟軟化化加加工工、、精精油油ななどどのの植植物物成成分分のの

高高効効率率抽抽出出、、芽芽胞胞菌菌をを含含むむ非非加加熱熱殺殺菌菌ななどどのの従従来来技技術術でではは困困難難なな効効果果がが得得らられれるる。。  

ままたた衝衝撃撃波波はは""TThhee  EExxppllooggrraapphhyy""とと呼呼ばばれれるる金金属属成成型型技技術術ととししててもも活活用用でできき、、静静圧圧ププレレスス加加工工でではは用用いいるるここととがが困困難難

なな植植物物ななどどのの素素材材をを金金属属板板にに立立体体成成型型すするるここととがが可可能能ででああるる。。ここのの成成型型品品はは博博物物館館ににおおけけるるハハンンズズオオンン展展示示やや、、盲盲学学

校校ににおおけけるる教教材材ななどどにに応応用用可可能能ででああるる。。  

  

  
瞬瞬間間的的高高圧圧処処理理にによよりり製製粉粉ししたた米米粉粉            衝衝撃撃波波成成型型にによよるる金金属属製製植植物物標標本本  

 
 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

高高分分解解能能ククリリーーププメメーータタ・・RREE22--3333000055CC（（㈱㈱  山山電電））    

低低真真空空走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡・・JJCCMM--66000000（（日日本本電電子子㈱㈱））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学

研研究究タタイイトトルル：：  

沖縄産微生物の有効利用 

 

氏氏名名：：    田田邊邊  俊俊朗朗  ／／TToosshhiiaakkii  TTAANNAABBEE  EE--mmaaiill：：  ttaannaabbee@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（農農学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本農農芸芸化化学学会会、、日日本本生生物物工工学学会会、、日日本本キキチチンン・・キキトトササンン学学会会、、  

日日本本ききののここ学学会会、、日日本本菌菌学学会会、、沖沖縄縄生生物物学学会会  

キキーーワワーードド：：  糖糖質質加加水水分分解解酵酵素素、、放放線線菌菌、、木木材材腐腐朽朽菌菌、、抗抗腫腫瘍瘍、、生生理理活活性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ババイイオオママススのの成成分分分分析析  

・・糖糖質質加加水水分分解解酵酵素素のの活活性性測測定定とと探探索索  

・・環環境境浄浄化化微微生生物物のの探探索索  

 
研研究究内内容容：：  沖沖縄縄産産有有用用微微生生物物のの探探索索とと応応用用  

  

・ 沖縄県土壌ライブラリの構築 

沖縄県内の各離島を含む約 2600 カ所から採集した土壌ライブラリを有し、ここから様々な生理活性や酵素活性を

指標に種々の微生物を単離している。沖縄県は亜熱帯性の気候であり他の地域よりも生物的多様性が高いとされ

る。この多様性の高さは土壌中の微生物にも及んでいると推定され、未だ単離されず有効利用されていない微生物

から新たな酵素や生理活性物質が見つかると期待される。 

 

・ 土壌微生物ライブラリの構築 

各土壌試料より単離した微生物群により沖縄高専独自の土壌微生物ライブラリを構築している。現在、アルカン類

資化性細菌約 500 株、シデロフォア様物質産生菌約 500 株、放線菌約 1,700 株、担子菌類約 500 株を単離、保存し

ている。これらの産生する生理活性物質や酵素についてその性質を明らかにし、産業応用していくことを目的として

いる。さらに酵母やカビなどの真菌類および乳酸菌などの単離も進めている。 

 

・ 生理活性物質ライブラリ 

構築した土壌微生物ライブラリから各種の生理活性物質や酵素のライブラリを構築しつつある。例えばシデロフォア

は、微生物が産生する鉄キレート剤であるが、これを応用し鉄欠乏による生体内局所的抗がん作用が期待される。

現在は HeLa 細胞などで抗がん性作用を示す物質のスクリーニングを行っている。 

 

バイオレメディエーションへの応用 

アルカン類資化性細菌類は、軽油・重油・原油など油の分解能力に優れており、高専で保管する選抜菌株も、石油等に

よる土壌汚染の浄化剤として期待できる。これらはトン単位の模擬汚染土を用いる実証試験の段階に入っている。また

担子菌類の中には、高選択的に木質中のリグニンを分解する白色腐朽菌が含まれており、これらの保存菌株はリグニ

ンに類似構造を持つダイオキシンや PCB で汚染された土壌の浄化へ応用できる。実際に沖縄高専が保管する白色腐

朽菌を用いたダイオキシン分解工法の特許が認められた。（特許第６５２４２１３号） 

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

大大型型恒恒温温振振ととうう培培養養機機ババイイオオシシェェーーカカーーGG・・BBRR--220000((タタイイテテッックク))    

ススララブブ型型電電気気泳泳動動槽槽（（小小型型、、中中型型、、大大型型））（（GGEE ヘヘルルススケケアア））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

環境 DNA 

 

氏氏名名：：    沖沖田田  紀紀子子  ／／  OOKKIITTAA  NNoorriikkoo  EE--mmaaiill：：  ookkiittaa..nn@@ookkiinnaawwaa..cctt--aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会  

キキーーワワーードド：：  分分子子生生物物学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・菌菌叢叢解解析析  

・・系系統統解解析析  

・・遺遺伝伝子子定定量量  

 

研研究究内内容容：：  環環境境中中にに存存在在すするる生生物物をを、、DDNNAA でで検検出出ししまますす。。  

主主にに、、微微生生物物のの群群衆衆構構造造解解析析、、遺遺伝伝子子定定量量ななどどをを行行っっててききままししたた。。環環境境浄浄化化にに有有効効なな微微生生物物がが増増ええてていいるるここととはは、、そそのの

場場所所のの浄浄化化処処理理ががううままくく進進んんででいいるる指指標標ににななりりまますす。。ままたた微微生生物物以以外外ににもも、、絶絶滅滅がが懸懸念念さされれるる水水生生生生物物のの検検出出等等もも遺遺

伝伝子子がが有有効効でですす。。例例ええばば、、工工事事現現場場周周辺辺のの湿湿地地ににいいたたササンンシショョウウウウオオがが、、工工事事後後ににちちゃゃんんとと生生存存ししてていいるるかか、、等等でですす。。  

下下にに示示ししたた図図はは、、海海底底堆堆積積物物中中にに存存在在すするる AANNMMEE（（嫌嫌気気的的ににメメタタンンをを資資化化すするる古古細細菌菌））をを検検出出ししたたデデーータタでですす。。円円ググララフフ

中中のの赤赤色色がが AANNMMEE でですす。。22 ヶヶ所所のの海海底底堆堆積積物物試試料料でで AANNMMEE がが優優占占ししてていいるるののががわわかかりりまますす。。ままたた、、そそれれららのの AANNMMEE がが、、

古古細細菌菌ののどどのの系系統統ななののかかをを系系統統樹樹にに示示しし、、ささららにに海海底底堆堆積積物物 11gg ああたたりりのの遺遺伝伝子子ココピピーー数数をを棒棒ググララフフでで示示ししててあありりまますす。。  

メメタタンンはは強強力力なな温温室室効効果果ガガススでですすがが、、大大気気にに届届くく前前にに、、AANNMMEE ななどどのの微微生生物物にによよっっててそそのの多多くくがが消消費費さされれまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ササーーママルルササイイククララーー  （（aannaallyyttiikk  jjeennaa 社社製製、、BBiioommeettrraa  TTOOnnee））    

リリアアルルタタイイムム PPCCRR  （（aannaallyyttiikk  jjeennaa 社社製製、、qqTTOOWWEERR33））    

次次世世代代シシーーケケンンササーー  （（iilllluummiinnaa 社社製製、、MMiiSSeeqq））    
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  生生物物資資源源工工学学

研研究究タタイイトトルル：：  

南西諸島におけるササラダニ類の多様性解明 

 

氏氏名名：：    萩萩野野  航航  ／／  HHAAGGIINNOO  wwaattaarruu  EE--mmaaiill：：  hhaaggiinnoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ダダニニ学学会会,,  日日本本動動物物分分類類学学会会,,  日日本本土土壌壌動動物物学学会会  

キキーーワワーードド：：  土土壌壌動動物物,,  ササササララダダニニ類類,,  生生物物指指標標,,  生生態態学学,,  系系統統分分類類学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・土土壌壌動動物物（（特特ににササササララダダニニ類類））のの記記載載分分類類,,  多多様様性性調調査査  

・・土土壌壌動動物物をを用用いいたた環環境境評評価価法法のの開開発発  

・・身身近近なな環環境境ににすすむむ生生物物のの多多様様性性にに関関すするる体体験験授授業業ななどど  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

ササササララダダニニ類類((図図 11))はは全全世世界界のの陸陸域域にに分分布布すするる、、体体長長約約 00..55  mmmm のの小小型型土土壌壌動動物物ででああるる。。有有機機物物分分解解・・物物質質循循環環にに大大

ききくく貢貢献献しし((SSeeaasstteeddtt,,  11998844))、、指指標標生生物物ととししててのの利利用用ななどどもも行行わわれれてていいるる((SShhiimmaannoo,,  22001111))。。ササササララダダニニ類類はは、、ここれれままでで世世

界界中中かからら  1100,,000000  種種以以上上がが報報告告さされれてておおりり((SSuubbiiaass,,  22001144))、、日日本本かかららもも約約 775500 種種がが報報告告さされれてていいるる、、非非常常にに種種多多様様性性がが

高高いいググルルーーププででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

沖沖縄縄本本島島をを含含むむ南南西西諸諸島島はは亜亜熱熱帯帯地地域域特特有有のの種種をを多多くく含含むむ特特徴徴的的なな地地域域でであありり、、ササササララダダニニ類類をを含含むむ土土壌壌動動物物ににおお

いいてて大大いいにに研研究究のの余余地地をを残残すす魅魅力力的的なな地地域域とといいええるる。。過過去去にに沖沖縄縄かからら新新種種ののササササララダダニニをを記記載載ししてていいるるがが、、ままだだままだだ

発発見見さされれてていいなないい未未知知のの生生物物種種がが数数多多くく生生息息ししてていいるるとと考考ええらられれるる。。本本研研究究でではは、、沖沖縄縄をを中中心心にに南南西西諸諸島島ににおおけけるる土土

壌壌動動物物のの多多様様性性をを明明ららかかににししてていいくくここととをを目目標標ととしし、、形形態態学学的的・・分分子子生生物物学学的的手手法法をを用用いいてて土土壌壌動動物物類類のの多多様様性性をを明明らら

かかににししてていいくく。。  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

森田双対をもつ環の研究 

 

氏氏名名：：    小小池池寿寿俊俊  ／／KKOOIIKKEE  KKaazzuuttoosshhii    EE--mmaaiill：：  kkooiikkee@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会、、情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  非非可可換換環環、、森森田田双双対対、、準準フフロロベベニニウウスス環環  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・環環論論をを中中心心ととししたた代代数数にに関関すするる理理論論  

・・数数学学のの一一般般向向けけ講講演演  

  

 
研研究究内内容容：：    

非非可可換換環環（（必必ずずししもも積積のの可可換換性性をを仮仮定定ししなないい、、単単位位元元ををももつつ結結合合的的環環））のの研研究究をを行行っっててききたた。。最最近近でではは、、森森田田双双対対やや

自自己己双双対対ををももつつ環環にに興興味味ををももちち、、調調べべてていいるる。。森森田田双双対対ととはは、、RR とと SS をを環環ととすするるとときき、、左左 RR 加加群群のの圏圏とと右右 SS 加加群群のの圏圏のの

ああるる種種のの部部分分圏圏のの間間のの双双対対（（反反変変圏圏同同値値））ででああるる。。森森田田双双対対のの最最もも典典型型的的なな例例はは、、体体上上のの有有限限次次元元ベベククトトルル空空間間のの通通

常常のの双双対対空空間間にによよるる双双対対ででああるる。。ここののよよううにに、、RR＝＝SS ののとときき、、森森田田双双対対はは自自己己双双対対とと呼呼ばばれれるる。。どどののよよううなな環環がが自自己己双双対対

ををももつつかかとといいうう問問題題をを研研究究ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科  

研研究究タタイイトトルル：：  

EEiinnsstteeiinn方方程程式式のの時時間間大大域域解解のの存存在在証証明明  

ととそそのの漸漸近近的的振振舞舞のの解解析析 
氏氏名名：：    成成田田誠誠  ／／  NNAARRIITTAA  MMaakkoottoo  EE--mmaaiill：：  nnaarriittaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((理理学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会，，日日本本物物理理学学会会，，国国際際一一般般相相対対論論及及びび重重力力理理論論学学会会  

キキーーワワーードド：：  一一般般相相対対論論，，時時空空特特異異点点，，ブブララッッククホホーールル，，相相対対論論的的宇宇宙宙論論，，非非線線型型偏偏微微分分方方程程式式  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・相相対対論論ををははじじめめととすするる理理論論物物理理学学でで扱扱わわれれるる計計算算  

・・物物理理学学･･数数学学のの一一般般向向けけ講講演演  

  

 
研研究究内内容容：：  EEiinnsstteeiinn方方程程式式のの時時間間大大域域解解のの存存在在証証明明ととそそのの漸漸近近的的振振舞舞のの解解析析  

一一般般相相対対論論及及びび偏偏微微分分方方程程式式  

・・EEiinnsstteeiinn方方程程式式のの時時間間大大域域解解    

・・特特異異点点定定理理  

・・時時空空特特異異点点とと宇宇宙宙検検閲閲仮仮説説      

・・初初期期特特異異点点とと BBKKLL予予想想    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

リーマン面の正則族とタイヒミュラー空間 

 

氏氏名名：：    山山本本  寛寛／／  YYaammaammoottoo  HHiirroosshhii  EE--mmaaiill：：  yyaammaammoottoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp 
職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：：  リリーーママンン面面，，タタイイヒヒミミュュララーー空空間間 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・リリーーママンン面面  

・・タタイイヒヒミミュュララーー空空間間  

 
 
研研究究内内容容：：    

一一次次元元複複素素多多様様体体ををリリーーママンン面面とといいうう．．複複素素数数平平面面ももリリーーママンン面面のの一一種種ででああるる．．リリーーママンン面面はは複複素素数数平平面面のの様様にに平平ららでで

ははなないい曲曲面面にに対対ししてて，，複複素素関関数数のの微微積積分分のの概概念念をを導導入入ししたたももののとと考考ええるるここととががででききるる．．リリーーママンン面面ににはは様様々々なな形形ををししたた

ももののがが考考ええらられれるる．．リリーーママンン面面ののななかかででもも gg 人人乗乗りりのの浮浮きき輪輪のの形形ををししたたリリーーママンン面面をを「「種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面」」とと

いいうう．．  gg 人人乗乗りりのの浮浮きき輪輪とといいっっててもも様様々々なな形形がが考考ええらられれるるののとと同同様様，，種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面はは（（gg をを一一つつ固固定定ししたた

場場合合ででもも））無無限限にに沢沢山山存存在在すするる．．種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面のの双双正正則則同同値値類類全全体体をを種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面のの

モモジジュュラライイ空空間間とといいうう．．モモジジュュラライイ空空間間ににはは自自然然にに複複素素解解析析構構造造がが導導入入さされれるる．．    パパララメメーータタ空空間間ととししててリリーーママンン面面 RR をを

考考ええるる．．RR のの任任意意のの点点 pp にに対対ししてて，，ああるる種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面 SS((pp))がが pp にに対対ししてて正正則則にに対対応応ししてていいるるももののととすするる．．

ここのの様様にに，，パパララメメーータタ空空間間ととししてて考考ええるるリリーーママンン面面 RR のの点点 pp にによよっってて正正則則ににパパララメメーータタ付付けけさされれたた種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーー

ママンン面面 SS((pp))のの集集ままりりをを「「種種数数 gg ののココンンパパククトトリリーーママンン面面のの正正則則族族」」とといいうう．．リリーーママンン面面のの正正則則族族はは，，複複素素解解析析学学のの重重要要なな

研研究究対対象象のの一一つつででああるる．．リリーーママンン面面のの正正則則族族をを調調べべるる上上でで，，タタイイヒヒミミュュララーー空空間間がが重重要要なな役役割割をを果果たたすす事事がが知知らられれてていい

るる．．    リリーーママンン面面のの正正則則族族のの個個数数のの有有限限性性はは，，未未だだ完完全全ににはは解解決決さされれてておおららずず，，ここのの分分野野のの大大ききなな未未解解決決問問題題のの一一つつ

ででああるる．．私私ははリリーーママンン面面のの正正則則族族ややそそのの正正則則断断面面のの個個数数のの有有限限性性をを調調査査すするる為為，，特特ににリリーーママンン面面のの正正則則族族のの具具体体的的

かかつつ重重要要なな例例ににつついいてて調調べべてていいるる．．  

  

  

  

種種数数 22 ののココンンパパククトトリリーーママンン面面  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

「「自自覚覚」」にに関関すするる哲哲学学的的研研究究 

 

氏氏名名：：    青青木木  久久美美  ／／  AAOOKKII  KKuummii  EE--mmaaiill：：  aaookkii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
東東西西宗宗教教交交流流学学会会、、比比較較思思想想学学会会、、西西田田哲哲学学会会、、日日本本宗宗教教学学会会、、  

日日本本トトラランンススパパーーソソナナルル心心理理学学//精精神神医医学学会会  

キキーーワワーードド：：  空空、、絶絶対対無無、、自自覚覚、、ナナーーガガーールルジジュュナナ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

仏仏教教研研究究  

ナナララテティィブブ・・セセララピピーー  

通通訳訳ガガイイドド  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究内内容容：：自自己己ととはは何何かかとといいううテテーーママつついいてて比比較較哲哲学学的的、、心心理理学学的的にに追追及及ししてていいまますす。。ままたた、、自自己己とと他他者者ととのの関関係係やや自自

己己とと世世界界ととのの関関係係、、心心とと体体のの関関係係ににつついいててもも考考察察ししてていいまますす。。  

ここれれままででのの研研究究でではは、、ナナーーガガーールルジジュュナナ((龍龍樹樹))のの「「中中」」のの論論理理、、西西田田幾幾多多郎郎のの場場所所的的弁弁証証法法、、ヘヘーーゲゲルルのの過過程程的的弁弁証証

法法、、フフッッササーールルのの現現象象学学、、ヴヴィィトトゲゲンンシシュュタタイインンのの言言語語ゲゲーームム論論、、デデリリダダのの脱脱構構築築、、ケケンン・・ウウィィルルババーーのの進進化化論論ななどどをを、、比比

較較対対象象ととししてて取取りり扱扱いいままししたた。。  

哲哲学学ののほほかか、、沖沖縄縄でではは英英語語もも教教ええてておおりりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科   

研研究究タタイイトトルル：：    

地形学的手法を用いた環境変遷史の解明  

 

氏氏名名：：    木木村村  和和雄雄//  KKIIMMUURRAA,,  KKaazzuuoo  EE--mmaaiill：：  kkiimmuurraa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北地地理理学学会会、、日日本本地地質質学学会会、、ネネパパーールル地地質質学学会会ほほかか  

キキーーワワーードド：：  地地理理学学、、地地形形学学、、第第四四紀紀地地質質学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
地地形形図図、、空空中中写写真真、、ggooooggllee  eeaarrtthhななどどをを用用いいたた地地形形判判読読技技術術、、地地表表踏踏査査法法  

 

 

研研究究内内容容：：    

臨臨海海低低地地ににおおけけるる微微地地形形変変化化ととイイベベンントト堆堆積積物物  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

巨巨大大地地すすべべりりははななぜぜ起起ききるるののかか？？                                          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

特特にに無無しし    

    

    

    

    

  

 

左の写真はヤンバルの小さな川、大浦川沿岸に打ち上げられ

たサンゴの遺骸です。浅い海底に棲む造礁サンゴの塊が内陸

まで運ばれる要因として、最も有力な現象は津波です。このよう

な堆積物の性質、分布や年代などを調べることで、地形変化

(人間にとっては災害)の解明を目指しています。このサンゴは

西暦 1950 年以降に死んでいて、地下には埋没していなかった

ことから、1960 年チリ地震津波で遡上したと考えられます。 

 

 

上の写真はネパール、カトマンドゥ盆地南縁の地すべり密集地、右はその付近の判読例です。滑落崖の長

さが１ｋm に達するような大きな地すべりは、数が少なく、発生要因もよくわかっていません。そこで巨大地す

べりの世界的な分布や形成事例を検証しています。これ、沖縄の地形・骨格を知る上でも重要な筈です。 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：    ((11))  近近代代日日本本のの芸芸能能のの諸諸相相  
((22))  文文化化とと社社会会  

 

氏氏名名：：    澤澤井井    万万七七美美／／SSAAWWAAII  MMaannaammii  EE--mmaaiill：：  ssaawwaaii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本演演劇劇学学会会・・藝藝能能史史研研究究会会  

キキーーワワーードド：：  演演劇劇、、芸芸能能、、近近代代、、日日本本、、文文化化とと社社会会  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

公公開開講講座座  

  

 
研研究究内内容容：：    

最最先先端端ののデデジジタタルルアアーートトかからら数数百百年年のの歴歴史史をを有有すするる伝伝統統芸芸能能ままでで、、日日本本はは実実にに幅幅広広いい文文化化をを保保持持ししてていいるる。。明明治治維維

新新以以後後、、西西洋洋文文化化のの流流入入をを受受けけてて、、新新ししいいタタイイププのの演演劇劇・・芸芸能能がが次次々々にに誕誕生生ししたた。。そそううししたた流流れれのの中中、、統統芸芸能能のの多多くくがが、、

西西洋洋文文化化とと共共存存すするる形形でで受受けけ継継ががれれててききたた。。ささららににはは、、「「映映画画とと琵琵琶琶」」ななどど、、両両者者ののココララボボレレーーシショョンンががささままざざままなな形形でで試試

みみらられれ、、人人々々のの心心をを躍躍ららせせててききたたののででああるる。。ここののよよううなな事事例例はは、、日日本本人人のの柔柔軟軟なな精精神神構構造造ががよよくく反反映映さされれてていいるるももののとと

考考ええらられれるる。。  ここううししたた日日本本文文化化のの多多様様性性をを、、当当時時のの雑雑誌誌やや語語録録ななどどかからら読読みみ解解いいてていいくく。。  

  ままたた、、文文化化がが社社会会全全体体ににどどののよよううなな波波及及効効果果ををももたたららすすののかかににつついいててもも展展望望すするる。。沖沖縄縄高高専専ににおおいいててはは、、専専攻攻科科生生にに

対対ししてて「「文文化化とと経経済済・・産産業業」」とといいううテテーーママをを掲掲げげ、、感感性性価価値値をを活活かかししたたももののづづくくりりププロロジジェェククトトのの発発案案をを促促すす講講義義をを行行っってて

いいるる（（22000099～～22001100年年、、22001122～～22001144年年））。。  

  

＜＜公公開開講講座座等等実実績績：：＞＞  

◆◆「「日日本本文文化化をを感感じじよようう  ～～ななががととかかららのの波波～～」」企企画画・・実実行行委委員員、、映映像像解解説説（（ルルネネッッササななががとと・・東東亜亜大大学学共共催催    早早稲稲田田大大

学学演演劇劇博博物物館館後後援援／／山山崎崎正正和和講講演演会会・・中中村村歌歌右右衛衛門門家家所所蔵蔵映映像像上上映映会会・・東東亜亜大大学学生生にによよるる劇劇場場案案内内ツツアアーー／／22000000

年年 1122月月））  

◆◆「「県県民民活活動動ワワーーククシショョッッププ実実践践セセミミナナーー」」運運営営委委員員・・セセミミナナーー講講師師（（山山口口県県／／22000011～～22000022年年））  

◆◆「「宇宇部部市市ボボラランンテティィアアカカレレッッジジ」」講講師師（（宇宇部部市市／／22000011～～22000022年年））  

◆◆「「男男女女共共同同参参画画いいききいいききセセミミナナーー」」講講師師（（岩岩国国市市教教育育委委員員会会／／22000033年年））  

◆◆「「神神田田川川川川づづくくりり検検討討委委員員会会」」学学識識委委員員（（下下関関市市／／22000033年年））  

◆◆「「災災害害発発生生――そそののとときき私私たたちちはは――」」（（沖沖縄縄高高専専第第一一回回生生涯涯学学習習講講座座  企企画画・・実実行行／／22001111年年））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

琉球王国時代の仏教文化研究 
氏氏名名：：    下下郡郡  剛剛／／ＳＳｈｈｉｉｍｍｏｏｇｇｏｏｒｒｉｉ  TTaakkeesshhii    EE--mmaaiill：：  ttaakkeesshhii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  立立正正大大学学史史学学会会他他多多数数  

キキーーワワーードド：：  琉琉球球史史・・日日本本史史  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ななしし  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究分分野野      ・・久久米米島島上上江江洲洲家家文文書書のの研研究究  

  シシーーズズ        ・・近近世世琉琉球球寺寺院院のの社社会会的的機機能能のの研研究究      

  ((琉琉球球史史))    ・・近近世世・・近近代代期期のの家家譜譜・・位位牌牌・・厨厨子子甕甕銘銘書書ななどどをを    用用いいたた系系譜譜復復元元  

  

  ((日日本本史史))    ・・院院政政期期のの国国家家意意志志決決定定シシスステテムムのの研研究究  

                  ・・公公家家成成文文法法のの復復元元とと社社会会的的意意義義のの研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：    

二二階階算算術術ににおおけけるるゲゲーームムのの決決定定性性 

 

氏氏名名：：    吉吉居居啓啓輔輔／／  YYoosshhiiii,,  KKeeiissuukkee  EE--mmaaiill：：  kkyyoosshhiiii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((理理学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  数数学学基基礎礎論論,,  ゲゲーームムのの決決定定性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・公公開開講講座座等等  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

私私のの研研究究ののテテーーママのの一一つつはは『『複複雑雑ささをを分分類類すするる』』とといいううここととでですす。。私私たたちちがが日日頃頃かからら使使っってていいるる実実数数でですすがが、、ままだだままだだ多多

くくのの性性質質がが謎謎にに包包ままれれてていいまますす。。私私のの研研究究でではは仮仮想想的的ななゲゲーームムをを用用いいてて、、ここれれままでで明明ららかかににさされれてていいなないい実実数数のの性性質質

をを明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととししてていいまますす。。  

  

キキーーワワーードドのの中中のの『『ゲゲーームム』』とといいううののはは、、仮仮想想的的なな２２人人ののププレレーーヤヤーーにによよっっててププレレーーさされれるるゲゲーームムでですす。。ここののゲゲーームムでではは

囲囲碁碁やや将将棋棋ののよよううにに勝勝ちち負負けけをを競競ううここととがが目目的的ででははあありりまませせんん。。ここののゲゲーームムはは、、数数学学上上極極めめてて抽抽象象的的なな性性質質をを持持つつ集集

合合をを、、一一定定ののルルーールルにに従従っったたゲゲーームムのの中中でで構構成成すするるここととをを目目的的ととししてていいまますす。。ししかかもも、、そそののゲゲーームムののルルーールルはは、、（（論論理理的的

なな複複雑雑ささのの点点ににおおいいてて））構構成成さされれるる集集合合にに比比べべ単単純純でですす。。数数学学的的にに抽抽象象的的なな性性質質をを持持っったた集集合合がが、、比比較較的的単単純純なな規規則則

にによよっってて構構成成さされれてていいるるとといいううよよううなな、、複複雑雑なな事事象象をを単単純純にに整整理理・・分分類類すするるとといいううここととにに強強いい興興味味ををももっってていいまますす。。  

  

複複雑雑なな対対象象をを異異ななるる観観点点かからら分分類類・・整整理理すするるとといいううよよううなな数数学学的的なな技技術術はは学学生生がが将将来来産産業業界界でで活活躍躍すするる上上ででもも重重要要なな

能能力力のの一一つつででああるるとと考考ええてていいまますす。。沖沖縄縄高高専専でではは学学生生自自身身のの問問題題意意識識にに沿沿っったた創創造造性性溢溢れれるる課課題題研研究究をを行行ううここととをを目目

的的ととししてて「「創創造造研研究究」」をを実実施施ししてていいまますす。。具具体体的的なな学学習習目目標標をを立立てて、、試試行行錯錯誤誤すするるここととをを楽楽ししみみななががららそそのの目目標標をを達達成成すす

るるここととががででききるるよよううなな人人材材をを育育ててたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  

研研究究活活動動でで得得らられれたた技技術術やや考考ええ方方をを、、教教育育をを通通ししてて沖沖縄縄、、延延いいててはは日日本本のの産産業業にに貢貢献献すするるここととはは私私のの大大ききなな目目標標でで

すす。。そそののたためめににもも、、どどののよよううなな人人材材がが必必要要ととさされれてていいるるののかか、、ままたた必必要要ととさされれてていいくくののかかをを、、産産業業界界でで実実際際働働かかれれてていいるる

方方々々ののごご意意見見をを伺伺いいななががらら模模索索ししてていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

49

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科

メ
デ
ィ
ア
情
報
工
学
科

生
物
資
源
工
学
科

総
合
科
学
科

技
術
支
援
室



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ススポポーーツツキキャャリリアアのの観観点点かかららみみたた  
トトラライイアアススリリーートトのの競競技技導導入入にに関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：    和和多多野野  大大  ／／  DDaaii  WWaattaannoo  EE--mmaaiill：：  wwaattaannoo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本体体育育学学会会・・日日本本ススポポーーツツ心心理理学学会会・・九九州州ススポポーーツツ心心理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  競競技技心心理理・・運運動動学学習習・・メメンンタタルルトトレレーーニニンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
ススポポーーツツメメンンタタルルトトレレーーニニンンググ  

 
研研究究内内容容：：    

トトラライイアアススロロンンはは、、オオーーププンンウウォォーータターーににおおけけるる競競泳泳競競技技（（ススイイムム））、、自自転転車車ロローードドレレーースス（（ババイイクク））、、陸陸上上競競技技ロローードドレレーー

スス（（ラランン））をを、、ここのの順順序序でで連連続続ししてて行行うう競競技技ででああるる。。ススイイムム・・ババイイクク・・ラランンそそれれぞぞれれががすすべべてて持持久久系系種種目目ででああるるたためめ、、近近年年

でではは有有酸酸素素運運動動をを主主体体ととししたた生生涯涯ススポポーーツツととししてて国国内内外外にに普普及及ししてていいるる。。ししかかしし「「鉄鉄人人レレーースス」」ととのの異異名名かからら、、往往々々ににしし

てて非非常常にに過過酷酷なな競競技技ととししてて認認知知さされれ、、競競技技導導入入にに関関ししててはは一一般般にに理理解解さされれががたたいい一一面面をを持持つつここととががししばばししばばででああるる。。研研

究究でではは、、ススポポーーツツキキャャリリアアのの観観点点かかららみみたたトトラライイアアススロロンン競競技技者者（（トトラライイアアススリリーートト））のの競競技技導導入入のの経経緯緯をを手手ががかかりりにに、、トトララ

イイアアススリリーートトのの競競技技心心理理特特性性をを明明ららかかににししよよううとと試試みみてていいるる。。ままたた、、ススポポーーツツににおおけけるる心心理理面面ででのの競競技技力力＝＝心心理理的的競競技技

能能力力のの向向上上をを核核ととししたたメメンンタタルルトトレレーーニニンンググをを中中心心ととすするるメメンンタタルルササポポーートトのの実実施施・・検検討討をを行行いい、、現現役役選選手手へへのの心心理理面面にに

おおけけるるササポポーートトをを行行っってていいるる。。ここれれままででトトラライイアアススリリーートトのの他他にに、、競競泳泳選選手手・・陸陸上上競競技技選選手手・・ププロロボボククササーーななどどをを対対象象ににメメ

ンンタタルルササポポーートトをを実実施施しし、、効効果果ををああげげたた。。  

  運運動動学学習習のの研研究究でではは、、フフィィーードドババッックク制制御御のの概概念念をを用用いいたた運運動動学学習習をを通通じじ、、適適応応制制御御のの仕仕組組みみのの解解明明をを試試みみてていいるる。。

研研究究のの最最終終目目的的はは運運動動学学習習をを応応用用ししたたススキキルルササポポーートトおおよよびびココーーチチンンググにによよるる競競技技力力向向上上でであありり、、基基礎礎的的研研究究をを重重

ねね、、ススポポーーツツ指指導導のの現現場場でで適適用用ししてていいるる。。現現在在のの指指導導はは高高専専のの部部活活動動レレベベルルででああるるがが、、今今後後エエリリーートト選選手手をを対対象象ととししたた

指指導導へへとと幅幅をを拡拡げげてていいくくつつももりりででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  ななしし  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

中世日本語における原因理由表現 

 

氏氏名名：：    片片山山  鮎鮎子子  ／／KKAATTAAYYAAMMAA  AAYYUUKKOO  EE--mmaaiill：：  aayyuukkoo..kk@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  訓訓点点語語学学会会・・岡岡山山民民俗俗学学会会  

キキーーワワーードド：：  文文学学・・国国語語学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

中中世世のの日日本本語語ににおおけけるる条条件件表表現現ののううちち、、順順接接のの確確定定条条件件表表現現にに関関すするる接接続続助助詞詞ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

たたととええばば、、「「ホホドドニニ」」「「ニニヨヨッッテテ」」「「ユユヱヱ」」「「ユユヱヱニニ」」「「已已然然形形＋＋ババ」」「「ヲヲモモッッテテ」」とといいっったた表表現現がが中中世世かからら近近世世ににかかけけてて文文章章やや

会会話話のの中中でで使使わわれれてていいるる。。ここれれららはは現現代代ででいいうう「「カカララ」」「「ノノデデ」」とといいっったた表表現現とと同同じじよよううにに原原因因理理由由をを表表ししてていいるるののだだがが、、そそ

れれぞぞれれのの表表現現形形式式ががどどののよよううなな役役割割とと違違いいををももっってていいるるののかか、、ひひととつつのの資資料料のの中中ででどどののよよううにに使使いい分分けけらられれてていいるるののかか

をを調調査査、、分分類類ししてていいくく。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校・・総総合合科科学学科科 

研研 究究 タタ イイ トト ルル ：： EEnngglliisshh  aass  aa  FFoorreeiiggnn  LLaanngguuaaggee  ・・  
FFoorreeiiggnn  LLaanngguuaaggee  CCllaassssrroooomm  AAnnxxiieettyy 

 

氏氏名名：：    カカーーママンン  ママココアア／／CCAARRMMAANN  MMaakkooaa    EE--mmaaiill：：  mmaakkooaacc@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士  ((教教育育学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  TThhee  JJaappaann  AAssssoocciiaattiioonn  ffoorr  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg  ((JJAALLTT))  
キキーーワワーードド：：  第第二二言言語語ととししててのの英英語語教教育育、、外外国国語語ククララススルルーームム不不安安（（FFLLCCAA））、、  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・オオーーララルルココミミュュニニケケーーシショョンン指指導導  

・・カカリリキキュュララムムデデザザイインン  

・・英英語語学学習習者者にに対対すするる英英語語指指導導  

  

 
研研究究内内容容：：    

 
英語学習者に対し、オーラルコミュニケーションに焦点を当てた英語教育。 
 
日本の多くの学生（英語学習者）は英語を話すことに対し否定的な感情を持つ傾向にあり、 外国語クラスルー
ム不安（Foreign language classroom anxiety＝以下 FLCA）は英語学習者のみならず、多くの言語学習者がぶ
ち当たる壁だといっても過言でもない。FLCA とは言語学習は第二言語を学んでいく段階で感じる不安のこと
で、一例として 
 
・言語（英語）学習に対するモチベーションや意欲の低下 
・英語を習得するという大きな課題・目標に対する絶望感 
・クラス内での（発話、テスト、間違い等に対する）恐怖感 
 
等が挙げられ、このような情意要因が外国語学習の達成に影響していると考える。 
 
英語学習者の FLCA を軽減するテクニックに関するの研究を行い、英語学習者に対しクラスルーム内でのモチ
ベーションアップにつなげていきたいと考える。 また、FLCA を解消するために、催眠療法の応用をも視野に
入れ、それを可能にするためにも催眠療法の使用法について探究も進めていきたい。 
 

TTeeaacchhiinngg  EEnngglliisshh  llaanngguuaaggee  lleeaarrnneerrss  ((EELLLL))  wwiitthh  aa  ffooccuuss  oonn  oorraall  ccoommmmuunniiccaattiioonn..    
  
MMaannyy  ssttuuddeennttss  iinn  JJaappaann  aassssoocciiaattee  ssppeeaakkiinngg  EEnngglliisshh  wwiitthh  nneeggaattiivvee  eemmoottiioonnss..  FFoorreeiiggnn  llaanngguuaaggee  ccllaassssrroooomm  
aannxxiieettyy  ((FFLLCCAA))  iiss  aann  oobbssttaaccllee  mmaannyy  EELLLLss  nneevveerr  oovveerrccoommee..  FFLLCCAA  mmaayy  rreessuulltt  iinn  aa  llaacckk  ooff  mmoottiivvaattiioonn  ttoo  
ssttuuddyy,,  ffeeeelliinnggss  ooff  hhooppeelleessssnneessss,,  ppaanniicc,,  oorr  wwiitthhddrraawwaall  iinn  tthhee  ccllaassssrroooomm..    
  
II  ppllaann  ttoo  rreesseeaarrcchh  tteecchhnniiqquueess  ttoo  rreedduuccee  tthhee  aannxxiieettyy  aanndd  iimmpprroovvee  tthhee  mmoottiivvaattiioonn  ooff  EELLLLss  iinn  EEFFLL  ccllaassssrroooommss..  
II  wwoouulldd  lliikkee  ttoo  eexxpplloorree  tthhee  uussee  ooff  hhyyppnnootthheerraappyy  ttoo  rreedduuccee  aannxxiieettyy  aanndd  iinnccrreeaassee  mmoottiivvaattiioonn  aanndd  tthhee  ppoossssiibbllee  
aapppplliiccaattiioonn  ooff  hhyyppnnootthheerraappyy  iinn  tthhee  rreedduuccttiioonn  ooff  FFLLCCAA..  
  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

琉球諸語・国頭語・本部町諸方言の記述文法 

 

氏氏名名：：    崎崎原原  正正志志  ／／  SSAAKKIIHHAARRAA  MMaassaasshhii  EE--mmaaiill：：  mmaasshhii__ss@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

沖縄言語研究センター、琉球アジア社会文化研究会、やんばる学研究

会、沖縄外国文学会、日本語文法学会、日本語学会、沖縄県難聴・中

途失聴者協会（現：美ら島きこえ支援協会） 

キキーーワワーードド：：  記述文法（音韻論・形態論・構文論）、琉球語学、日本語学、危機言語 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・幼児および小中学生を対象にしたウチナーグチ（沖縄語）の授業 

・言語を記録し、保存する方法（ドキュメンテーション）の指導 

・英語で琉球諸語や沖縄語について授業（特に多様性・危機的状況について）  

 
研研究究内内容容：：  琉琉球球諸諸語語（（特特にに国国頭頭語語おおよよびび沖沖縄縄語語））をを対対象象ととししたたフフィィーールルドドワワーーククおおよよびび文文法法記記述述  

【【現現在在のの研研究究・・展展望望（（更更新新））】】  

  現現在在、、国国頭頭語語にに属属すするる本本部部町町内内でで話話さされれるるシシママククトトゥゥババをを対対象象にに調調査査をを実実施施中中ででああるる。。山山里里おおよよびび具具志志堅堅集集落落ににおおいい

ててはは調調査査がが進進行行中中でで、、今今後後、、本本部部町町内内のの 1177 ああるるすすべべててのの伝伝統統集集落落ににおおいいてて調調査査をを行行うう予予定定ででああるる。。ままたた、、屋屋取取集集落落とと

呼呼ばばれれるる新新設設集集落落ののシシママククトトゥゥババににつついいててははどどのの地地域域ににおおいいててももほほととんんどど研研究究ががななさされれてていいなないい。。ししたたががっってて、、新新設設集集

落落ののシシママククトトゥゥババににつついいててもも調調査査をを実実施施すするる予予定定でであありり、、本本研研究究のの特特徴徴ででももああるる。。  

  

【【ききっっかかけけ】】  

 学生時代、英語教育を通して、海外に興味を持ち、高校生のとき米国本土に留学、その後、ハワイに留学したことをき

っかけに、故郷である沖縄について深く考えるようになった。印欧語以外の言語にも触れたいと強く感じ、韓国留学も果

たしたが、そこで今まで以上に自分がウチナーンチュ（沖縄の人）だと再認識することとなった。英語や韓国語を学ぶこと

を通して、遠回りではあったが、沖縄の言葉を学ぶ必要性にようやく気づき、危機的な状況にある沖縄の言葉を残して

いきたいという気持ちから、標記のような研究内容に行き着いた。 

【【研研究究背背景景】】  

 琉球列島には、７つの危機言語が存在している（奄美・国頭・沖縄・八重山・宮古・与那国・八丈語の７つ）。その７つの

言語を総称してシマクトゥバあるいは琉球諸語（八丈語を除く）と呼んでいる。多くの話者は、80 歳以上の高齢者で、全

員が日本語とのバイリンガルであり、その中でも日常的に使用している人は限られている。日本語の影響による変化に

より、伝統的な言い回しや表現、文法形式を保持している人も減ってきている。沖縄県のシマクトゥバ推進事業や NPO

法人・個人の活動家による言語復興運動が盛んになってきてはいるが、一向に、シマクトゥバの危機的な状況は大きく

変わってはいない。研究者は、このような状況をフィールドワークを通じてよく熟知しており、北は奄美から南は与那国ま

で個々の集落のシマクトゥバの記録・保存に勤しんでいる。 

【【ここれれままででのの研研究究】】  

 修士および博士論文では、沖縄島那覇市の北東に位置する首里地区で話さ 

れるシマクトゥバ（首里方言）を対象に、フィールドワークを実施、終助詞（「よ」 

「ね」のような文末につく助詞）やモダリティ（「命令」「質問」など文全体が表す 

意味・発話の目的）について詳細に分析を行い、網羅的に文法記述を行なった。 

                                                  英語でウチナーグチが学べる教科書 

       崎原正志・狩俣繁久他 (2012) Rikka, Uchinaa-nkai! Okinawan language for beginneerrss  

【【研研究究にに関関わわるる活活動動】】                                      

 シマクトゥバや沖縄に関わる書籍の翻訳・シマクトゥバを子供向けに教える活動・シマクトゥバによる絵本の読み聞か

せ・英語でウチナーグチが学べる教科書（写真）の作成・編纂・出版、など。 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

コーチング 

 

氏氏名名：：    島島尻尻  真真理理子子  ／／  SSHHIIMMAAJJIIRRII  MMaarriikkoo  EE--mmaaiill：：  sshhiimmaarrii55@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（ススポポーーツツ学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ハハンンドドボボーールル学学会会  

キキーーワワーードド：：  ススポポーーツツ科科学学、、ココーーチチンンググ、、ハハンンドドボボーールル  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ハハンンドドボボーールル  

・・ココーーチチンンググ  

・・レレフフェェリリンンググ  

 
研研究究内内容容：：    

  

〈〈１１〉〉  

走走・・跳跳・・投投のの基基礎礎運運動動能能力力をを必必要要ととすするるハハンンドドボボーールル競競技技でではは、、相相手手よよりり１１点点ででもも多多くく点点をを取取るるここととがが求求めめらられれるる。。  

ここのの点点をを取取るるとといいうう「「成成功功」」をを得得るるたためめにに、、チチーームムはは、、日日々々のの体体力力・・技技術術・・戦戦術術等等ののトトレレーーニニンンググがが必必要要不不可可欠欠ででああるる。。  

そそのの中中ででもも、、実実際際にに点点をを取取るるたためめのの戦戦術術ななららびびににそそのの指指導導方方法法にに着着目目しし、、チチーームム状状況況ややゲゲーームム状状況況にに応応じじたた戦戦術術のの体体

系系化化やや合合理理的的なな指指導導方方法法のの研研究究をを行行いい、、ハハンンドドボボーールル競競技技のの指指導導ににおおけけるる一一助助ととすするる。。  

  

〈〈２２〉〉  

ススポポーーツツににおおけけるる競競技技力力向向上上ににはは、、「「強強化化」」ははももちちろろんん、、そそのの裾裾野野をを拡拡げげるるたためめのの「「育育成成」」がが求求めめらられれるる。。  

ここれれにに加加ええ近近年年でではは、、そそののゲゲーームムをを公公正正・・的的確確ににジジャャッッジジすするるここととがが求求めめらられれるる「「レレフフェェリリーー」」のの存存在在もも、、注注目目さされれてていい

るる。。  

ハハンンドドボボーールルににおおいいててもも過過言言ででははななくく、、ププレレーーヤヤーー強強化化おおよよびび指指導導ととレレフフェェリリーー強強化化がが両両輪輪ととななりり、、世世界界とと戦戦ううたためめののチチ

ーームムをを目目指指ししてていいるる。。  

ししかかしし、、レレフフェェリリーーにに関関すするる研研究究はは進進んんででいいなないいののがが現現状状ででああるる。。  

そそここでで、、レレフフェェリリーーががゲゲーームムにに及及ぼぼすす影影響響、、レレフフェェリリンンググのの実実際際のの研研究究をを行行ううここととでで、、最最終終的的ににレレフフェェリリーーのの育育成成シシスステテムム

のの構構築築をを目目指指すす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

異文化理解の英語教育への応用 

 

氏氏名名：：    山山内内祥祥之之  ／／  YYAAMMAAUUCCHHII  YYoosshhiiyyuukkii  EE--mmaaiill：：  yamauc-y@okinawa-ct.ac.jp 

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（人人類類学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  沖沖縄縄英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  文文化化人人類類学学、、異異文文化化理理解解、、英英語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語教教育育  

・・国国際際共共通通語語ととししててのの英英語語  

・・異異文文化化理理解解  

・・アアイイデデンンテティィテティィ構構築築  

 
研研究究内内容容：：    

  

（（研研究究予予定定））  

・・英英会会話話活活動動がが英英語語ののススピピーーキキンンググ能能力力にに与与ええるる影影響響  

・・授授業業内内でで実実践践がが可可能能なな日日本本人人学学習習者者どどううししのの英英会会話話活活動動のの開開発発  

・・異異文文化化理理解解のの視視点点をを通通ししたた英英語語技技能能のの発発達達  

・・「「国国際際共共通通語語」」ととししててのの英英語語のの許許容容とと英英語語使使用用ににおおけけるる「「抵抵抗抗感感」」のの軽軽減減  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  総総合合科科学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ススピピーーチチ・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン教教授授法法 

 

氏氏名名：：    吉吉井井  りりささ  ／／  YOSHII, Risa  EE--mmaaiill：：  ryoshii@okinawa-ct.ac.jp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（教教育育カカウウンンセセリリンンググ学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  沖沖縄縄英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  教教育育カカウウンンセセリリンンググ、、教教授授法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  ススピピーーチチ・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン・・デディィベベーートト教教授授法法  

・・  オオーーララルルココミミュュニニケケーーシショョンン  

・・  モモチチベベーーシショョナナルル・・ララーーニニンンググ  

  

 
研研究究内内容容：：  モモチチベベーーシショョナナルル・・ララーーニニンンググ  

 
英語を専門としない高専生に、英語を用いたプレゼンテーションやスピーチ・ディベートを習得させるには、

「学生への動機付け」がポイントになります。学習へのモチベーションの高め方にはいろいろな方法があります

が、個人個人の英語の習熟度に関わらず、学生は自分の意見を述べる機会を与えられると、「クリエイティブな

表現をする自信（Creative Confidence）」を得て、学習へのモチベーションが上がる傾向にあります。 
ですから、「英語が使える技術者・科学者」の育成を目標に、「できる限り英語を英語で教え（Teaching 

English in English）、生徒が発話しやすい生徒中心型の授業（Student-Centered Communicative 
Classes）」を展開し、英語を知識偏重型ではなく、「グロ一バルコミュニケ一ションのツ一ル」として教える研

究をしています。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室  

研研究究タタイイトトルル：：  

沖縄特有の素材に含まれる機能性成分や精油などの 

分析・評価解析 

 

氏氏名名：：    藏藏屋屋英英介介  ／／EEiissuukkee  KKUURRAAYYAA    EE--mmaaiill：：  kkuurraayyaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門員員・・副副技技術術長長  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
電電気気化化学学会会、、農農芸芸化化学学会会、、International Symposium on Essential 
Oils（（Permanent Scientific Committee））  

キキーーワワーードド：：  精精油油化化学学、、機機器器分分析析、、多多変変量量解解析析、、食食品品機機能能性性、、計計測測制制御御、、装装置置開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・生生物物資資源源、、食食品品等等のの機機能能性性成成分分のの分分析析・・評評価価    

アアミミノノ酸酸、、ミミネネララルル、、重重金金属属類類、、ノノビビレレチチンン等等ののフフララボボノノイイドド類類、、アアンントトシシアアニニジジンンななどど  

・・  香香気気成成分分のの分分析析・・評評価価、、各各種種成成分分のの系系統統解解析析  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

沖沖縄縄特特有有のの素素材材にに含含ままれれるる機機能能性性成成分分やや精精油油ななどどのの分分析析・・評評価価解解析析  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

特徴的な生物資源

機能性成分の分析・評価特徴ある新規商品の開発

ハイブリッド型精密質量分析装置

タンデム型質量分析計

熱脱着-GC/MS分析システム

主成分分析

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  
名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

超超高高速速液液体体ククロロママトトググララフフィィーー／／タタンンデデムム型型質質量量分分析析計計 Waters社社  AQUITY UPLC / QuatroMicro 
ハハイイブブリリッッドド型型精精密密質質量量分分析析装装置置 Waters社社  AQUITY UPLC / Xevo G2-S QTof 
誘誘導導結結合合ププララズズママ質質量量分分析析計計(ICP/MS) Agilent 7700e 
ササーーママルルデデソソーーププシショョンン／／GCMS分分析析シシスステテムム TD−20/GCMS−QP2010 Plus 
ママルルチチススペペククトトロロママイイククロロププレレーートトリリーーダダーー Thermo Scientific 社社 Varioskan Flash 
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研研究究内内容容：：  機機械械加加工工  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：    

装置開発、部品加工 
 

氏氏名名：：    具具志志  孝孝／／  GGUUSSHHII，，TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  gguusshhii@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術主主査査  学学位位：：  学学士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  CCAADD，，CCAAMM，，NNCC 加加工工  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械加加工工  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

MMCC・・VVAARRIIAAXXIISS  550000--55XX（（MMaazzaakk））    

ワワイイヤヤ放放電電加加工工機機・・FFAA1100SS（（MMIITTSSUUBBIISSHHII））    

NNCC フフラライイスス・・KKEE5555（（MMAAKKIINNOO））    

汎汎用用機機のの装装置置一一式式    

    

  

CAD で部品(モデリング)データ、図面(ドロー)デー

タもしくは手書きの図面を参考として見せてもらう。 

沖縄高専にある工作機械で加工可能か検討する 

加工可能なら加工を行う 
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所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：  

機械加工による試作品の設計・製作 
 

氏氏名名：：    大大嶺嶺  幸幸正正  ／／ＯＯｍｍｉｉｎｎｅｅ  ＹＹｕｕｋｋｉｉｍｍａａｓｓａａ  EE--mmaaiill：：  oommiinnee@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機機械械加加工工，，汎汎用用工工作作機機械械，，ママシシニニンンググセセンンタタ，，ＮＮＣＣ旋旋盤盤，，ＣＣＡＡＤＤ・・ＣＣＡＡＭＭ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・実実験験装装置置、、試試作作品品のの設設計計・・製製作作  

・・既既製製品品へへのの追追加加加加工工  

・・治治具具のの製製作作  

・・ＣＣＡＡＤＤ・・ＣＣＡＡＭＭ((SSoolliiddWWoorrkkss・・SSoolliiddCCaamm))にによよるる３３ＤＤデデーータタ、、加加工工デデーータタのの作作成成  

 
研研究究内内容容：：  製製作作品品のの製製作作  

  

      ～～加加工工事事例例～～  ※※大大学学・・研研究究室室かかららのの加加工工依依頼頼品品  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    ・・金金属属・・樹樹脂脂各各種種のの試試作作品品のの製製作作ままたた既既存存品品へへのの追追加加加加工工  

      図図面面かからら製製作作ままでで対対応応可可能能  

    ・・実実験験装装置置のの設設計計製製作作  

      要要望望にに合合っったた理理化化学学実実験験装装置置のの開開発発・・製製作作  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ＮＮＣＣフフラライイスス  ＫＫＥＥ--5555  （（牧牧野野フフラライイスス製製作作所所））    

ママシシニニンンググセセンンタタ  ＶＶＡＡＲＲＩＩＡＡＸＸＩＩＳＳ  550000--55ＸＸ  （（ママザザッックク））    

ＮＮＣＣ旋旋盤盤  ＮＮＬＬ22550000  （（ＤＤＭＭＧＧ森森精精機機））    
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研研究究内内容容：：  高高電電圧圧電電気気放放電電をを用用いいたた水水中中衝衝撃撃波波のの生生成成とと瞬瞬間間的的高高圧圧力力のの農農林林水水産産資資源源へへのの応応用用  

 

・研研究究ググルルーーププととししてて高高電電圧圧のの水水中中電電気気放放電電よよりり生生成成さされれるる水水中中衝衝撃撃波波をを用用いい農農林林水水産産資資源源へへのの応応用用
をを検検討討すするる中中、、主主にに効効果果的的にに水水中中衝衝撃撃波波をを発発生生すするる放放電電特特性性をを検検討討しし装装置置開開発発をを行行っってていいまますす。。  
  

  電電気気放放電電にによよるる衝衝撃撃波波のの生生成成技技術術のの開開発発  ((図図 11))をを行行っってていいまますす  

 水中に設置した電極間の火花放電や金属細線爆発により衝撃波を発生 

 放電火花や金属細線の膨張が高速なほど高強度の衝撃波生成が可能 

 より高効率に高強度の衝撃波を生み出すことを目指し研究開発を行う 
 

  放放電電特特性性・・生生成成さされれたた衝衝撃撃波波のの評評価価をを行行っってていいまますす  

 放電特性や衝撃波強度を計測し装置開発にフィードバックする（図 2） 

⇒高電圧の電気放電により瞬時的に 40MW 以上の高出力が利用可能 

 衝撃波現象は高速度カメラを用いて高速流体を可視化し評価する(図 3) 

⇒数十 MPa 以上の瞬間的な高圧力が得られ種々の破壊現象に利用が可能 
  

  瞬瞬間間的的高高圧圧力力のの農農林林水水産産資資源源へへのの応応用用、、実実用用化化研研究究をを行行っってていいまますす  

 衝撃波による瞬間的高圧力を利用し農林水産資源の加工に適用 

⇒既存手法では得られない加工効果を検証（破砕、軟化、抽出向上において）） 

 これまでに様々な資源での利活用を検討 

1. 漆樹液圧搾の前処理へ応用（希少部位の剥離）※1 

2. 北限のユズ搾汁前処理への応用 (香気成分の抽出向上、図 4) ※2 

3. カンキツ類の病理検査における遺伝子 

診断の前処理に利用（検出の高感度化）※3 

4. 精油抽出前処理に利用し抽出量の向上※4 

5. 米の非加熱破砕による製粉処理に利用※5 

 
※1 JST 地域 VP （課題番号：VP29117941197）において研究主担当 

※2 農水省 農食事業(課題番号：24022, 農岩 03-01)において装置開発で研究分担 

※3 農水省 農食事業(課題番号：27007C) において装置開発で研究分担 

※4 JST FS (課題番号：AS2621375M) において装置開発で研究分担 

※5 農水省 農食事業(課題番号：21045, 24022) において装置開発で参画 

 

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校・・技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：  

高電圧電気放電を用いた水中衝撃波の生成 

 

氏氏名名：：    比比嘉嘉  修修  ／／  HHIIGGAA  OOssaammuu  EE--mmaaiill：：  oossaammuu@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  博博士士  ((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電気気学学会会  

キキーーワワーードド：：  放放電電，，水水中中衝衝撃撃波波，，パパルルススパパワワーー，，食食品品加加工工  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・水水中中衝衝撃撃波波にによよるる瞬瞬間間的的高高圧圧力力のの応応用用検検討討  

・・高高電電圧圧回回路路のの設設計計試試作作  

・・高高速速度度カカメメララをを用用いいたた流流体体のの可可視視化化  

  

 

 
図 4 北限ユズの衝撃波処理装置 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

小型衝撃波装置（1J, 30kV, 10pulse/sec ） ・ 自作装置 高速度ビデオカメラ (～5Mfps) ・Kirana 5M 

マルクス式衝撃波装置（4.9kJ, 14kV, 12pulse/min ） ・ 自作装置 光学系実験装置 ・ 自作装置 

キ ャ パ シ タ バ ン ク 式 衝 撃 波 発 生 装 置 （ 4.9kJ ， 3.5kV ，

12pulse/min ）・自作装置 
その他水中衝撃圧センサーやオシロスコープ、高電圧や電流計測器 

  

  

 
図 1 水中電気放電による衝撃波生成 
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図 3 水中衝撃波の可視化写真 

 
図 2 放電波形と圧力履歴 
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校・・技技術術支支援援室室 
  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

戦略的な施設維持管理のためのデジタルツイン構築に関する基礎研究 

 

氏氏名名：：    仲仲間間祐祐貴貴  ／ NNAAKKAAMMAA  YYuukkii  EE--mmaaiill：：  nnaakkaammaa@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

技技術術専専門門職職員員  職職名名：：  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  

キキーーワワーードド：：  施施設設維維持持管管理理、、FFMM、、CCAAFFMM、、BBIIMM、、ウウェェブブシシスステテムム、、IIooTT、、ドドロローーンン、、デデーータタベベーースス、、ビビッッググデデーータタ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・点点検検業業務務にに関関すするる情情報報支支援援技技術術のの活活用用（（モモババイイルル端端末末、、セセンンササーー、、ドドロローーンン等等））  

・・収収集集ししたた点点検検結結果果をを指指定定のの表表形形式式にに出出力力すするるシシスステテムム構構築築  

・・BBIIMM をを活活用用ししたた維維持持管管理理支支援援シシスステテムム構構築築  

・・LLCCRRCC 算算定定ウウェェブブシシスステテムムのの構構築築  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

我が国では、今後数十年に渡って急激な人口減少の

局面を迎えると予測されており、労働人口減少による慢

性的な維持管理者の人材不足の中で、多くの建築スト

ックを管理しなければなりません。建替えが難しくなった

ため、特に、建物の維持保全コストの低減、建物の長寿

命化、省エネルギー化や利用者満足度の向上など、施

設維持管理に関する要求が高度になっており、戦略的

に維持管理を行うことが求められています。 

 

 一方、近年、現実世界の事象をデジタル上にほぼリア

ルタイムに再現するという、次世代のものづくりにおける

重要な「デジタルツイン」と呼ばれる情報技術の概念が

広まりつつあります。例えば、工場の機械や出荷する製

品を、システム上にあたかも双子のように現実世界を模

したシミュレーション空間を構築し、現実の工場の制御

と管理を容易にする手法として期待されています。そこ

で、維持管理対象の建物の管理状態をほぼリアルタイ

ムにデータ化する（デジタルツインを構築する）ことで、

戦略的な施設維持管理に寄与できるのではと考え、研

究しています。 

 具体的には、「従来の点検業務に、センサーやドロー

ンを活用した維持管理のビッグデータの獲得」、「ビッグ

データを BIM モデルと結び付けた見える化」、「報告書

の自動生成や「過去」、「現在」の情報を分析して「将来」

を予測した情報提供」の 3 つの項目の研究により、戦略

的な施設維持管理のためのデジタルツイン構築に関す

る基礎研究を行っています。 
 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：  植植物物をを取取りり巻巻くく共共生生関関係係をを中中心心ととししてて、、島島のの生生物物学学全全般般をを研研究究ししてていいまますす  

  

１１．． 島島ににおおけけるる植植物物のの性性表表現現のの進進化化とと繁繁殖殖生生態態学学  

植物の雌雄性、特に二型花柱性とそこから始まる性表現の多様化、送粉共生について研究を進めています。ア

カネ科ボチョウジ属 (Psychotria) をはじめ、熱帯～温帯の島嶼域に生育する植物を材料としています 

 

２２．． 島島ににおおけけるる植植物物のの土土壌壌適適応応・・菌菌根根菌菌共共生生とと棲棲みみ分分けけ・・繁繁殖殖干干渉渉にに関関すするる研研究究  

琉球列島の石灰岩・非石灰岩地帯にわかれて生育する近縁種を材料に土壌適応と棲み分け、及びその要因とし

ての繁殖干渉について研究を進めています 

  

３３．． 島島ににおおけけるる植植物物とと動動物物のの種種子子散散布布共共生生系系のの研研究究  

鳥の糞中の種子を調べる手法と、果実形質・散布動物の特性から、多くの島々を比較するデータサイエンスの両

面から研究を進めています。国際 IFSD (Island Frugivory Seed Dispersal) Project に参加しています 

  

４４．． 島島のの生生物物学学全全般般にに関関すするる統統合合的的研研究究  

日本版島嶼生物学の進展を目指しています。海外の研究者とネットワークを作り、地球規模での島嶼生態系の

比較共同研究を進めています 

 

５５．． 海海洋洋環環境境・・生生態態系系のの保保全全とと環環境境教教育育  

地元大浦湾の海洋生物とその上流域の動植物を材料にして、環境教育の教材開発・実践を行っています 

  

６６．． 花花のの香香りりのの多多様様性性とと送送粉粉共共生生系系・・遺遺伝伝的的多多様様性性にに関関すするる研研究究  

島の植物の花の香りの多様性と送粉者との関係、遺伝的多様性との関係を調べています 

（本校藏屋博士との共同研究） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））  蛍蛍光光顕顕微微鏡鏡  

  

所所属属：：  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：  

島の生物学：植物を巡る共生系と進化生態 

 

氏氏名名：：      渡渡邊邊謙謙太太／／  KKeennttaa  WWaattaannaabbee  EE--mmaaiill：：  kkeennttaa--ww@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
種種生生物物学学会会、、日日本本生生態態学学会会、、沖沖縄縄生生物物学学会会、、日日本本植植物物分分類類学学会会  

SSoocciieettyy  ffoorr  IIssllaanndd  BBiioollooggyy  

キキーーワワーードド：：  島島嶼嶼生生物物学学、、進進化化、、植植物物繁繁殖殖生生態態、、生生物物多多様様性性保保全全、、環環境境教教育育、、二二型型花花柱柱性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・島島ににおおけけるる生生物物多多様様性性解解明明・・保保全全にに関関すするる研研究究・・調調査査・・解解析析  

・・環環境境教教育育//環環境境教教育育教教材材開開発発（（陸陸域域かからら海海域域ままでで））  

・・植植物物同同定定・・系系統統解解析析  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：  

海海産産無無脊脊椎椎動動物物のの卵卵由由来来精精子子活活性性化化物物質質のの多多様様性性 

 

氏氏名名：：    白白幡幡  大大樹樹  ／／  HHIIRROOKKII  SShhiirraahhaattaa  EE--mmaaiill：：  hhiirrookkii..ss@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  修修士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  海海産産無無脊脊椎椎動動物物，，生生殖殖  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

・・海海産産無無脊脊椎椎動動物物ののササンンププリリンンググ  

・・ナナママココのの卵卵由由来来精精子子活活性性化化物物質質のの採採取取  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

・・ナナママココはは放放卵卵放放精精型型のの受受精精様様式式をを持持つつ。。  

・・産産卵卵をを同同調調ししたたりり生生息息地地をを一一致致ささせせるるここととでで受受精精成成功功率率をを高高めめてていいるる。。  

・・ししかかしし、、産産卵卵同同調調性性やや生生息息地地のの一一致致はは他他のの種種ととのの交交雑雑ののリリススククもも出出ててくくるる。。  

・・そそののたためめ、、卵卵にに含含ままれれるる精精子子活活性性化化、、誘誘引引物物質質がが受受精精にに関関与与すするる。。  

  

  

ここのの卵卵由由来来精精子子活活性性化化物物質質のの効効果果やや同同定定、、ナナママココのの生生息息地地、、生生態態、、産産卵卵期期、、系系統統解解析析ななどどをを研研究究ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

ククロロナナママココのの卵卵（（左左））とと精精子子（（右右））  
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所所属属：：沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校  技技術術支支援援室室 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報基盤の設計・構築・運用 

 

氏氏名名：：    花花城城  宗宗一一郎郎  ／／  HHAANNAASSHHIIRROO  SSooiicchhiirroo  EE--mmaaiill：：  hhaannaassiirroo@@ookkiinnaawwaa--cctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  学学士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  情情報報基基盤盤、、ネネッットトワワーークク、、ササーーババ、、ククララウウドド  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ネネッットトワワーークク設設計計、、構構築築  

・・シシスステテムム基基盤盤運運用用  

・・オオンンププレレミミスス、、ククララウウドドをを利利用用ししたたハハイイブブリリッッドドククララウウドド環環境境設設計計  

  

 
研研究究内内容容：：    

・・ハハイイブブリリッッドドククララウウドド環環境境下下ででののシシスステテムム基基盤盤運運用用のの効効率率化化。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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校校長長

佐藤 貴哉 https://researchmap.jp/read0126534

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030399258/

機機械械シシスステテムム工工学学科科

武村　史朗 https://researchmap.jp/read0151466

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000070455187/

比嘉　吉一 https://researchmap.jp/read0054137

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000020335368/

眞喜志　治 https://researchmap.jp/read0051405

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000070289297/

眞喜志　隆 https://researchmap.jp/read0017950

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000060219300/

山城　光 https://researchmap.jp/yoihanasaku

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000070239995/

安里　健太郎 https://researchmap.jp/k_asato

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000010610321/

下嶋　賢 https://researchmap.jp/read0151469

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000060385490/

津村　卓也 https://researchmap.jp/read0046580

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000000283812/

鳥羽　弘康 https://researchmap.jp/read0151467

森澤　征一郎 https://researchmap.jp/smorizawa

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000050757961/

情情報報通通信信シシスステテムム工工学学科科

兼城　千波 https://researchmap.jp/read0055210

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030318993/

神里　志穂子 https://researchmap.jp/S.kamisato

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000000442492/

金城　伊智子 https://researchmap.jp/ichik

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000010550262/

高良　秀彦 https://researchmap.jp/okinawa-ct.ac.jp

研研究究者者業業績績リリンンクク集集((rreesseeaarrcchh  mmaapp、、科科学学研研究究費費助助成成事事業業デデーータタベベーースス　　等等))
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谷藤　正一 https://researchmap.jp/sh-tanifuji

山田　親稔 https://researchmap.jp/read0151474

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000040412902/

中平　勝也 https://researchmap.jp/123-4

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030500566/

宮城　桂 https://researchmap.jp/read2983

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000000734550/

亀濱　博紀 https://researchmap.jp/_hkame

メメデディィアア情情報報工工学学科科

伊波　靖 https://researchmap.jp/yasuc18

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000060390564/

玉城　龍洋 https://researchmap.jp/read0125888

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000060413837/

タンスリヤボン　スリヨン

https://researchmap.jp/suriyon

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000000322107/

與那嶺　尚弘 https://researchmap.jp/read0182617

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000000259805/

佐藤　尚 https://researchmap.jp/stakashi

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000070426576/

鈴木 大作 https://researchmap.jp/read0151477

西村　篤 https://researchmap.jp/azsy

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000070413888/

バイティガ　ザカリ

https://researchmap.jp/read0151478

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000040462155/

金城　篤史 https://researchmap.jp/akinjo

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030606794/

當間　栄作 https://researchmap.jp/90826778

生生物物資資源源工工学学科科

池松　真也 https://researchmap.jp/read0151479

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000040442488/
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平良　淳誠 https://researchmap.jp/read0151482

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000020462153/

玉城　康智 https://researchmap.jp/TamaYasu

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000060413887/

濱田　泰輔 https://researchmap.jp/hamada-t

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000010253717/

磯村　尚子 https://researchmap.jp/Naoko_Isomura

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000090376989/

三宮　一宰 https://researchmap.jp/sanmiya
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総総合合科科学学科科

小池　寿俊 https://researchmap.jp/koike_kazutoshi
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渡邊　謙太 https://researchmap.jp/kenta-w

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000050510111/

白幡　大樹 https://researchmap.jp/hiroki.shirahata
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●●共共同同研研究究  
 

研究題目 ディープラーニングを活用したスクラップの AI 検収に関する研究 
研究担当者 機械システム工学科 准教授 安里 健太郎 
契約相手先 拓南商事株式会社 
研究期間 令和３年１月１日～令和３年８月３１日 

研究実績： 
 建物の解体や自動車の処分等で発生する鉄スクラップは，住宅等の鉄筋の原料として再利用されている
が，鉄筋の品質維持のためには鉄以外の異物を取り除く必要がある．とりわけ，鉄スクラップに含まれてい
ることが多い非鉄金属の鉛，銅，ステンレス等は，鉄筋の製鋼工程において取り除くことができないため，
人による目視確認等によって検収が行われ，事前除去されている．しかしながら，それら異物の判断には熟
練した技能が要求されるため，検収作業者によって作業時間や異物検出の精度に大きな差異が生じてくる．
また，大量の鉄スクラップから異物を目視等で判断していくことは，検収作業者の大きな負担となっている
現状がある． 
 そこで本共同研究では，鉄スクラップに含まれる異物をディープラーニングによって自動的に検出するシ
ステムの開発を進めてきた．まず，鉄筋品質に大きく影響を及ぼす鉛，銅，ステンレスの 3 つの非鉄金属を
対象とした検収システムの開発に着手しており，カメラにより取得した搬入トラック荷台のリアルタイム映
像を撮影し，学習に必要なデータを収集するシステム構築を行った．同時に鉄スクラップに含まれる 3 つの
非鉄金属を検出するディープラーニングアーキテクチャの検討も完了しており，現在は集めた画像データの
前加工（解像度設定，領域指定，アノテーション）について進めている．今後は，磁気センサ，サーマルセ
ンサ，輝度センサ等との組み合わせるよるマルチモーダル学習も検討しており，学習データが揃い次第，検
収システムの構築を行う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Cr-Ni0 Pb 
Cu 

FFiigg..  11  開開発発のの鉄鉄ススククララッッププ検検収収シシスステテムムののイイメメーージジ  
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研究題目 
発電機能付燃焼装置の開発―島しょ型サーマルリサイクルパワーシステムの社会実
装に向けて― 

研究担当者 機械システム工学科 教授 山城 光 
契約相手先 株式会社開邦工業 
研究期間 令和３年１１月９日～令和４年２月２８日 

【はじめに】 
地球規模の環境問題や未知のウィルス対策など、国境を越えた難題への対応が求められる一方、地域の課題

に目を向ける活動が今後ますます重要になると予想される。例えばアジア島しょ域に位置する沖縄では、経済
成長に伴い増え続ける廃棄物の問題には、海岸漂着ごみや、マイクロプラスチックなどの国境を越える課題も
多く、近年深刻さを増している。処理費用の負担のみならず、その輸送に伴う交通渋滞、二酸化炭素の排出量
の増加など、社会的負荷の上昇が懸念される。しかし一方、その解決策（技術・仕組み）を見出すことができ
れば、今後の経済成長を見込む海外・アジア島地域の持続的発展の指針となることも期待される。 
 
【研究背景】 

工場等から排出される廃熱を利用して熱と電気の供給を
行う「コージェネレーションシステム」は、大型の燃焼設
備において普及している。また，温泉水や工場などからの
比較的安定した一定量の熱量が確保できれば、 100℃程度
の低温廃熱も暖房や発電などに利用される(1)。一方、小型
焼却炉等の小規模分散型の廃熱は、高温であっても熱量の
不安定さと燃焼排ガスの有害物質などの環境問題から、利
用は難しいとされてきた。しかし、その検証の定量的報告
事例はほとんど公表されていない。つまり、近年の環境
志向・脱炭素化の動向に対して再検討の余地があるもの
の、実用を深掘りするためのデータが不足している。そ
こで、著者らは実用機（小型焼却炉、（株）トマス技術研
究所）を対象として、らせん熱交換器による廃熱回収量
の数値予測を行い、小型炉においても約 90kW の熱量
（飽和蒸気換算 150kg/h）の熱回収が可能であること
を、さきの研究で報告している（２）（３）。また、小型蒸気
タービン装置と，小型焼却炉との連結稼働システムを構
築して、廃熱利用による発電実験を行い、下記の知見を
提供している（６）。 

 
（１） 小型の焼却炉において、焼炉壁面を介して熱回

収を行う方式では、回収熱量の増加に伴い燃焼
および排ガス条件に影響を及ぼす傾向がある。 

（２） 当該システムで排ガス規制をクリアーできる条件下において、回収蒸気量は約 70kg/h、発電出力は３
００W 程度であった。 

（３） 小型・中型炉において発電出力の向上を図るためには、排熱を多段階的に回収する方式が有効である
と考えられる。 

上記を踏まえて現在、事項の活動に取り組んでいる。 
 

 
図１ 小型焼却炉の廃熱回収モデル 

 

 
図２ マイクロコジェネ発電装置 

   （沖縄高専 熱流体研究室内） 

CCoonnttrrooll  ppaanneell  

TTuurrbbiinnee  
GGeenneerraattoorr  

WWoorrkkiinngg  fflluuiidd11  WWoorrkkiinngg  fflluuiidd22  
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【研究内容】 
＜研究の経緯＞ 

・沖縄県中央卸売市場（浦添市伊奈武瀬）では青果物搬送用のパレットが事業所内に大量に存在する 
（図３） 
・青果物の県外からの輸入に対して輸出量が少ないためパレットが事業所内に滞り残存しており、 

それが増加傾向にある（図４、５）。 
・所内で焼却して熱電併給（コージェネレーションシステム）を導入できないか？ 

との技術相談を受ける。 
⇒その課題に対して、株式会社開邦工業を事業主体とする産学官連携の協議会が結成され、令和２－３年度先
端技術活用によるエネルギー基盤事業補助金（南西地域産業活性化センター）の支援のもと、本事業に参画す
るに至っている。 
 
 

     
図３ 沖縄県卸売市場内の盤木パレット   図４ 廃棄される盤木パレットの月別排出量[kg] 

（現地調査撮影、2020.11.11）       （資料提供：沖縄共同青果株式会社） 
 

      
図５ 沖縄県卸売市場内の廃棄物量[kg]、月別比較 

（質量で比較すると青果物残渣（生ごみ）が圧倒的に多量、水分含有率が高いため） 
（資料提供：沖縄共同青果株式会社） 

 
以上を踏まえて、水平排煙式バイオマス燃焼装置、発電機能付燃焼装置の開発コンセプト（次頁）を協議会に
おいて立案した。現在その実現に向けて、燃焼処理システムの自動化を図るとともに、３～５kW マイクロコジ
ェネ発電装置の開発を産学連携の体制で進めている。 
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【今後の予定】 
小規模分散型熱源の有効活用による、脱炭素化、環境保全、そして“美しい沖縄”を次世代につなげたいと思
う。 
  

72

共

同

研

究

受

託

研

究

研

究

助

成

金

科
学
研
究
費
助
成
事
業



研究題目 農村コミュニティー循環型モデル構築のための「高付加価値バイオマス炭及び新世代
型カートリッジ式ハイブリット炭化装置の開発」 

研究担当者 機械システム工学科 教授 山城 光 
契約相手先 株式会社 AID テクノロジー 
研究期間 令和３年５月１８日～令和４年３月３１日 

【共同研究の経緯】 
カートリッジ式炭化装置とは、円筒状の金属製容器内に各種有
機物を充填し、低酸素の状態で“蒸焼き”にして炭化させる措置
である（図 1）。本装置を大型化したい、との技術相談を当社
（契約相手先）より受ける。 
＜本装置の特徴及び課題＞ 
・小型、移動、持ち運びが可能、現場で即稼働できる 
・木材に限らず各種有機物を２～３時間で炭化できる 
・粒状や微粉炭は球状にして“丸炭”として提供している 
・丸炭は燃焼効率が良く、残留灰が少ない。 
・自作工夫の形状であることが大きな特徴で、 

熱工学的に理にかなっている、ことを感じる。 
・当社、建築業を営んでおり、廃材処理の問題は社会的重要課題として認識 
⇒共感、ニーズありと判断⇒共同研究契約の締結に至る。 
課題１：炭化物製造のプロセスが経験的手法と“感”に委ねられている、熱的測定、質の評価が行われて 

いない。 
課題２：燃料（灯油と廃木材）を使用、省エネと CO2 排出削減の視点が必要になると思われる。 
【研究内容】 
⇒廃熱または再生可能エネルギーを利用する、カーボンニュートラルに資する炭化装置の開発 
・炭化プロセス（図１）の熱的条件を把握 
・廃熱利用による外部燃焼式、再生可能エネルギーによる電気加熱式、双方の可能性を検証 
・マイクロコジェネ発電装置との統合システムによる３併給（熱・電気・炭化物）の検討（図２）。 
 
 

 

 

 

 

 

図１ カートリッジ式炭化装置 
（撮影：AID テクノロジー社内） 

 

図２ 次世代型カートリッジ式ハイブリット炭化装置の開発コンセプト 
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水平排煙式バイオマス燃焼装置の廃熱を利用して炭化物の製造が可能か？ 

 
 
⇒以上より、廃熱利用（外部燃焼方式）による木質系バイオマスの炭化が十分可能であると推定されたの

で、電気加熱式による実験検証を行った。 
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【成果】 
契約企業が主体となって外部資金（令和３年度産学官連携製品開発事業、沖縄県産業振興公社）を獲得、内
部燃焼式の大型化（約３倍の生産量）に成功、関連製品（丸炭）の販売（商品化）を開始している。 
 
【今後の予定】 
他社との連携協力体制（コンソーシアム）を形成して取組む予定である、島しょ型サーマルリサイクルパワ
ーシステムの社会実装に向けて。 
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研究題目 位相反転技術の活用研究 
研究担当者 情報通信システム工学科 教授 兼城 千波 
契約相手先 ゆい総研合同会社、I-PEX 株式会社 
研究期間 令和３年８月２７日～令和４年３月３１日 

研究実績： 
11．． ははじじめめにに  

生活環境において、「騒音（ノイズ）」は、人間の集中力を阻害するため、これまでにも、騒音（ノイ
ズ）を減らす手法として、遮音壁のような物理的手法など様々な方法が用いられてきた。その中でも、音
波の位相反転を用いて、「音を消す」という手法としては、ヘッドフォンに搭載されている“ノイズキャン
セリング”が広く知られている[1,2]。 

昨今のコロナ禍により、リモートワークの機会が増え、家庭内においても、ある特定の場所だけの騒音
除去が求められている。 

 
22．． 研研究究のの目目的的  

音声信号を消音するため，可聴帯域における位相反転回路の作製と電気特性の評価を目的とする。 
特定の環境下におけるノイズの消音あるいは遮音を行うため，その音源と逆位相（位相反転）の信号を

同時に生成する。そのため，ノイズ（信号）源の位相反転回路の作製ならびにその周波数特性，消音効果
について検討する。また、人間の可聴帯域は 20 Hz から 20 kHz とされているため、その帯域をカバーす
る回路設計を目指す。 

 
33．． ノノイイズズキキャャンンセセリリンンググのの原原理理  

「音」が聞こえる仕組みは、物体が振動したとき、
その振動が疎密波として空気中を伝搬し、その伝搬
波が、耳にある鼓膜を震わせ、「音」として、人間に
感知される。図１に示すように、この空気中を伝搬
する音波を、電気信号波として捉え、その反転信号
で音を消去する手法がノイズキャンセリングの原理
である。音源(A)の信号波形の位相反転信号（B)を
発生させる。 
音源(A）と逆位相(B)を同時に鳴らす（発生させ
る）と音を消すことができる。 
 実際のノイズキャンセリングでは、耳元の周りの環境騒音の反転信号をデジタル変換などし、ヘッドフ
ォンを介して、音をキャンセルしている。 
 

44．． 位位相相反反転転回回路路設設計計・・製製作作とと特特性性評評価価  
44--11  トトラランンジジススタタにによよるる回回路路  

〇〇回回路路設設計計・・製製作作  
試作した回路（名称：TEST01）の各素子とそのパラメ

ータを表１にまとめる。 
〇〇回回路路のの特特性性評評価価  

図２に TEST01 の回路において、入力信号周波数を 20 
kHz とした場合の入力波形と出力波形を示す。 

  

図１ ノイズキャンセルの原理 

表１ 回路図（図２）の各素子パラメータ 
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この図からもわかるように、位相が反転されていることが確認できる。 
TEST01 の周波数特性を評価するため、入力信号周波数を変化させた場合の電圧利得を測定した結果を図
3 に示す。この結果から、800 Hz 以上では、安定して増幅できているものの、低周波側では、増幅の低下
がみられる。また、位相についても、位相ずれが起こり、反転されなくなる。 

44--22  オオペペアアンンププ（（NNJJMM22007733、、LLMM338866））にによよるる回回路路  
〇〇回回路路設設計計・・製製作作  

オペアンプ（LM386）を用いて、反転増幅回路を設計・作製した。この他に、オペアンプ(NMJ2073)を
用いた位相反転増幅回路を示す。この回路名称を TTEESSTT0022 とする。 
〇〇回回路路のの特特性性評評価価  
作製した回路では、信号周波数が 2 kHz では位相

が反転されていることが確認できるものの、信号周
波数が 20 Hz では、位相が反転されず、ずれている
ことが確認できた。 

オペアンプによる周波数特性比較のため、
LM386 で作製した回路と NMJ2073 で作製した回
路の入出力特性を評価した。その結果を図 4 に示
す。NJM2073 は LM386 に比べ低域遮断周波数が
低い値になっている。また、NJM2073（TEST02）
は、この結果から、約 700 Hz 以上では、一定の電
圧増幅率が得られており、安定した出力結果である。一方、約 700 Hz 以下の低周波側では、増幅の低下
がみられる。また、位相についても、位相ずれが起こり、反転されなくなる。  

  
55．． 消消音音効効果果のの計計測測とと評評価価  

図 5 に作製した回路の消音効果を計測した実験系を示す。音源から 1.0 m 離れたところに、音源の反転
信号を出力させるスピーカを配置する。次に、位相反転回路への入力デバイスとなるマイク(ECM)を音源
から 50 cm の場所に配置する。音源から約 87dB の工場騒音を発生させる。この音声信号をマイクで検出
し、位相反転回路で信号波を反転させる。反転させた信号波をスピーカを介して出力する。音源・出力側
からの位置によって、どの程度音圧に変化がみられるのか、集音計を用いて音圧を計測した。 

 
 

図 ３  周 波 数 に 対 す る 電 圧 利 得
（Av=Vout/Vin） 

図２ 回路（図２;TEST01）の入出
力特性（周波数ｆ＝20 kHz） 

図 4 周波数特性比較（LM386 と NMJ2073） 
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この測定系では、マイクと出力スピーカの中心で、音圧が最小となれば、消音効果があるとみなすこと
ができる。その理由は、伝搬してくる信号波を検知（マイク）した位置に対して、位相反転信号をスピー
カを通して出力するため、その信号波同士が、マイクとスピーカの中心でちょうど位相が反転してぶつか
るからである。 
〇〇実実験験結結果果  

図 6 に測定結果を示す。横軸は、音源からの集音計の距離を示しており、縦軸は音圧を示す。図中の赤
の実線は、位相反転回路を使わずに、音圧を計測したもので、距離に比例して、音圧が減少していること
が確認できる。青の実線は、位相反転回路を通して、音源の信号を反転した信号波をスピーカから発生さ
せた場合の音圧である。この実験より、マイクと位相反転音源の中心で、音圧が最小となっており、これ
は、音源と位相反転信号との干渉により、音圧が減衰しており、予想どおりの結果を示している。また、
減衰量が－15 dB という値は、消音効果としては大きいといえる。 

 
66．． ままととめめ  

「音」を遮音・消音する手法の検討として、位相反転回路の設計・製作と電気特性の評価を行った。回
路設計・製作においては、npn バイポーラトランジスタとオペアンプを使用した回路設計をそれぞれ行
い、入出力電圧の周波数特性評価を中心に検討した。主な実験結果を以下に示す。 

① バイポーラトランジスタとオペアンプとも、その内部抵抗と内部容量に起因した低域遮断周波数を持っ
ている。そのため、可聴帯域（20 Hz から 20 kHz）の位相反転回路の設計においては、内部インピーダ
ンスを打ち消すような外部回路を構成する必要がある。 

② 補足実験として、壁に伝搬された信号波の計測として、圧電振動子と増幅回路を用いて測定することが
できた。この実験は、次の検討課題として、壁の伝搬信号の位相反転信号で消すことができるか、検討
するためである。 
今回の実験・研究において、位相反転回路の設計・製作については、低域周波数帯域を補償する課題が

残されている。これは、上記で述べたように、内部インピーダンスを補償する回路を挿入すれば、ある程
度、改善できるものと考えられる。空間伝搬の音波の消音・遮音は、その性質上、かなり難しい課題があ
るため、別の手法を提案する。例えば、障害物内を伝搬する音波が、障害物内で減衰することができれ
ば、音波は障害物内で吸収されたことになり、外に「音」が漏れることは少なくなり、一部だけでも物体
の振動の減衰を引き起こすことができれば、次のステップにつながるものと考える。 

 
参参考考文文献献  
[1] 板橋徹徳, 浅田宏平:「ノイズキャンセリングシステムおよびノイズキャンセル方法」特許第 5194434 号 
[2] 岸田 昌弘: 「ノイズキャンセリング装置及び電気機器」特許第 5737915 号 
 
  

図 5 ノイズキャンセル効果の測定

実験方法 
①音源-システム回路-スピーカ(出力）を直線上に配置。 
②音源から 50cm のところにマイクを設置。 
③音源を基準に、集音計で音圧レベルを計測。 

図 6 「音」の消音効果 
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研究題目 ディープラーニングと５G を活用した学生生活志向型電動車椅子の研究開発 
研究担当者 情報通信システム工学科 准教授 中平 勝也 
契約相手先 国立大学法人長岡技術科学大学 
研究期間 令和３年７月１３日～令和４年３月３１日 

研究実績： 
 
車いすを利用している学生が豊かな学校生活を満喫するため、人に寄り添った学校生活志向型の自動運転車
いすの実現を目指した共同研究を実施した。 
 
AI セーフティナビゲート機能では、出発地点から目的地（例えば自宅から学校）の最適なルートを設計
し、保護者の補助無しに、進路上の人や障害物をカメラ画像から即座に認識して回避し、安全に自動運転で
きる機能とする。さらに、視線計測技術を用いた目線による車椅子の方向制御や、沖縄での利用を想定した
方言（ウチナーグチ）による車椅子のスピード制御も行う。上記の機能では音声認識や画像認識の AI を多
用する。車いすの移動可能距離は、中等教育機関への通学として平均的な 4km 以内とし、公共交通機関が
十分に整備されていない地域でも自ら通学ができるようにする。保護者の負担軽減と同時に、通学を一緒に
行う友人や路上の地域住民との触れ合いの機会が増え、学生が社会生活を始めるきっかけ作りとしても期待
できる。ルート選択や自動/手動運転の切り替えは学生の意思決定に委ね、心身の発育を損ねないようにす
る。 
 
ユニークな機能としては、アダプティブフォーメーション機能がある。周辺の複数の人間とコミュニケーシ
ョンを取りやすい場所(O-space)に車いすを自動的に動かし維持し続ける機能とする。レーザー測域センサ
ーや 360 度カメラで周囲の人数やスペースの広さを瞬時に把握し、例えば、１人対１台では Side-by-side 型
や 2 人対１台では V 型のフォーメーションを維持するなどコミュニケーションの取りやすさを重視した車
いすの自動の位置どり制御を行う。人の位置、移動速度、人数をセンサーと AI で分析し、車いすに乗った
まま、適切な位置でコミュニケーションが行えるようにする。健常者と車いすの学生の双方で閉鎖感や隔離
感が無くなり、双方の接し方の根本的な改善が期待できる。 
 
本研究成果は国際会議 STI-Gigaku 2022、電子学会全国大会 2023 等で発表が行われた。 
 

   
自動運転車椅子動作概要（左）と校内実証実験の様子（右） 

  

45度

1m

45度

同伴者の歩行ルート

電動車椅子の走行ルート

O-SpaceO-Space

1m

1m
45度

O-Space

進行方向

進行方向
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研究題目 超解像手法における BackProjection 処理のハードウェア実現可能性の検討 
研究担当者 情報通信システム工学科 教授 山田 親稔 
契約相手先 国立大学法人豊橋技術科学大学 
研究期間 令和３年７月９日～令和４年３月３１日 

研究実績： 
  
FFPPGGAA にによよるるリリアアルルタタイイムム画画像像処処理理  
 遠隔授業などでは、カメラで黒板を映して配信する際、カメラの位置と教員の位置によっては見えづらい
といった課題がある。この課題を解決する一つの手法として、カメラの位置を教員に被らないように設置
し、射影変換する方法があげられる。しかしながら、遠隔授業時にこれらを実現するためには、リアルタイ
ムに入力される動画に対して入力インターバルよりも短い時間で射影変換を実行することが求められる。ま
た、ホスト側、サーバ側あるいはユーザ側のどのタイミングで射影変換を行うことが有効なのかを検討する
必要がある。さらに、射影変換後に文字として認識可能なカメラの設置角度を把握することは重要な課題と
なる。本研究では、プロセッサの射影変換速度、射影変換後の画像の文字を認識できるカメラの位置の比較
を行った。結果としてカメラの位置は 26 度以上にする必要があり、射影変換の速度は GPU が最も速いこ
とが分かった。しかし、CPU と FPGA を比較したときの速度は同等であり、並列処理によって更なる高速
化も見込める。そのため FPGA で射影変換を実装すると FPGA の変換速度が最も速くなり、実験結果から
約 2fps 程度の射影変換が行え、30fps での実装も行えると考えられる。 
 
FFPPGGAA にによよるる超超解解像像処処理理  

近年、様々な学習型超解像モデルが提案されているが、超解像精度の向上を試みると超解像モデルの深層
化が進むため、超解像処理の実行速度低下へと繋っている。高精度の学習型超解像モデルの推論の高速化を
実現できれば高精度でのリアルタイム超解像処理やエッジコンピューティングでの超解像で有用である。そ
のため本研究では学習型超解像モデルの推論部分のハードウェア実装を行い、処理速度の高速化を実現する
ことを目標とした。Vitis-IDE と Vitis-AI、Petalinux 等を用いて ZCU-104 を対象とした RCAN モデル超解
像プロジェクトとアプリケーションを作成し、パッケージングを行った。この際パッケージングにエラーが
発生しており、原因として Petalinux と使用した OS の不整合の可能性が挙げられる。今後は FPGA での動
作確認を行い、その後に GPU での超解像処理との性能比較、ビデオカメラを用いたリアルタイム超解像処
理の検討を行っていく予定である。 
 
研研究究成成果果  
廣田優斗(沖縄高専)、「FPGA を用いた SRCNN の実装に関する検討」、高専・豊橋技科大 IoT 共同研究会 
上原一航(沖縄高専)、「リアルタイム射影変換に向けたプロセッサの比較・検討」、電気学会次世代産業シス
テム研究会 
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研究題目 水中衝撃波圧力容器の改良と高耐久電極機構の開発 
研究担当者 技術支援室 技術主査 技術専門職員 大嶺 幸正 
契約相手先 一般社団法人衝撃波応用技術研究所 
研究期間 令和３年９月１４日～令和４年３月３１日 

研究実績： 
 
  衝撃波装置関連の部品の製作を行った 
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●●受受託託研研究究  
 

研究題目 亜熱帯生物素材ライブラリの活用によるウイルス感染症に対する天然物創薬研究 
研究担当者 生物資源工学科 教授 平良 淳誠 
契約相手先 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）【創薬基盤推進研究事業】 
研究期間 令和３年１０月１日～令和４年３月３１日 

研究実績： 
 研究課題は、熱帯生物素材ライブラリより Nrf2 活性調節を作用機序とする抽出液及び活性物質の HBV
感染細胞及び SARS-CoV-2 感染細胞に対する効果を明らかにすることである。亜熱帯生物素材 1450 検体の
スクリーニングの結果、Nrf2 活性調節作用（亢進または抑制作用）が確認された抽出液試料を用いて、
HBV 感染細胞における作用（Nrf2 活性、抗酸化タンパク質発現量、抗サイトカイン類抑制による抗炎症作
用及び抗アポトーシス活性の有無など）を解析する。Nrf2 活性の変動などが確認された抽出液試料から分
離された Nrf2 活性調節剤を用いて、SARS-CoV-2 感染細胞および HBV 感染細胞における影響を分子レベ
ルで評価し、作用機序の解明及び抗アポトーシス活性シグナル評価を行う。これらの作用機序に基づき明ら
かにされた Nrf2 活性化調節剤は有用な感染症の予防及び治癒効果が期待できる。 
 
令令和和 33--４４年年度度ににおおけけるる成成果果：：  

平良（沖縄高専）と荻ら（沖縄県工業技術センタ
ー）は、1450 検体の生物資源抽出液の中からウコ
ン葉、ヒハツモドキ地上部、テリハボク葉など有望
な検体を複数見出している 。RAW264.7 細胞にプラ
スミド pGL 4.37 を用いた Nrf2-ARE シグナル伝達
活 性 評 価 試 験 に よ り ヒ ハ ツ モ ド キ  (Piper 
retrofractum) 抽出物が Nrf2 経路を活化させること
を 見 出 し 、 ま た 分 離 し た pipercide 、 
pipernonaline、piperine, E-dehydropipernonaline、
Z-dehydropipernonaline の 4 種類が、Nrf2 経路を活
性化させ、また抗酸化タンパク HO-1 を発現させる
活性物質であることを明らかにした。また分子内の
活性部位についても特定した。本研究内容の成果に
ついては、22002233 年年日日本本薬薬学学会会 114433 年年会会（（33 月月、、札札
幌幌））ににてて発発表表する。 

鈴木（浜松医科大学）らの HBV 持続感染細胞系
および山本（東京大学・医科学研究所）らの SARS-
CoV-2 感染細胞系においては、感染に伴う酸化ストレスによる細胞障害による Nrf2 及び HO-1 タンパク質
の発現、炎症性サイトカインおよびアポトーシスによる細胞死が進行していることを確認した。B 型肝炎ウ
イルス感染細胞における酸化ストレス障害と Nrf2 活性化剤における抗ウイルス効果については、22002233 年年日日
本本薬薬学学会会 114433 年年会会（（33 月月、、札札幌幌））ににてて発発表表する。 

令和 5 年度は、今年度得られた知見に基づき、再現性及び詳細な事実を得るための実験を進める。併せ
て、Nrf2 活性化剤による評価も検討していく予定である。さらに HBV 持続感染細胞及び SARS-CoV-2 感
染細胞における Nrf2 活性化剤の Nrf2 活性経路を介する抗ウイルス作用の効果の検証を進める。 
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研究題目 サンゴの周年産卵の産業化を目指した生殖細胞の増殖・増大制御技術の開発 
研究担当者 生物資源工学科 准教授 磯村 尚子 

契約相手先 
国立大学法人琉球大学 
【沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業（委託共同研究）】 

研究期間 令和３年８月１９日～令和４年２月２８日 
研究実績： 
令和 3 年度は、実験条件下で飼育されているミドリイシ属サンゴの産卵を遠隔で確認するための準備を中
心に行った。実施メンバーである武方（琉球大）により、瀬底実験施設内に自然光が照射するガラスで覆わ
れた実験スペースに以下の 3 つの水槽を設置し（写真 1）、ウスエダミドリイシ（Acropora tenuis）を飼育し
た。 
１．準自然条件：水温調節は無し（ただし、サンゴの生育に不適な 28℃を超える場合、28℃まで冷却）。 
２．遅延条件：水温を 1か月後の設定水温に調節。 
３．前倒条件：水温を 1か月前の設定水温に調節。 

 これらの水槽に防犯用ウェブカメラ（Planex製）を設置し、産卵の予兆であるバンドルセッティング（産
卵約 1 時間前までに卵と精子がパッキングされたカプセルが口に上がる現象。これがみられると必ずその日
に産卵する）が始まる 17：00-19：00 の間に 5 分ごとに静止画を取得した。17:00-18:30 までは自然光、そ
れ以降は赤外線に切り替えて撮影するようにセットした。その結果、自然光・赤外線共にサンゴ群体が明瞭
に撮影されていた。 
 各条件に従って産卵が誘発されるならば、4 月（前倒条件）、5 月（準自然条件）および 6 月（遅延
条件）の 3 か月にわたって「時期をずらした産卵誘導における正常性を明らかにする」受精実験を行
う必要がある。その際に、今回設置したウェブカメラで産卵予兆が確認できれば、今まで人力で行って
いた毎晩のサンゴ産卵確認の労力が大幅に減少し、受精実験に集中することができる。加えて、今回の
撮影システムが確立されることで、22 時以降に産卵する多くのミドリイシ属サンゴや他属サンゴの産
卵実験への応用が期待できる。 
 
 
 

研究題目 
資源循環型共生社会実現に向けた農水一体型サステイナブル陸上養殖に関する独立行
政法人国立高等専門学校機構 沖縄工業高等専門学校による研究開発 

研究担当者 生物資源工学科 准教授 磯村 尚子 

契約相手先 
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 
【研究成果展開事業 共創の場形成支援プログラム】 

研究期間 令和２年１２月１５日～令和４年３月３１日 
研究実績： 
 サステナブルな魚類の陸上養殖システムの構築に資するため、令和 3 年度は閉鎖型陸上養殖施設において
魚類の養殖により生じる排水が海洋生物（サンゴ等）の成長や生殖にどの様な影響を及ぼすのか、実験的な
検証のための準備を行った。合わせて、沖縄高専内で本拠点の研究開発に参画が可能な IT 系、ものづくり
系を中心とした研究者や研究シーズを検討し、現在の研究グループとのマッチングを行うなど具体的な連携
の開始に向けた準備を進めた。 
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●●研研究究助助成成金金  
 

研究課題 沖縄キョウチクトウの毒性によるヒト大腸癌細胞における抗癌作用の解明 
研究担当者 生物資源工学科 教授 平良 淳誠 

研究費交付機関 一般財団法人沖縄美ら島財団 
研究期間 平成３０年１２月１日～令和３年１１月３０月 

研究実績： 
キョウチクトウ科植物は、強心配糖体を含む有毒植物で沖縄県の街路樹にしばしば見られる。本研究では

沖縄キョウチクトウ（キョウチクトウ科、Cerbera Manghas）の毒性成分に着目し、抗腫瘍活性物質の探索
を行った。その結果、ヒト大腸癌由来の HCT116 細胞に IC₅₀値が 1.01 nM の高い致死作用をもつ強心配糖
体 Neriifolin を単離、同定した（図 1）。Neriifolin の致死作用は、カスパーゼカスケードの活性化に伴うア
ポトーシス誘導によることを明らかにした。また、癌細胞に特異的に発現する Nrf2-ARE シグナル活性を抑
制し、転写因子 Nrf2 と抗酸化タンパク質 HO-1 の発現を抑制した。Nrf2 活性は薬物代謝酵素（GST）を発
現させるため、大腸癌細胞の薬剤耐性として作用し、抗癌剤の効果を弱めている。Neriifolin 処理した細胞
では、大腸癌細胞の薬剤耐性を弱め、さらに抗アポトーシスタンパク質 Bcl-xL 及びその上流の調節因子で
ある Akt の発現抑制によるカスパーゼ（caspase）活性の亢進による作用機序で進行していることを明らか
にした（図 2）。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今後、Neriifolin が癌細胞の Nrf2 を介した糖代謝活性に及ぼす分子メカニズムの解明を、網羅的遺伝子解
析とタンパク発現実験により解明していく。また、本抗腫瘍活性物質の類縁体の評価を進め抗癌剤としての
可能性を検討していく。 
 本研究の成果は 20２3 年 3 月に開催の日本薬学会第 143 年会（札幌）に発表する予定である。 
 
 

  

図 2．強心配糖体の Nrf2/Akt シグナル活性阻害と 

アポトーシス誘導による大腸癌細胞の致死機序 

図 1. Neriifolin の化学構造 
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研究課題 
礁池の脆弱性の機構解明と希少・特異なサンゴ群集の検索による、中琉球の裾礁の特
性と地域的価値と保全重点地域の再検討による基盤整備の提案 

研究担当者 生物資源工学科 准教授 磯村 尚子 

研究費交付機関 
公益財団法人自然保護助成基金 
【第 29 期（2018 年度）プロ・ナトゥーラ・ファンド助成】 

研究期間 平成３０年１０月１日～令和３年９月３０日 
研究実績： 
 世界のサンゴ礁は度重なるサンゴの白化被害により疲弊が著しく、日本においても例外ではない。被害は
サンゴ群集で優占するミドリイシ類に集中し、地理的には琉球列島の南琉球でその被害が顕著で、日本のサ
ンゴ礁の多くを占める裾礁の地形区分では礁池及び礁斜面上部のサンゴ群集に被害が顕著である。 

本研究では気候変動に伴い今後被害の拡大が予想される中琉球の裾礁に焦点を当て、衛星画像とドローン
撮影による礁池のサンゴ群集の調査と地元ダイビングショップなどの聞き取りから礁斜面や湾内などで白化
被害を免れて生存する大規模群落・群体の現地調査を行った。礁池の調査ではミドリイシ類の大規模群落は
見出すことができないが、ユビエダハマサンゴやコモンサンゴ類で規模の大きな群落が見出された。これら
は白化耐性の強い種であることから、すでに多くを失ったミドリイシ類に代わって今後も礁池内の生物群集
の骨格として重要である。 また、特定の地域において礁斜面でミドリイシ類の大群落が確認され、礁斜面
上部でもハナヤサイサンゴ類で大群落が見られるなど、一定の環境下で白化を免れたサンゴ群集の生存が確
認された。 

今後はこれらの特定地域から得られたサンゴ種のサンプルから生物学的検討を進めるとともに、その環境
特性を検討し、状況に応じた適応的な保護の提言を行う。  
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●●科科学学研研究究費費助助成成事事業業（（研研究究費費交交付付機機関関：：独独立立行行政政法法人人日日本本学学術術振振興興会会））  
 

研究課題 昆虫抽出液を用いた高効率完全無細胞タンパク質合成系の構築 
研究代表者 生物資源工学科 教授 伊東 昌章 

研究種目、課題番号 基盤研究（C）、19K05176 
研究期間 平成３１年度～令和３年度 

研究実績： 
 本研究では、試薬キットとして実用化されたが未だマイナーなタンパク質生産技術である昆虫無細胞系の
合成効率および利便性の向上を図ることで「創薬研究・ポストゲノム研究に使われる技術」にすることを目
的とし、以下の研究を進めた。 
 
 １．最適翻訳促進配列の決定 
 本研究では，カイコ無細胞系において翻訳促進能を向上させる最適な翻訳促進配列を考察するため，2 種
類の翻訳促進配列によるタンパク質合成量を比較した．その結果，IGR-IRES 翻訳促進配列による β-
galactosidase 合成は殆ど確認されず，MnNPV 翻訳促進では高い合成量が確認された．IGR-IRES 翻訳促進
配列は，コード領域上流にあるリボソーム侵入部位を介して翻訳を行うため，高次構造が崩れると翻訳が妨
げられるという特徴を持つ[10]．その特異な構造による翻訳開始機構がカイコ無細胞系に不適合であったた
めにβ-galactosidase 合成量が低くなったと考えられる．キャップ構造に依存しない翻訳促進配列は mRNA
二次構造の形成が重要であると知られており[11]，MnNPV 翻訳促進配列の二次構造はカイコ無細胞系に適
合していると考えられるが，依然として遺伝子の 5’-UTR が翻訳促進能を向上させる詳細な機構の多くは明
らかになっておらず，解明は今後の課題である． 
 
２．完全無細胞タンパク質合成系の構築 
 PCR 産物のアガロースゲル電気泳動を行った結果，T7 プロモーター，各種 5’-UTR，3’-UTR，ポリ A
配列が付与された β-galactosidase の DNA 分子量に相当する 3 kbp 付近にバンドが確認された．また，図
6 に示されたように，PCR 産物を鋳型 DNA としたカイコ無細胞系による β-galactosidase 合成が，活性測
定によって確認された．このことから，設計したプライマーを用いて PCR による鋳型 DNA の作製が正常
に行われたと考えられる．mRNA 合成に用いる鋳型 DNA の作製には大腸菌を形質転換させる手法がある
が，通常数日かかるものであり，迅速な回収が難しい．PCR を用いた鋳型 DNA の作製によって，大腸菌
遺伝子組換え法に係る形質転換および培養の手間を大幅に省き，実験をより簡便かつ迅速に進めることが可
能となった． 
 
３．合成量の向上 

次に、合成量向上に向けて、カイコ幼虫後部絹糸腺由来抽出液調製条件の検討を行った。その結果、一般
品種の５齢５日のカイコの後部絹糸腺を摘出し、器具を用いて破砕・抽出方法の検討を行い、また、抽出用
緩衝液量を最適化することで、β-ガラクトシダーゼの合成を指標とした場合で、100μg/ml 以上の合成能
を有する抽出液の調製方法を確立した。また、その抽出液を用いた RNA 精製の手間を省く Link 法の最適
キレート剤濃度を検討した。その結果、EDTA 0.5 mM において最も合成量が高いことが明らかとなった。
これらにより、カイコ無細胞タンパク質合成系における合成量の向上に成功した。 
 
 以上のことから、本研究を遂行することにより、完全無細胞タンパク質合成系を構築することができ、合
成量向上もできたことから当初の目標を達成することができた。 
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研究課題 衝撃成形レプリカ標本の「触れる」展示のための表面保護と再現性への影響評価 
研究代表者 生物資源工学科 准教授 嶽本 あゆみ 

研究種目、課題番号 基礎研究 C、18K01107 
研究期間 平成３０年度～令和 3 年度 

研究内容： 
衝撃成形とは、超音速で伝播する高圧である衝撃波による金属変形の特異性を利用し、金属材料を高速変

形により瞬時立体成形する技術である。金属成形だが原型の強度が必要なく、例えば植物の葉を型として葉
脈や細胞影までも細密に金属上に立体的に写し取ることができる。成形時の防水処理により原型標本を残す
ことも可能であり、さらに金属標本雌型を原型として用いると、硬化樹脂等によるレプリカ作成にも適して
いる。本研究では、こうした衝撃成形による立体再現性、保存性、二次加工性を活かし、通常は触れて観察
することのできない脆弱な試料を「触れる標本」として展示を可能にする新規レプリカ標本作成技術として
活用することを目的とする。衝撃成形標本は、原型実標本とレプリカとの同時展示が可能なこと、レプリカ
から更に複製できること、レプリカや複製品を二次加工できることから、視覚障碍者対応や教育利用など、
多様な活用方法が見込まれる。 

衝撃成形の原型としてカンヒザクラ（ Cerasus campanulata 
(Maxim.) Masam. & S.Suzuki）の葉を用いた。金属板は 0.1mm 厚
の銅板を用い、衝撃波発生源として導爆線を 6 号電気雷管で起爆
し、およそ 120MPa の水中衝撃波により衝撃成型を行った。硫化
処理には銅板いぶし液（株式会社アーテック製）を用い、硫化処
理保護のため耐水性ラッカーを吹付けた。同一の試料中、I.硫化処
理なし、II.硫化処理のみ、III.硫化処理後ラッカー吹付をそれぞれ
行い、比較用とした。耐久試験として、15 分間のハンズオンと手
指消毒の検討のため 70％エタノール水溶液拭き上げを 11 セッ
ト、15 分毎の拭き上げのみ、30 秒毎に同エタノール水溶液による
手指消毒を実施し、それぞれの面を HSL 色空間に変換し、硫化処
理の状態を評価した。 

 
研究成果： 

硫化処理の評価のため、彩度（S：Saturation）ならびに輝度（L：Lightness）を中心に比較した。硫化
（いぶし）前の輝度・彩度の分布は I～III 域で傾向が安定しており、ラッカー処理やハンズオンによる影響
もほぼ見られない。硫化処理の後は 15 分毎の 70％エタノール水溶液による拭き上げの影響はほぼ見られな
いが、30 秒毎の手指消毒は特に輝度の上昇傾向が見られる。色相（H：Hue）いぶし前は 350～0 度の銅板
の色に基づくと考えられる赤にほぼ安定しており、硫化処理後は 10％程度、120 度前後の補色が確認され
た。したがって長期間の展示によって緑青発生を伴う場合、120 度前後に偏りが生じることが予想される。 

今後、衝撃成形による原型の非破壊条件を明確化することで、衝撃成形標本を作製する際の原型選択判断
材料とし、展示の場での衝撃成形標本活用への一助としたい。 
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共共同同研研究究・・受受託託研研究究・・寄寄附附金金・・受受託託試試験験・・技技術術相相談談   

  

◎◎共共同同研研究究   民民間間企企業業等等（（地地方方公公共共団団体体、、各各種種特特殊殊法法人人等等をを含含むむ））かからら研研究究者者、、研研究究費費をを受受けけ入入れれ高高専専のの当当該該   

教教員員とと共共同同ししてて研研究究をを行行ううももののでですす。。   

民民間間等等共共同同研研究究員員をを受受けけ入入れれるる場場合合、、研研究究指指導導料料はは６６ヶヶ月月ににつつきき２２１１万万円円／／１１人人ととななりりまますす。。   

  
  
                                                                                    

共共同同研研究究申申しし込込みみ   
                                                          

受受けけ入入れれ決決定定通通知知書書   
                                                            

共共同同研研究究契契約約締締結結   
                                                              

研研究究費費納納付付   
                                                              

研研究究者者派派遣遣   
                                                              

共共同同研研究究完完了了通通知知書書   
                                                                                                                                                                                                                

沖沖縄縄高高専専                                                                                     民民間間企企業業等等   
  
  

◎◎受受託託研研究究     民民間間企企業業等等（（地地方方公公共共団団体体、、各各種種特特殊殊法法人人等等をを含含むむ））かからら委委託託をを受受けけてて行行うう研研究究でで、、ここれれにに要要すするる   

経経費費はは、、受受託託者者にに負負担担ししてていいたただだくくももののでですす。。   

  
  
  

受受託託研研究究申申しし込込みみ   
  

受受けけ入入れれ決決定定通通知知書書   
  

受受託託研研究究契契約約締締結結   
  

研研究究費費納納付付   
  

研研究究成成果果報報告告書書   
                                                                                                                                                                                                                          

沖沖縄縄高高専専                                                                                         民民間間企企業業等等   
  
  
◎◎寄寄附附金金     民民間間企企業業等等やや個個人人のの方方ななどどかからら本本校校のの学学術術研研究究やや教教育育のの充充実実のの奨奨励励、、支支援援をを目目的的ととししてて寄寄附附金金をを受受   

けけ入入れれてていいまますす。。ここのの寄寄附附金金はは、、本本校校のの教教育育・・研研究究のの充充実実、、発発展展にに重重要要なな役役割割をを果果たたししてていいまますす。。   
ななおお、、寄寄附附金金はは、、法法人人税税法法、、所所得得税税法法にによよるる税税制制上上のの優優遇遇措措置置ががううけけらられれまますす。。   

  
  
  
  
  

寄寄附附金金申申しし込込みみ   
  

寄寄附附金金受受入入通通知知書書   
  

寄寄附附金金のの納納付付   
    
                                                                                                                    
  
                              沖沖縄縄高高専専                                                                                           民民間間企企業業等等   

  
  

※※共共同同研研究究、、受受託託研研究究、、寄寄附附金金ににつついいててはは、、原原則則、、間間接接経経費費ををいいたただだいいてておおりりまますすののででごご了了承承くくだだささいい。。  
          
          

  ◎◎受受託託試試験験     沖沖縄縄高高専専がが、、企企業業等等かかららのの依依頼頼にによよりり試試験験、、分分析析等等をを実実施施しし､､そそのの結結果果をを報報告告ししまますす。。   

受受託託試試験験料料ににつついいててはは、、試試験験等等のの内内容容にに応応じじてて料料金金をを頂頂くくここととににななりりまますす。。   
        

  

  ◎◎技技術術相相談談   地地域域産産業業界界ととのの連連携携のの一一つつととししてて、、現現場場でで抱抱ええらられれてていいるる技技術術的的問問題題等等ににつついいててののごご相相談談をを受受   

けけ付付けけてておおりりまますす。。ごご相相談談はは、、地地域域連連携携研研究究推推進進セセンンタタ－－ににててごご相相談談内内容容をを検検討討ささせせてていいたただだきき、、   

ごご連連絡絡ししまますす。。   

  

  

◆◆共共同同研研究究・・受受託託研研究究・・寄寄附附金金・・受受託託試試験験・・技技術術相相談談ののおお問問合合せせ、、申申込込書書のの提提出出はは下下記記ままででよよろろししくく   

おお願願いいいいたたししまますす。。   
  

  
    おお問問合合せせ・・申申込込先先   
      沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校   総総務務課課   研研究究連連携携推推進進室室   
      ＴＴＥＥＬＬ：：００９９８８００－－５５５５－－４４００７７００  ＦＦＡＡＸＸ：：００９９８８００－－５５５５－－４４００１１２２   
      ＥＥ－－ｍｍａａｉｉ ｌｌ：：sskkrreennkkee ii@@ookkiinnaawwaa--cctt ..aacc .. jjpp  
  

  
詳詳ししくくはは沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校ホホーームムペペーージジ（（hhttttppss ::////wwwwww..ookk iinnaawwaa--cctt ..aacc .. jjpp））ををごご覧覧くくだだささいい。。   

（（申申込込書書のの様様式式等等ををダダウウンンロローードドででききまますす。。））   
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●●外外部部資資金金受受入入件件数数・・金金額額

（単位：千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

18 17,042 28 19,892 16 18,096 12 12,048 16 7,203

24 166,078 19 50,225 16 49,784 12 29,201 8 18,189

25 10,111 21 12,892 23 13,283 13 12,491 8 6,263

1 731 2 1,723 1 10,383 1 13,901 2 12,810

7 4,375 4 3,083 6 4,050 11 15,917 4 3,280

7 12,640 5 5,330 4 3,549 11 16,486 7 17,485

10 10,166 8 7,995 8 6,695 6 7,280 15 15,808

3 1,053 0 0 4 1,430 7 3,991 3 1,235

13 13,130 10 9,750 8 8,710 11 10,660 6 9,009

●●技技術術相相談談受受入入件件数数

平成３０年度

受託事業

受　　　入
外部資金名

平成２９年度 平成３０年度 令和２年度 令和３年度

共同研究

受託研究

寄　附 金

平成３１年度

研究助成金

科研費

代表
（新規採択課題）

代表
（継続課題）

分担
（新規採択課題）

分担
（継続課題）

37 28 26 19 34

平成２９年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度
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22002211 年年度度地地域域連連携携研研究究推推進進セセンンタターー事事業業報報告告  

 

１１．．地地域域社社会会ととのの連連携携・・交交流流のの推推進進ににつついいてて  

  

①①  第第 1177 回回沖沖縄縄高高専専フフォォーーララムム（（オオンンラライインン））のの開開催催  

2021 年 12 月 8日（水）に第 17 回沖縄高専フォーラムをオンライン開催しました。今回の沖

縄高専フォーラムでは『未来を見据えた沖縄高専の次世代人材育成』をテーマとし、社会で求

められるＤＸの重要性や取り組み方や、本校での教育研究活動についての講演を行いました。

また、コロナ過においても学びを止めることなく研究活動を行ってきた専攻科学生による研究

発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科学生の研究発表       地域連携研究推進センター長の閉会挨拶 

 

※講演の動画は「第 17回沖縄高専フォーラムポータルサイト」（外部サイト）より 

視聴することができます。 

 URL：https://www.fushigiame.jp/okinawakousen/  QR コード： 

 

 

 

②②  第第 4455 回回沖沖縄縄のの産産業業ままつつりりへへのの参参加加  

開催日：2021 年 10 月 23 日（土）～24日（日） 

場 所：ポータルサイト・オンライン開催、県内各会場 

内 容：学校紹介、研究シーズ、研究成果をポータルサイトに掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ポータルサイトで紹介した研究成果 

●●外外部部資資金金受受入入件件数数・・金金額額

（単位：千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

18 17,042 28 19,892 16 18,096 12 12,048 16 7,203

24 166,078 19 50,225 16 49,784 12 29,201 8 18,189

25 10,111 21 12,892 23 13,283 13 12,491 8 6,263

1 731 2 1,723 1 10,383 1 13,901 2 12,810

7 4,375 4 3,083 6 4,050 11 15,917 4 3,280

7 12,640 5 5,330 4 3,549 11 16,486 7 17,485

10 10,166 8 7,995 8 6,695 6 7,280 15 15,808

3 1,053 0 0 4 1,430 7 3,991 3 1,235

13 13,130 10 9,750 8 8,710 11 10,660 6 9,009

●●技技術術相相談談受受入入件件数数

平成３０年度

受託事業

受　　　入
外部資金名

平成２９年度 平成３０年度 令和２年度 令和３年度

共同研究

受託研究

寄　附 金

平成３１年度

研究助成金

科研費

代表
（新規採択課題）

代表
（継続課題）

分担
（新規採択課題）

分担
（継続課題）

37 28 26 19 34

平成２９年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度
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③③  第第 77 回回海海洋洋ロロボボッットトココンンペペテティィシショョンンのの開開催催  

開催日：2021 年 11 月 6日（土）、7日（日） 

場 所：宜野湾マリン支援センター、宜野湾新漁港 

内 容：海洋産業シンポジウムの開催。 

県内外大学、職業能力大学校等の学生が開発した海洋ロボットを、 

プレゼンテーションおよび実機競技（運動性能・技術性等）により評価。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

全国から 10 校の大学等、17 台のロボットが参加 

   

 

④④  技技術術相相談談会会のの実実施施  

本校では、企業等における技術的な課題を解決するため、本校の有する研究成果や技術的知

識を広く活用した技術相談会を実施しています。相談者に対する技術的な課題解決に向けての

支援及び相互の研究開発等の活性化を図るための技術指導・助言や情報交換を行っており、相

談者と本校の共同研究に発展するものや、相談者が抱える課題を本校で実施する授業等のテー

マとして取り上げ、学生が課題解決に取り組むものもあります。 

定期の技術相談会として、原則毎月第 3木曜日の午後に、沖縄県工業連合会（沖縄産業支援

センター6 階）において、2 社を対象として個別に開催しています。また、相談申込者の希望

日に合わせた、随時の技術相談会も受け付けています。 

これまで、多数の皆様に技術相談会にご参加いただき、相談者と本校教職員との間で活発な

意見交換がなされました。相談者が抱える様々な技術課題に関して、連携により課題が解決さ

れるよう取り組んでおりますので、ぜひ技術相談会をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校での技術相談            企業を訪問しての技術相談 
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２２．．沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校産産学学連連携携協協力力会会ととのの連連携携ににつついいてて  

  

①①  22002211 年年度度沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校産産学学連連携携協協力力会会理理事事会会・・総総会会  

【理事会】開催日：2021 年 4 月 15 日（木） 場所：ロワジールホテル那覇 

【総 会】開催期間：2021 年 4 月 26 日（月）～5月 14 日（金） ※書面決議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         理事会の様子           進行を行う古波津昇会長 

  

②②  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校業業界界研研究究会会（（オオンンラライインン開開催催））へへのの参参加加  

開催日：2021 年 11 月 30 日（火）、12月 1 日（水）  

  対象：本校 4 年次学生（他学年次は希望者のみ参加） 

  参加企業数：113 社（内、産学連携協力会員企業 23 社） 

 

本校主催の業界研究会に産学連携協力会員企業が参加しました。今回で 3 度目の開催とな

りましたが、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、両日

とも Teams を利用したオンライン開催となりました。参加した会員企業より、各業界や会社

概要等の説明が行われ、学生の職業意識の高揚に資すると共に本会の理解促進を図る良い機

会となりました。 

  

業界研究会に参加した産学連携協力会員企業： 

・琉球セメント株式会社  ・株式会社りゅうせき      ・株式会社阪技 

   ・琉球放送株式会社    ・大同火災海上保険株式会社   ・株式会社沖縄銀行 

   ・沖縄電力株式会社    ・株式会社国際システム     ・株式会社 RKKCS 

   ・株式会社琉球銀行    ・沖縄セルラー電話株式会社   ・I-PEX 株式会社 

   ・日東電工株式会社    ・株式会社沖縄環境保全研究所  ・株式会社リウコム 

・株式会社ヴィッツ沖縄  ・沖縄通信ネットワーク株式会社 ・オキコ株式会社 

・BBSakura Networks 株式会社     ・株式会社アクセルエンターメディア   

・富士通クラウドテクノロジーズ株式会社 ・金秀グループ   ・拓南グループ   

 

 

 

 

 

 

③③  第第 77回回海海洋洋ロロボボッットトココンンペペテティィシショョンンのの開開催催  

開催日：2021 年 11 月 6日（土）、7日（日） 

場 所：宜野湾マリン支援センター、宜野湾新漁港 

内 容：海洋産業シンポジウムの開催。 

県内外大学、職業能力大学校等の学生が開発した海洋ロボットを、 

プレゼンテーションおよび実機競技（運動性能・技術性等）により評価。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

全国から 10 校の大学等、17 台のロボットが参加 

   

 

④④  技技術術相相談談会会のの実実施施  

本校では、企業等における技術的な課題を解決するため、本校の有する研究成果や技術的知

識を広く活用した技術相談会を実施しています。相談者に対する技術的な課題解決に向けての

支援及び相互の研究開発等の活性化を図るための技術指導・助言や情報交換を行っており、相

談者と本校の共同研究に発展するものや、相談者が抱える課題を本校で実施する授業等のテー

マとして取り上げ、学生が課題解決に取り組むものもあります。 

定期の技術相談会として、原則毎月第 3木曜日の午後に、沖縄県工業連合会（沖縄産業支援

センター6 階）において、2 社を対象として個別に開催しています。また、相談申込者の希望

日に合わせた、随時の技術相談会も受け付けています。 

これまで、多数の皆様に技術相談会にご参加いただき、相談者と本校教職員との間で活発な

意見交換がなされました。相談者が抱える様々な技術課題に関して、連携により課題が解決さ

れるよう取り組んでおりますので、ぜひ技術相談会をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校での技術相談            企業を訪問しての技術相談 
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③③  KKOOSSEENN  EEXXPPOO へへのの参参加加  

  2021 年 10 月 20 日（水）、21 日（木）にオンライン開催された国立高等専門学校機構主催

「KOSEN EXPO」に、本校教員が発表参加し、産学連携協力会員企業 5 社が展示参加しました。  

本イベントは「研究・教育の成果の社会実装を目指す高専」と「高専の技術・アイデアを活

用した課題解決を目指す企業等」との連携（マッチング）を目的としたものであり、特設ホー

ムページにて約 7,600 名（約 3,600 名は高専生）が聴講しました。展示参加した企業は、事業

内容や高専と一緒に取り組みたいこと、高専生へのメッセージ等を全国の聴講者に向けて情報

発信しました。 

 

KOSEN EXPO に参加した産学連携協力会員企業： 

・BBSakura Networks 株式会社 

・株式会社ヴィッツ沖縄 

・株式会社ベアック沖縄 

・株式会社 RKKCS 

・I-PEX 株式会社 

 

 

 

 

 

３３．．研研究究成成果果のの公公表表ににつついいてて  

  「地域連携研究推進センター報 2021」を発行し、本校教職員の研究シーズおよび研究成果の

公表を行い、共同研究等の受け入れに努めました。 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

研究シーズを掲載 
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沖縄工業高等専門学校 

産学連携協力会について 
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究
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等
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て

地
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連
携
研
究
推
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事
業
報
告

産
学
連
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て





●●  沖沖縄縄工工業業高高等等専専門門学学校校産産学学連連携携協協力力会会ににつついいてて  
沖縄県内の経済・産業界を中心に、本校の教育・研究活動を側面より支援するとともに、本県産学間の

共同研究を推進し、産業振興に寄与することを目的に「沖縄工業高等専門学校産学連携協力会」を設置し
ています。令和 5 年 2 月 1 現在、県内外の 115 の企業、団体会員及び 24 の個人会員で組織しています。 
 
●●  22002211 年年度度産産学学連連携携協協力力会会活活動動実実績績  
・沖縄高専フォーラムの共催 
 本校の教育研究活動に携わる関係者に、本校の取り組みを紹介するとともに、本校教職員、学生の日頃

の研究成果を発表する沖縄高専フォーラムを本校と共同で開催しました。 
 
・業界研究会への参加 
 企業による業界、会社概要等の説明を通して、本校学生の職業意識の高揚に資するとともに、各業界、

企業の理解促進を図ることを目的とした本校主催の業界研究会に会員企業 23 社が参加しました。 
 
・教育研究活動に対する経済的支援 
 ① 地域連携研究推進センター報発行費の支援 
 ② 沖縄の産業まつり出展費の支援 
 ③ 学生課外活動（ロボコン）製作費の支援 
 
・公益社団法人沖縄県工業連合会発行「工連ニュース」での広報活動 
 月１回発行の「工連ニュース」に、本校の教育研究活動の成果やイベント情報を寄稿しました。 
 

 
※本校メディア棟１階に産学連携協力会会員名簿のプレートを設置しています 

 

 

③③  KKOOSSEENN  EEXXPPOOへへのの参参加加  

  2021 年 10 月 20 日（水）、21 日（木）にオンライン開催された国立高等専門学校機構主催

「KOSEN EXPO」に、本校教員が発表参加し、産学連携協力会員企業 5 社が展示参加しました。  

本イベントは「研究・教育の成果の社会実装を目指す高専」と「高専の技術・アイデアを活

用した課題解決を目指す企業等」との連携（マッチング）を目的としたものであり、特設ホー

ムページにて約 7,600 名（約 3,600 名は高専生）が聴講しました。展示参加した企業は、事業

内容や高専と一緒に取り組みたいこと、高専生へのメッセージ等を全国の聴講者に向けて情報

発信しました。 

 

KOSEN EXPO に参加した産学連携協力会員企業： 

・BBSakura Networks 株式会社 

・株式会社ヴィッツ沖縄 

・株式会社ベアック沖縄 

・株式会社 RKKCS 

・I-PEX 株式会社 

 

 

 

 

 

３３．．研研究究成成果果のの公公表表ににつついいてて  

  「地域連携研究推進センター報 2021」を発行し、本校教職員の研究シーズおよび研究成果の

公表を行い、共同研究等の受け入れに努めました。 
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人
材

育
成

事
業

、
イ

ベ
ン

ト
推

進
事

業
、

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
振

興
事

業
　

他

沖
縄

経
済

同
友

会

経
済

団
体

（
建

設
産

業
の

振
興

）

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
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●●
沖沖

縄縄
工工

業業
高高

等等
専専

門門
学学

校校
産産

学学
連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

豊
見

城
市

字
豊

崎
1
-
4
1
1
（

ト
ミ

ト
ン

内
）

読
谷

村
字

座
喜

味
2
8
2
2
番

地
の

3

西
原

町
字

幸
地

3
7
1

糸
満

市
西

崎
町

5
-
2
-
2

南
城

市
知

念
山

里
9
2
6
番

地

那
覇

市
港

町
2
-
8
-
9

沖
縄

県
名

護
市

大
中

5
丁

目
3
－

3

浦
添

市
牧

港
1
-
6
5
-
1

う
る

ま
市

与
那

城
宮

城
2
7
6
8

う
る

ま
市

字
田

場
7
0
8
-
1

糸
満

市
西

崎
町

4
丁

目
9
番

地

う
る

ま
市

字
昆

布
1
4
5
5

浦
添

市
牧

港
5
丁

目
2
番

1
号

浦
添

市
西

洲
2
-
2
-
3

那
覇

市
安

謝
1
-
2
3
-
8

沖
縄

市
海

邦
町

3
番

2
6

中
城

村
字

伊
舎

堂
3
5
4
-
4

西
原

町
字

小
那

覇
9
5
8

食
品

製
造

販
売

業

オ
キ

コ
株

式
会

社

ビ
ー

ル
等

の
製

造
販

売
、

清
涼

飲
料

水
の

販
売

(
健

康
茶

な
ど

）

沖
縄

ハ
ム

総
合

食
品

株
式

会
社

オ
リ

オ
ン

ビ
ー

ル
株

式
会

社

沖
縄

豆
腐

製
造

販
売

沖
縄

県
酒

造
組

合

株
式

会
社

な
か

む
ら

食
品

パ
ン

・
和

洋
食

・
麺

・
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
製

造
販

売
、

干
菓

子
・

食
品

、
ド

リ
ン

ク
類

の
仕

入
販

売

金
秀

バ
イ

オ
株

式
会

社
ア

ガ
リ

ス
ク

、
ウ

コ
ン

、
フ

コ
イ

ダ
ン

を
主

と
し

た
健

康
食

品
の

製
造

販
売

製
造

業
観

光
製

塩
工

場

製
造

業
、

牛
乳

、
乳

製
品

の
製

造
、

販
売

株
式

会
社

ぬ
ち

ま
ー

す

沖
縄

明
治

乳
業

株
式

会
社

泡
盛

製
造

業
団

体
組

合

株
式

会
社

沖
食

商
事

　
名

護
支

店
米

穀
卸

売
業

、
米

穀
類

、
お

こ
め

券
、

食
用

油
、

大
豆

等
の

販
売

電
気

事
業

株
式

会
社

り
ゅ

う
せ

き

苛
性

ソ
ー

ダ
、

合
成

塩
酸

、
そ

の
他

製
造

沖
縄

電
力

株
式

会
社

昭
和

化
学

工
業

株
式

会
社

総
合

家
庭

紙
製

品
の

製
造

販
売

総
合

紙
器

株
式

会
社

段
ボ

ー
ル

製
造

業

昭
和

製
紙

株
式

会
社

鉄
骨

工
事

及
び

機
械

器
具

の
製

作
並

び
に

取
付

工
事

に
関

す
る

業
務

、
各

種
鉄

線
の

製
造

及
び

販
売

、
各

種
鋼

管
の

製
造

及
び

販
売

、
溶

融
亜

鉛
鍍

金
加

工

沖
縄

鋳
鉄

工
業

株
式

会
社

鉄
鋼

業
、

建
設

資
材

（
各

種
異

形
棒

鋼
）

製
造

・
販

売

拓
南

製
作

所
株

式
会

社

拓
南

製
鐵

株
式

会
社

石
油

類
及

び
液

化
石

油
ガ

ス
の

卸
・

直
売

　
他

株
式

会
社

オ
カ

ノ
各

種
高

圧
ガ

ス
販

売
・

設
備

、
防

・
消

化
設

備
工

事
及

び
保

安
点

検
、

自
動

車
発

電
器

整
備

、
医

療
施

設
、

Ｌ
Ｐ

Ｇ
設

備
の

設
計

施
工

保
守

点
検

　
他

鋳
物

製
品

の
製

造
販

売
（

上
下

水
道

用
鉄

蓋
）
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●●
沖沖

縄縄
工工

業業
高高

等等
専専

門門
学学

校校
産産

学学
連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

西
原

町
字

小
那

覇
9
0
1

浦
添

市
西

洲
2
-
2
-
2

南
城

市
大

里
字

古
堅

1
2
0
6
番

地
3

那
覇

市
港

町
2
-
1
4
-
1

那
覇

市
港

町
2
-
1
4
-
1

那
覇

市
安

謝
6
2
0
番

地

名
護

市
港

2
-
6
-
5
　

3
Ｆ

沖
縄

市
美

里
6
-
5
-
1

沖
縄

市
中

央
３

丁
目

2
1
番

5
号

　
2
0
3

名
護

市
宇

茂
佐

1
7
0
3
番

地
3
3

沖
縄

県
那

覇
市

首
里

石
嶺

町
3
丁

目
8
番

地
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
3
-
1

久
茂

地
セ

ン
ト

ラ
ル

ビ
ル

4
Ｆ

那
覇

市
字

識
名

1
2
7
9

名
護

市
辺

野
古

9
1
3
-
1

西
原

町
小

那
覇

1
2
1
5

う
る

ま
市

勝
連

南
風

原
5
1
9
3
-
5
0

名
護

市
屋

部
4
6
8
-
1

那
覇

市
松

山
一

丁
目

2
番

1
号

沖
縄

セ
ル

ラ
ー

ビ
ル

生
コ

ン
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

全
般

製
造

販
売

沖
縄

県
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
業

組
合

セ
メ

ン
ト

及
び

セ
メ

ン
ト

製
品

の
製

造
販

売
、

石
灰

石
の

採
掘

販
売

、
住

宅
不

動
産

販
売

、
食

品
開

発
（

豆
腐

蓉
の

製
造

）

株
式

会
社

技
建

琉
球

セ
メ

ン
ト

株
式

会
社

日
乃

出
鉄

工
株

式
会

社
建

設
業

、
機

械
器

具
設

置

土
木

一
式

、
建

築
一

式

株
式

会
社

仲
本

工
業

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

製
造

販
売

株
式

会
社

屋
部

土
建

沖
縄

テ
ク

ノ
ク

リ
ー

ト
株

式
会

社

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

造
業

に
関

す
る

指
導

及
び

教
育

沖
縄

県
生

コ
ン

ク
リ

―
ト

協
同

組
合

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
共

同
販

売

空
調

、
衛

生
、

浄
化

槽
工

事
、

水
処

理
装

置
、

浄
化

槽
保

守
点

検
業

務

沖
縄

菱
電

ビ
ル

シ
ス

テ
ム

株
式

会
社

総
業

建
設

業

沖
縄

水
質

改
良

株
式

会
社

株
式

会
社

東
開

発

建
築

・
土

木
・

鋼
構

造
物

を
主

体
と

す
る

総
合

建
設

業

株
式

会
社

開
邦

工
業

ご
み

処
理

施
設

、
清

掃
施

設
、

運
転

維
持

管
理

、
土

木
、

管
工

事
等

総
業

印
刷

業

株
式

会
社

ベ
ア

ッ
ク

沖
縄

建
設

業
、

造
園

土
木

工
事

、
ビ

ル
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

丸
正

印
刷

株
式

会
社

株
式

会
社

仲
嶺

造
園

土
木

機
械

器
具

設
置

工
事

、
各

種
ビ

ル
設

備
、

警
備

保
安

等
ビ

ル
総

合
管

理
、

運
営

及
び

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

光
エ

ン
ジ

ニ
ア

厨
房

、
施

工
、

販
売

、
修

理

電
気

通
信

事
業

法
に

基
づ

く
第

一
種

電
気

通
信

事
業

O
T
N
e
t
株

式
会

社

工
作

機
械

の
設

計
、

制
作

医
療

法
人

琉
心

会
　

勝
山

病
院

医
療

・
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
、

病
院

・
介

護
老

人
保

健
施

設
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●●
沖沖

縄縄
工工

業業
高高

等等
専専

門門
学学

校校
産産

学学
連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

浦
添

市
沢

岻
2
丁

目
1
7
番

1
号

那
覇

市
久

茂
地

1
-
7
-
1
　

1
1
Ｆ

那
覇

市
壷

川
3
-
2
-
4
　

拓
南

ビ
ル

1
F

名
護

市
豊

原
1
9
5
-
3
　

み
ら

い
2
号

館

う
る

ま
市

字
州

崎
1
4
-
1
7
　

Ｉ
Ｔ

津
梁

パ
ー

ク
内

那
覇

市
松

山
1
丁

目
2
番

1
号

　
　

沖
縄

セ
ル

ラ
ー

ビ
ル

8
Ｆ

う
る

ま
市

洲
崎

7
-
1
1

那
覇

市
久

茂
地

2
-
3
-
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
1
1
-
1

那
覇

市
久

茂
地

3
-
1
0
-
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
1
2
-
1

那
覇

市
松

尾
1
-
2
-
3

豊
見

城
市

字
与

根
4
9
1
-
2
　

2
階

西
原

町
字

小
那

覇
6
2
8
番

地
1

沖
縄

市
字

登
川

3
4
1
0
-
1

那
覇

市
小

禄
1
8
3
1
-
1

名
護

市
港

2
-
3
-
1

宜
野

湾
市

大
山

3
-
3
-
9

情
報

処
理

サ
ー

ビ
ス

業
、

Ｏ
Ａ

機
器

用
品

販
売

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
販

売
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

保
守

・
修

理
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

株
式

会
社

リ
ウ

コ
ム

株
式

会
社

オ
ー

シ
ー

シ
ー

オ
リ

ジ
ナ

ル
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

、
販

売
、

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

バ
ー

運
用

管
理

業
務

沖
縄

セ
ル

ラ
ー

電
話

株
式

会
社

情
報

通
信

産
業

、
シ

ス
テ

ム
開

発
、

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
事

業

株
式

会
社

レ
キ

サ
ス

ク
オ

リ
サ

イ
ト

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ズ
株

式
会

社

情
報

処
理

サ
ー

ビ
ス

業
、

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

事
業

、
シ

ス
テ

ム
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
関

連
事

業

株
式

会
社

国
際

シ
ス

テ
ム

情
報

処
理

サ
ー

ビ
ス

業
、

シ
ス

テ
ム

開
発

、
シ

ス
テ

ム
保

守
、

機
器

販
売

　
他

金
融

サ
ー

ビ
ス

業

株
式

会
社

沖
縄

銀
行

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
放

送

株
式

会
社

琉
球

銀
行

琉
球

放
送

株
式

会
社

電
気

通
信

事
業

（
携

帯
電

話
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）

株
式

会
社

沖
縄

環
境

保
全

研
究

所
計

量
証

明
事

業
、

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
環

境
計

測
、

作
業

環
境

、
各

種
測

定
分

析
　

他

旅
行

業
、

レ
ン

タ
カ

ー
業

沖
縄

N
X
エ

ア
カ

ー
ゴ

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

沖
縄

ツ
ー

リ
ス

ト
株

式
会

社

金
融

サ
ー

ビ
ス

業

大
同

火
災

海
上

保
険

株
式

会
社

自
動

車
保

険
、

火
災

保
険

、
傷

害
保

険
、

海
上

保
険

、
そ

の
他

、
損

害
保

険
全

般

株
式

会
社

沖
縄

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

沖
縄

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

の
建

設
及

び
管

理
・

運
営

に
関

す
る

事
業

、
会

議
室

、
研

修
室

等
施

設
の

貸
借

に
関

す
る

事
業

、
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
こ

と

不
動

産
賃

貸
業

　
他

沖
縄

県
医

療
廃

棄
物

事
業

協
同

組
合

産
業

廃
棄

物
処

理
、

医
療

廃
棄

物
を

中
心

に
産

業
廃

棄
物

の
中

間
処

理
（

焼
却

・
中

和
）

と
フ

ロ
ン

の
破

壊
処

理
、

適
正

処
理

指
導

送
業

、
航

空
貨

物
運

送
、

宅
配

便
、

引
越

　
他

新
中

糖
産

業
株

式
会

社

卸
・

小
売

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
・

電
子

部
品

販
売

ビ
ル

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業

株
式

会
社

沖
縄

電
子

北
沖

縄
ビ

ル
管

理
株

式
会

社

●●
沖沖

縄縄
工工

業業
高高

等等
専専

門門
学学

校校
産産

学学
連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

西
原

町
字

小
那

覇
9
0
1

浦
添

市
西

洲
2
-
2
-
2

南
城

市
大

里
字

古
堅

1
2
0
6
番

地
3

那
覇

市
港

町
2
-
1
4
-
1

那
覇

市
港

町
2
-
1
4
-
1

那
覇

市
安

謝
6
2
0
番

地

名
護

市
港

2
-
6
-
5
　

3
Ｆ

沖
縄

市
美

里
6
-
5
-
1

沖
縄

市
中

央
３

丁
目

2
1
番

5
号

　
2
0
3

名
護

市
宇

茂
佐

1
7
0
3
番

地
3
3

沖
縄

県
那

覇
市

首
里

石
嶺

町
3
丁

目
8
番

地
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
3
-
1

久
茂

地
セ

ン
ト

ラ
ル

ビ
ル

4
Ｆ

那
覇

市
字

識
名

1
2
7
9

名
護

市
辺

野
古

9
1
3
-
1

西
原

町
小

那
覇

1
2
1
5

う
る

ま
市

勝
連

南
風

原
5
1
9
3
-
5
0

名
護

市
屋

部
4
6
8
-
1

那
覇

市
松

山
一

丁
目

2
番

1
号

沖
縄

セ
ル

ラ
ー

ビ
ル

生
コ

ン
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

全
般

製
造

販
売

沖
縄

県
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
業

組
合

セ
メ

ン
ト

及
び

セ
メ

ン
ト

製
品

の
製

造
販

売
、

石
灰

石
の

採
掘

販
売

、
住

宅
不

動
産

販
売

、
食

品
開

発
（

豆
腐

蓉
の

製
造

）

株
式

会
社

技
建

琉
球

セ
メ

ン
ト

株
式

会
社

日
乃

出
鉄

工
株

式
会

社
建

設
業

、
機

械
器

具
設

置

土
木

一
式

、
建

築
一

式

株
式

会
社

仲
本

工
業

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

製
造

販
売

株
式

会
社

屋
部

土
建

沖
縄

テ
ク

ノ
ク

リ
ー

ト
株

式
会

社

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

造
業

に
関

す
る

指
導

及
び

教
育

沖
縄

県
生

コ
ン

ク
リ

―
ト

協
同

組
合

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
共

同
販

売

空
調

、
衛

生
、

浄
化

槽
工

事
、

水
処

理
装

置
、

浄
化

槽
保

守
点

検
業

務

沖
縄

菱
電

ビ
ル

シ
ス

テ
ム

株
式

会
社

総
業

建
設

業

沖
縄

水
質

改
良

株
式

会
社

株
式

会
社

東
開

発

建
築

・
土

木
・

鋼
構

造
物

を
主

体
と

す
る

総
合

建
設

業

株
式

会
社

開
邦

工
業

ご
み

処
理

施
設

、
清

掃
施

設
、

運
転

維
持

管
理

、
土

木
、

管
工

事
等

総
業

印
刷

業

株
式

会
社

ベ
ア

ッ
ク

沖
縄

建
設

業
、

造
園

土
木

工
事

、
ビ

ル
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

丸
正

印
刷

株
式

会
社

株
式

会
社

仲
嶺

造
園

土
木

機
械

器
具

設
置

工
事

、
各

種
ビ

ル
設

備
、

警
備

保
安

等
ビ

ル
総

合
管

理
、

運
営

及
び

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

光
エ

ン
ジ

ニ
ア

厨
房

、
施

工
、

販
売

、
修

理

電
気

通
信

事
業

法
に

基
づ

く
第

一
種

電
気

通
信

事
業

O
T
N
e
t
株

式
会

社

工
作

機
械

の
設

計
、

制
作

医
療

法
人

琉
心

会
　

勝
山

病
院

医
療

・
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
、

病
院

・
介

護
老

人
保

健
施

設
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業業
・・

団団
体体

会会
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（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

名
護

市
宇

茂
佐

1
5
3
3
番

地

那
覇

市
西

2
-
1
5
-
1

沖
縄

市
字

登
川

3
3
2
0
-
1

那
覇

市
西

3
-
8
-
2
1

名
護

市
港

2
丁

目
6
番

5
号

那
覇

市
西

3
-
2
-
1

那
覇

市
宮

城
1
丁

目
1
3
番

9
号

名
護

市
城

2
丁

目
1
番

2
1
号

う
る

ま
市

字
川

田
3
3
0
番

地
の

1

浦
添

市
伊

祖
5
-
1
4
-
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
7
-
1

琉
球

リ
ー

ス
総

合
ビ

ル
5
Ｆ

南
城

市
大

里
字

大
城

5
3
8
番

地
の

8

名
護

市
字

安
部

1
5
6
番

地
2

沖
縄

市
上

地
1
2
-
1
0
-
1

宜
野

湾
市

大
山

3
丁

目
1
1
-
3
2

名
護

市
大

南
4
-
1
1
-
1
3

熊
本

市
西

区
春

日
3
丁

目
1
5
番

6
0
号

J
R
熊

本
白

川
ビ

ル
1
1
F

大
阪

市
北

区
西

天
満

3
丁

目
1
番

6
号

辰
野

西
天

満
ビ

ル
3
階

情
報

サ
ー

ビ
ス

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
）

平
成

フ
ァ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

株
式

会
社

シ
ス

テ
ム

開
発

食
品

酒
類

卸
売

業

株
式

会
社

R
K
K
C
S

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
事

業
、

次
世

代
人

材
育

成
事

業
、

戦
略

投
資

事
業

株
式

会
社

崎
浜

商
店

琉
球

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

株
式

会
社

ホ
テ

ル
業

・
ゴ

ル
フ

場
運

営
・

リ
ゾ

ー
ト

開
発

・
不

動
産

販
売

・
料

理
飲

食
業

・
レ

ジ
ャ

ー
業

・
そ

の
他

付
帯

事
業

コ
ザ

信
用

金
庫

金
融

サ
ー

ビ
ス

業

電
気

製
品

製
造

株
式

会
社

カ
ヌ

チ
ャ

ベ
イ

リ
ゾ

ー
ト

定
期

航
空

運
送

事
業

、
不

定
期

航
空

運
送

事
業

、
航

空
機

使
用

事
業

、
そ

の
他

附
帯

事
業

株
式

会
社

大
成

全
日

本
空

輸
株

式
会

社
沖

縄
支

店

製
糖

業

沖
縄

コ
カ

・
コ

ー
ラ

ボ
ト

リ
ン

グ
株

式
会

社
清

涼
飲

料
水

製
造

・
販

売

ガ
ス

販
売

、
石

油
販

売
、

飲
食

店
、

Ｅ
Ｃ

Ｏ
事

業
、

保
険

関
係

ゆ
が

ふ
製

糖
株

式
会

社

普
通

印
刷

（
軽

印
刷

、
お

不
設

置
、

活
版

印
刷

）
、

頁
物

、
小

冊
子

等
、

カ
ラ

ー
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
、

伝
票

等

株
式

会
社

山
浩

商
事

株
式

会
社

国
際

印
刷

宿
泊

、
宴

会
、

ブ
ラ

イ
ダ

ル

株
式

会
社

ロ
ワ

ジ
ー

ル
・

ホ
テ

ル
ズ

沖
縄

ホ
テ

ル
・

サ
ー

ビ
ス

業

一
般

用
電

気
工

作
物

の
調

査
及

び
自

家
用

電
気

設
備

の
保

安
管

理
業

務
、

並
び

に
電

気
の

使
用

安
全

に
関

す
る

啓
蒙

、
周

知

株
式

会
社

ゆ
が

ふ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス

産
業

廃
棄

物
処

理
業

一
般

財
団

法
人

沖
縄

電
気

保
安

協
会

株
式

会
社

環
境

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

旅
客

自
動

車
運

送

沖
縄

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

特
機

株
式

会
社

機
器

の
販

売
並

び
設

計
、

積
算

、
施

工
、

施
工

管
理

、
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
、

保
守

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

株
式

会
社

北
部

観
光

バ
ス
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沖沖
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学学

校校
産産
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連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

東
京

都
千

代
田

区
神

田
司

町
2
-
7
-
2

ミ
レ

ー
ネ

神
田

P
R
E
X
2
F

豊
見

城
市

真
玉

橋
1
4
6
番

地
　

コ
モ

ド
ハ

ウ
ス

Ｋ
1
0
2
号

う
る

ま
市

勝
連

南
風

原
5
1
9
2
-
4
2

那
覇

市
お

も
ろ

ま
ち

1
丁

目
2
番

2
6
号

大
阪

府
茨

木
市

下
穂

積
1
丁

目
1
番

2
号

那
覇

市
字

大
嶺

2
6
0
番

地

う
る

ま
市

州
崎

1
2
-
5
8

愛
知

県
碧

南
市

玉
津

浦
町

3
番

地

沖
縄

県
う

る
ま

市
勝

連
南

風
原

5
1
9
2
番

地
5

那
覇

市
泉

崎
1
-
2
0
-
1
　

カ
フ

ー
ナ

旭
橋

A
街

区
　

3
階

兵
庫

県
高

砂
市

荒
井

町
東

本
町

1
9
-
2
3

大
阪

府
枚

方
市

春
日

野
1
-
1
1
-
2
7

東
京

都
大

田
区

羽
田

空
港

3
丁

目
5
番

1
0
号

豊
見

城
市

豊
崎

3
-
5
9
　

ト
ヨ

プ
ラ

3
F

那
覇

市
松

山
2
-
1
-
1
2
　

合
人

社
那

覇
ビ

ル
6
階

那
覇

市
銘

苅
2
丁

目
3
-
1

メ
カ

ル
ヨ

ン
ゴ

（
な

は
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
）

4
1
2

う
る

ま
市

勝
連

南
風

原
5
1
9
4
-
6
1

東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
７

丁
目

2
0
-
1

超
低

公
害

焼
却

炉
チ

リ
メ

ー
サ

ー
シ

リ
ー

ズ
の

開
発

、
及

び
製

造
・

販
売

沖
縄

振
興

開
発

金
融

公
庫

政
策

金
融

機
関

水
中

通
信

機
器

及
び

関
連

す
る

機
器

の
研

究
・

開
発

、
製

造
・

販
売

情
報

処
理

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

ト
マ

ス
技

術
研

究
所

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
脆

弱
性

診
断

株
式

会
社

沖
縄

海
洋

工
機

開
発

株
式

会
社

イ
エ

ラ
エ

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

各
種

流
量

計
測

機
器

製
造

伊
藤

忠
製

糖
株

式
会

社
砂

糖
及

び
糖

類
の

製
造

販
売

航
空

機
の

整
備

、
修

理
お

よ
び

改
造

沖
縄

東
京

計
装

株
式

会
社

高
分

子
合

成
技

術
を

ベ
ー

ス
に

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
か

ら
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
ま

で
様

々
な

業
界

に
約

1
3
,
5
0
0
種

の
製

品
を

提
供

す
る

総
合

部
材

メ
ー

カ
ー

M
R
O
 
J
a
p
a
n
株

式
会

社

日
東

電
工

株
式

会
社

原
動

機
（

タ
ー

ビ
ン

）
設

計
、

発
電

プ
ラ

ン
ト

の
計

画
、

3
D
設

計
・

開
発

、
生

産
技

術
、

品
質

管
理

、
シ

ス
テ

ム
開

発
、

複
写

株
式

会
社

太
陽

機
械

製
作

所
精

密
産

業
用

機
械

　
設

計
・

製
作

定
期

及
び

不
定

期
航

空
運

送
事

業
、

航
空

機
整

備
事

業
、

そ
の

他
の

事
業

株
式

会
社

阪
技

産
業

機
械

用
精

密
部

品
の

製
造

日
本

ト
ラ

ン
ス

オ
ー

シ
ャ

ン
航

空
株

式
会

社

株
式

会
社

ア
イ

セ
ル

沖
縄

i
D
C
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
、

ク
ラ

ウ
ド

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

、
W
e
b
シ

ス
テ

ム
開

発
業

務
/
シ

ス
テ

ム
保

守
業

務

株
式

会
社

ヴ
ィ

ッ
ツ

沖
縄

・
組

込
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
、

検
証

業
務

　
・

H
M
I
開

発
、

検
証

業
務

　
・

組
込

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
証

業
務

　
・

研
究

事
業

コ
ネ

ク
タ

及
び

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

機
構

部
品

事
業

、
自

動
車

電
装

・
関

連
部

品
事

業
、

半
導

体
設

備
及

び
そ

の
他

の
事

業

株
式

会
社

ア
ク

セ
ル

エ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
ア

総
合

ビ
ル

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業

I
-
P
E
X
株

式
会

社
　

沖
縄

オ
フ

ィ
ス

A
N
A
ス

カ
イ

ビ
ル

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

・
電

気
通

信
事

業

ア
イ

ソ
レ

ー
タ

製
造

・
販

売

B
B
S
a
k
u
r
a
 
N
e
t
w
o
r
k
s
株

式
会

社

株
式

会
社

S
K
A
N
 
J
A
P
A
N
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携携
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力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

名
護

市
宇

茂
佐

1
5
3
3
番

地

那
覇

市
西

2
-
1
5
-
1

沖
縄

市
字

登
川

3
3
2
0
-
1

那
覇

市
西

3
-
8
-
2
1

名
護

市
港

2
丁

目
6
番

5
号

那
覇

市
西

3
-
2
-
1

那
覇

市
宮

城
1
丁

目
1
3
番

9
号

名
護

市
城

2
丁

目
1
番

2
1
号

う
る

ま
市

字
川

田
3
3
0
番

地
の

1

浦
添

市
伊

祖
5
-
1
4
-
1

那
覇

市
久

茂
地

1
-
7
-
1

琉
球

リ
ー

ス
総

合
ビ

ル
5
Ｆ

南
城

市
大

里
字

大
城

5
3
8
番

地
の

8

名
護

市
字

安
部

1
5
6
番

地
2

沖
縄

市
上

地
1
2
-
1
0
-
1

宜
野

湾
市

大
山

3
丁

目
1
1
-
3
2

名
護

市
大

南
4
-
1
1
-
1
3

熊
本

市
西

区
春

日
3
丁

目
1
5
番

6
0
号

J
R
熊

本
白

川
ビ

ル
1
1
F

大
阪

市
北

区
西

天
満

3
丁

目
1
番

6
号

辰
野

西
天

満
ビ

ル
3
階

情
報

サ
ー

ビ
ス

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
）

平
成

フ
ァ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

株
式

会
社

シ
ス

テ
ム

開
発

食
品

酒
類

卸
売

業

株
式

会
社

R
K
K
C
S

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
事

業
、

次
世

代
人

材
育

成
事

業
、

戦
略

投
資

事
業

株
式

会
社

崎
浜

商
店

琉
球

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

株
式

会
社

ホ
テ

ル
業

・
ゴ

ル
フ

場
運

営
・

リ
ゾ

ー
ト

開
発

・
不

動
産

販
売

・
料

理
飲

食
業

・
レ

ジ
ャ

ー
業

・
そ

の
他

付
帯

事
業

コ
ザ

信
用

金
庫

金
融

サ
ー

ビ
ス

業

電
気

製
品

製
造

株
式

会
社

カ
ヌ

チ
ャ

ベ
イ

リ
ゾ

ー
ト

定
期

航
空

運
送

事
業

、
不

定
期

航
空

運
送

事
業

、
航

空
機

使
用

事
業

、
そ

の
他

附
帯

事
業

株
式

会
社

大
成

全
日

本
空

輸
株

式
会

社
沖

縄
支

店

製
糖

業

沖
縄

コ
カ

・
コ

ー
ラ

ボ
ト

リ
ン

グ
株

式
会

社
清

涼
飲

料
水

製
造

・
販

売

ガ
ス

販
売

、
石

油
販

売
、

飲
食

店
、

Ｅ
Ｃ

Ｏ
事

業
、

保
険

関
係

ゆ
が

ふ
製

糖
株

式
会

社

普
通

印
刷

（
軽

印
刷

、
お

不
設

置
、

活
版

印
刷

）
、

頁
物

、
小

冊
子

等
、

カ
ラ

ー
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
、

伝
票

等

株
式

会
社

山
浩

商
事

株
式

会
社

国
際

印
刷

宿
泊

、
宴

会
、

ブ
ラ

イ
ダ

ル

株
式

会
社

ロ
ワ

ジ
ー

ル
・

ホ
テ

ル
ズ

沖
縄

ホ
テ

ル
・

サ
ー

ビ
ス

業

一
般

用
電

気
工

作
物

の
調

査
及

び
自

家
用

電
気

設
備

の
保

安
管

理
業

務
、

並
び

に
電

気
の

使
用

安
全

に
関

す
る

啓
蒙

、
周

知

株
式

会
社

ゆ
が

ふ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス

産
業

廃
棄

物
処

理
業

一
般

財
団

法
人

沖
縄

電
気

保
安

協
会

株
式

会
社

環
境

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

旅
客

自
動

車
運

送

沖
縄

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

特
機

株
式

会
社

機
器

の
販

売
並

び
設

計
、

積
算

、
施

工
、

施
工

管
理

、
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
、

保
守

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

株
式

会
社

北
部

観
光

バ
ス
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●●
沖沖

縄縄
工工

業業
高高

等等
専専

門門
学学

校校
産産

学学
連連

携携
協協

力力
会会

　　
企企

業業
・・

団団
体体

会会
員員

（（
順順

不不
同同

））

企
業

・
団

体
名

住
所

業
種

及
び

事
業

内
容

沖
縄

県
糸

満
市

西
崎

町
5
-
1
4
-
9

神
奈

川
県

川
崎

市
高

津
区

下
野

毛
1
-
1
1
-
2
3

東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
7
-
2
0
-
1
 

住
友

不
動

産
西

新
宿

ビ
ル

　
3
2
F

大
阪

府
池

田
市

満
寿

美
町

2
-
2
5

東
京

都
江

東
区

豊
洲

三
丁

目
2
番

2
4
号

大
阪

府
池

田
市

豊
島

南
2
-
1
7
6
-
1

福
岡

県
直

方
市

大
字

下
境

字
黍

田
4
2
7
-
8

ア
ス

カ
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ

ン
株

式
会

社
製

造
業

（
金

属
表

面
処

理
、

リ
ー

ド
フ

レ
ー

ム
・

ウ
エ

ハ
・

半
導

体
部

品
へ

の
め

っ
き

加
工

）

有
限

会
社

海
邦

ベ
ン

ダ
ー

工
業

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供

株
式

会
社

ダ
イ

ハ
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

さ
く

ら
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

株
式

会
社

2
次

元
・

3
次

元
レ

ー
ザ

ー
加

工
、

製
缶

板
金

、
機

械
加

工

ス
テ

ン
レ

ス
建

具
（

鏡
面

・
H
L
・

そ
の

他
仕

上
）

フ
ロ

ン
ト

・
ド

ア
・

F
I
X
枠

、
ス

チ
ー

ル
金

物
等

の
製

造
、

建
物

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

上
代

工
業

株
式

会
社

建
設

工
事

・
設

備
業

（
浮

桟
橋

、
網

場
等

フ
ロ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

企
画

・
立

案
か

ら
設

計
・

施
工

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ま

で
の

一
貫

業
務

）
ゼ

ニ
ヤ

海
洋

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

設
計

・
製

造
）

S
C
S
K
ニ

ア
シ

ョ
ア

シ
ス

テ
ム

ズ
株

式
会

社

サ
ー

ビ
ス

業
（

自
動

車
開

発
・

生
産

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

　
他

）
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位置及び交通機関

独立行政法人  国立高等専門学校機構
沖縄工業高等専門学校

（系統番号 77）
「那覇バスターミナル」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

　（系統番号 22）
「中部病院」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

バス路線の経由地詳細は、
https://okinawabus.com/ を参照願います

県内から 県外から

沖縄自動車道「宜野座 I.C.」を出て国道 329 号を
北に約 10km 左側。

（国道上の歩道橋が目印です。）

●那覇（なは）空港国内線ターミナル到着
　２番バス停から下記①または②のいずれか

【空港からの所要時間：約２時間】

①（系統番号 111）　
「名護（なご）バスターミナル」　

行きに乗車　　
↓

「宜野座 I. C.」下車
（ぎのざインターチェンジ）

↓
（系統番号 77）

「中央公民館前」乗車
↓

「沖縄高専入口」下車
徒歩５分

②（系統番号 117）　　
「オリオンモトブリゾート」　　

行きに乗車　　
↓

「世冨慶（よふけ）」下車
↓

歩道橋を渡り道路反対側より
（系統番号 77）
「世冨慶」乗車

↓
「沖縄高専入口」下車

徒歩５分

【路線バスの場合】

【自動車の場合】
※徒歩

※徒歩

技術相談、共同研究等に関するお問い合わせは下記までご連絡ください。

〒905-2192　沖縄県名護市字辺野古905番地
　　　　　　　総務課研究連携推進室
TEL：0980-55-4070　FAX：0980-55-4012
E-mail：skrenkei＠okinawa-ct.ac.jp
公式HP：https://www.okinawa-ct.ac.jp

※本誌は沖縄工業高等専門学校産学連携協力会の支援を受けて発行しています。
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